
高松市埋蔵文化財調査報告 第124集

国道 11号高松東道路関連整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

太口下・須デlI重跡

2009年 3月

松 市 毅 育 委 員 会



例   言
1.本書は,国道 11号高松東道路関連整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書であり,太田下・
須川遺跡の報告を収録した。

2.発掘調査地及び調査期間,調査面積は,次のとおりである。
調 査 地  高松市太田下町 地内
調査期間  平成 20年 5月 1日 ～ 6月 17日
調査面積  1,080∬

3。 現地調査は,高松市荻育委員会教育部文化財課文化財専門員小川賢ならびに高上拓があたり,
非常勤嘱託中西克也と中村茂央がこれを補佐した。

4.整理作業は小川,高上があたった。

5 本報告書の執筆・編集は主に高上が行い,小サ||の補助を得た。

6.発掘調査から整理作業,報告書執筆を実施するにあたって,下記の関係諸機関ならびに方々
からご教示及びご協力を得た。記して厚 く謝意を表すものである。

香川県教育委員会,魚島純― (徳島県立博物館),大久保徹也 (徳島文理大学),北山健一郎・

信里芳紀・森下英治 (香川県教育委員会),山中稔 (香川大学)

7.標高は東京湾平均海面高度を基準とし,図中方位は座標北を指す。また,座標の数値は世界
測地系第Ⅳ系にしたがった。

8.出土遺物の実測図は,土器やその他土製品等は 1/4,石器 1/2,遺構の縮尺については
図面ごとに示 している。土器実測図中で,土師質土器は断面白抜き,須恵質土器は断面黒塗
りで表す。また,石器実測図中で現代の折損は濃く黒で塗り潰している。

9 出土土器に付着した赤色顔料の蛍光 X線分析を徳島県立博物館 魚島純一氏に,噴礫検出地
点の上壊分析を香川大学工学部准教授 山中稔氏に伝頼した。また,プラントオパール分析
および井戸埋土中の微細物分析を株式会社パリノ・サーヴェイに,遺物の写真撮影を西大寺
フォトに委託した。

10。 発掘調査で得られたすべての資料は高松市教育委員会で保管している。
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第 1節 調査の経緯

第 I章 調査の経緯と経過

第 1節  調査の経緯
本調査地は高松琴平電気鉄道琴平線高架に伴う側道 (市道太田下町 21号線)建設予定地である。

国道 11号高松東道路関連整備事業が高松市都市整備部都市計画課により計画されていた。当該

地には周知の埋蔵文化財包蔵地である大田下・須川遺跡が確認されていたため,平成 19年 9月

13日 付けで文化財保護法第 94条第 1項に基づく発掘通知が都市計画課より提出され,本市教育

委員会から県教育委員会へ進達したところ,同月 25日付けで「発掘調査」の行政指導があった。

これを受けて都市計画課と協議を行い,道路建設前に発掘調査を実施し,記録保存を行うことで

合意したため,本市教育委員会は平成 20年 5月 1日 から同年6月 17日 にかけて,発掘調査を実

施した。本書はこの調査成果を報告するものである。

第2節  大田下・須川遺跡における既往の調査
昭和53年 に一般国道11号「高松東道路」の建設に伴う埋蔵文化財発掘調査が香川県教育委員

会によって実施された。その結果,高松市太田下町 。三条町・伏石町地内で弥生時代中期～後

期,古墳時代中期を中心として近世までの遺構と遺物が確認された。その後も香川県教育委員会

が主体となり,高松琴平電気鉄道琴平線の連続立体交差事業などに伴う試掘調査ならびに工事立

会が数次にわたって行われた。各調査の概要はTab.1・ Fig.51を参照されたい。

Tab.1 太田下・須川遺跡における既往の調査

調査主体 調査場所 調査期間 調査原因 調査面積 内容 報告書

香川県教委 太田下町・三条町・伏石町 昭和63年 6月 20日 ～平成2年 4月 28日 高松東道路建設 豹25000雷 発掘 1

香川県教委 太田下町・ 三条町 平成 12年 8月 7日 ～ 9日 琴電琴平線高架工事 約140∬ 試掘 2

香川県教委 太田下町 平成 15年 7月 ■ 日～25日 琴電琴平線高架工事 約 18∬ 立会 未干U

香川県教委 太田下町 平成16年 6月 3日 琴電琴平線高架工事 約22∬ 立会 未刊

香川県教委 太田下町 平成 16年 8月 9日 琴電琴平線高架工事 約150∬ 立会 未刊

香川県教委 太田下町 平成 16年 10月 1日 琴電高架橋架設工事 約 45∬ 立会 未刊

香川県教委 太田下町 平成17年 5月 26日 ～11月 15日 琴電琴平線連続立体交差事業 豹600∬ 立会 3

高松市教委 太田下HT 平成20年 5月 1日 ～ 6月 17日 国道11号高松東道路関連整備事業 約 1080ポ 発掘 本書

(報告書)

1:北山健一郎・森下友子編 1995『太田下・須川遺跡』高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告第 4冊 香川
県教育委員会・財団法人香川県埋蔵文化財調査センター・建設省四国地方建設局

2:古野徳久 2002「 コトデン高架建設」『埋蔵文化財試掘調査報告』XV 香川県内遺跡発掘調査 香川県教育委員会
3:信里芳紀 2006「太田下 ,須川遺跡」『香川県埋蔵文化財調査年報』平成 17年度 香川県教育委員会



第 I章 調査の経緯と経過

第 3節  調査日誌
調査は平成 20年 5月 1日 より開始した。調査予定地が極めて幅狭かつ長大なため,調査区を

大きく3分割し,北側から順に調査 。埋め戻 しを行い順次南に移動するという工程を採用した。

北から順にA調査区・B調査区・C調査区と呼称する (Fig。 3)。 調査日程は以下のとおりである。

5月 1日

5月 7日

5月 16日

5月 27日

6月 2日

6月 17日

7月 1日

現地にて基準杭の打設および調査区の設定。

A調査区調査開始。

B調査区調査開始。

A調査区調査完了。

B調査区調査完了。 C調査区調査開始。

C調査区調査完了。

資料整理作業開始。

第4節  整理作業の体制と日程
整理作業は平成 20年 7月 1日 より開始し,平成 21年 3月 に終了した。工程の詳細は以下のと

おりである。

Tab.2  整理作業工程表

5 6 7 8 9 10 12 2 3
洗 浄

接合・復元

:物実測

構 図 レイア ウ ト

!構図 トレース

遺物 レイアウ ト

遺物 トレース

観察表作成

遺物写真撮影
写真レイアウト
自然科学的分析 (委託 ) |:::::::::::::::::::::::::::

原稿執蜜

編 集



第 1節 地理的環境

第 I章 地理的・歴史的環境

第 1節  地理的環境
高松市は香川県の県都であり,面積約 375kだ の市域に約 42万人もの人々が暮らす,四 国地

方有数の都市である。平成の大合併により近隣の庵治町・牟礼町 。塩江町・香川町・香南町・国

分寺町と合併したことで,阿讃山脈から瀬戸内海にまで及ぶ広大な市域を有することとなった。

これにより北は備讃瀬戸で岡山県と,南は阿讃山脈で徳島県とそれぞれ境を接している。

大田下・須川遺跡が立地する高松平野は南側を阿讃山脈 (讃岐山脈)に ,西側を五色台山塊に,

東側を立石山塊に囲まれた東西約 12km,南北約 10kmの範囲に広がる扇状地性の堆積平野である。

和泉層群からなる阿讃山脈は最高所で標高約 1000mを測 り,海岸へ向けて階段状に標高が下が

る。山脈北の前山部分では領家花商岩から構成される丘陵性の山地となり,沿岸部付近では標高

100～ 200m程度になる。また,阿讃山脈と平野部の間には三豊層群および焼山峠礫群が低い丘

陵を形成し,瀬戸内海の海底まで広がる。平野部は沖積低地および低位段丘から構成されており,

領家花筒岩を基層として,三豊層群,沖積層が順に堆積する。この沖積層は完新世以降,平野を

南北に貫く複数の河川の堆積作用により形成されたものである。平野には本津川,香東川,御坊

川,詰田川,春 日川,新川などの河川が流れるが,中でも香東川の堆積作用が最も強く,春 日川

の西側付近まで香東川の堆積作用による平野が広がる。また, これらの河川はいずれも近世に大

規模な改変を受けている。香東川は現在では石清尾山山塊の西側を流れているが,こ れは寛永年

間 (1624～ 1643)の付け替え工事によるもので,古絵図などには本来山塊の東側を流れていた事

が言己されている。

高松平野には,屋島や五色台など台形ないし円錐形を呈する標高 20～ 300mほ どの小山塊が

多数点在する。これは高松平野をはじめとする讃岐平野の特徴的な地形として名高い。これらの

山塊は侵食作用を受けやすい花筒岩が風化侵食に対する抵抗の強い讃岐岩ないし讃岐岩類に覆わ

れ,侵食から取 り残されることによって形成されたもので,台地状のものはメサ,円錐状の孤立

丘はビュー トと呼ばれる。海浜部を見ると,花南岩の風化殻であるマサがみられ,頼戸内海の白

く美しい砂浜を形成する。また,高松平野の景観を特徴付けるものに,平野中に多数点在する溜

池がある。出水とよばれる湧水群とともに高松平野に特徴的な灌漑施設である。高松平野はいわ

ゆる瀬戸内式気候と呼ばれる温暖少雨な気候環境にあり,年間平均降水量は平均で 1000mm程

度と日本列島中で最も寡雨な地域である。少ない降雨を効果的に活用するため,地形を利用した

溜池や出水が多数築かれ,複雑な水利慣行とともに高松の農業を支えてきた。

大田下・須川遺跡は高松平野の中心部やや北東よりの扇状地上に立地する。現在は国道 11号

線高松東バイパスと高松琴平電気鉄道琴平線が交差する地点が中心である。行政区分としては高

松市太田下町,三条町,伏石町に属する。本調査の対象地域は,太田下町地内にあたる。
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Fig.1 高松市地形図

第 2節  歴史的環境
旧石器時代～縄文時代 高松平野における旧石器時代の生活の痕跡は,久米池南遺跡,諏訪神社
遺跡,雨山南遺跡,中間東井坪遺跡,香西南西打遺跡,西打遺跡などで確認されている。いずれ

もサヌカイト製のナイフ形石器や翼状剥片などの散布が確認されている。また,中森遺跡,中間

西井坪遺跡では石器の集中するブロックが検出されている。旧石器時代後期にあたるウルム氷期

には,備讃瀬戸が完全に陸化しており,多 くの湖沼が存在し大小の河川が流れる盆地であったこ

とが指摘される (長谷川・斉藤 1989)。 平野の大部分の堆積はこれ以後であるため,現在この時期

の遺跡が検出されるのは平野縁辺部の丘陵上に集中する。



第 2節 歴史的環境

縄文時代の明瞭な遺構や遺物は極めて少ない。大池遺跡で草創期の有舌尖頭器などが認められ

るほかは,小山 。南谷遺跡で落とし穴遺構,奥の坊奥池西遺跡,前田東 。中村遺跡,本郷遺跡で

後期の上坑などがわずかに認められるのみである。平野部での遺跡の増加が顕著に認められるの

は晩期以降である。居石遺跡,松林遺跡,川 岡遺跡,浴 。長池遺跡,上天神遺跡,前田東 。中村

遺跡,林・坊城遺跡などで晩期の遺構 。遺物が検出されている。

弥生時代  縄文時代晩期から弥生時代前期にかけて,平野部での集落の形成が顕著に認められ
る。浴・長池遺跡,浴 。長池工遺跡,井手東Ⅱ遺跡,上西原遺跡,東中筋遺跡,宗高坊城遺跡な

ど,縄文晩期から継続するこれらの遺跡では,小規模区画水田跡など農耕に関する遺構が検出さ

れている。また,林・坊城遺跡では縄文時代晩期の自然河川から多数の木製農耕具が検出されて

おり注目される。高松平野でも稲作の伝播に伴う平野部の土地利用が盛んになったことがうかが

われる。また鬼無藤井遺跡,天満 。宮西遺跡,汲仏遺跡では 1重～ 2重の環濠が巡る環濠集落が

形成されたことが確認されている。この後,前期末～中期前半に継続する集落は少ない。浴・長

池遺跡,奥の坊遺跡で前期から中期前葉まで連続した居住が認められるのを除けば,新たに生活

の痕跡が認められるのは中期中葉以降である。この時期には段丘化によって平野部の堆積が一気

に進行することが指摘されており, こうした自然環境の変動も一因であったと考えられる。奥の

坊権現前遺跡,上天神遺跡,大空北遺跡,松林遺跡,松並・中所遺跡などで居住の痕跡が認めら

れる一方,丘陵上には久米池南遺跡,中山田遺跡などのいわゆる高地性集落が形成される。中期

後半～後期前半にかけては,太田下・須川遺跡,上天神遺跡など平野中央部と,前田東 。中村遺

跡,大空遺跡,小山南谷遺跡,奥の坊権現前遺跡,久米山遺跡群など平野東部で集落跡が多く確

認される。後期後半には,凹原遺跡,空港跡地遺跡,川岡遺跡, 日暮・松林遺跡,一角遺跡,天

満・宮西遺跡,宗高坊城遺跡などで再度集落が形成され,一部はその後終末期から古墳時代前期

前半まで継続する様子が認められる。弥生時代の高松平野では集落の形成と解体が繰り返し認め

られ,長期間継続する集落が少ないという特徴が指摘されている。

古墳時代   集落域に関する資料は多くないが,前述のように古墳時代前期前半までは弥生時
代終末期から継続する遺跡が認められる。また,本遺跡では中期の遺構・遺物が検出されており

注目できる。他には空港跡地遺跡,六条・上所遺跡,浴・松ノ木遺跡などで集落跡が確認される。

集落域の状況が明らかでない一方,平野縁辺部の丘陵上には数多くの古墳が築造される。前期か

ら中期までの累代的な墓域が形成される石清尾山古墳群や,鍬形石をもつ高松市茶臼山古墳,阿

蘇凝灰岩製の石棺が認められる長崎鼻古墳などが前期の有力な古墳として知られるほか,前期末
～中期初頭には高松平野最大の古墳である三谷石舟古墳が築造される。前期古墳の盛行とは対照

的に,中期古墳の例は極めて少ない。そのような状況の中で注目されるのは,平野西部に位置し,

多くの埴輪や空心樽陶棺が出土した前方後円墳である今岡古墳である。中間西井坪遺跡ではほぼ

同時期と考えられる埴輪焼成遺構や土製棺が認められ,今岡古墳との関連が注目される。ほかに

は女木島に楕円墳である女木丸山古墳などが知られる。後期から終末期にかけては,銅銃が出土

し,石室に石棚を持つ久本古墳,畿内型横穴式石室の可能性が指摘される横岡山古墳が有力な古

墳として知られるほか、丘陵上には数多くの群集墳が築造され,浄願寺山古墳群,南山浦古墳群,
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Fig。 2 周辺遺跡分布図

1 太田下・須川遺跡 2 高松城 3 浜ノ町遺跡 4 扇町一丁目遺跡 5二番町小学校遺跡 6 高松城跡
7 紺屋町遺跡 8 石清尾山古墳群 9 北山浦遺跡 10 西ハゼ土居遺跡 ■ 松並・中所遣跡 12 東中筋遺跡
13 天満・宮西遺跡 14 佐藤城跡 15 キモンドー遺跡 16 松縄下所遺跡 17 境日・下西原遺跡 18 上西原遺跡
19 大池遺跡 20 弘福寺領田図比定地北地区 21 上天神遺跡 22 蛙股遺跡 23 居石遺跡 24 井手東Ⅱ遺跡
25 井手東 I遺跡 26 浴 。長池Ⅱ遺跡 27 浴・長池遺跡 28 浴・松ノ木遺跡
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城所山古墳群,奥の坊古墳群などが調査されている。高松平野では古墳時代を通して多くの古墳

が造営されるが,一方でその造営主体となった集団の集落についての調査例は少なく,明 らかで

ない部分が多い。今後の平野部での調査が期待される。

古代   古代の高松平野は大きく西部の香川郡,東部の山田郡に分割され,平野部のほぼ全面
に条里地割が分布する。古代官道である南海道を基準に設定されたとされる当地域の条里地割は,

南北線が東に約 9～ 11° 傾 くことが知られる。この条里地割に沿った溝や建物跡が正箱遺跡,松

縄・下所遺跡,空港跡地遺跡,奥の坊遺跡,汲仏遺跡,西下遺跡などで検出されている。高松平

野では古墳時代後期～古代の前半にかけて,それまで集落域の営まれていた微高地が埋没したと

され,それに伴い集落の断絶と形成が認められる。郡衛跡などの所在地は不明瞭であるが,前田

東・中村遺跡では墨書土器 。帯金具が,新田本村遺跡では陶硯や緑釉陶器が出上しており, とも

に公的施設の存在が推測されている。新田本村遺跡は小山・南谷遺跡とともに屋嶋城の後方支援

的官衛の可能性が考えられる。また,発掘調査で全容の知られる例は無いが,下司廃寺,拝師廃

寺,前田廃寺,山下廃寺,多肥廃寺,百相廃寺,勝賀廃寺などが古代寺院として知られ,坂田廃

寺に付属する瓦窯である片山池窯跡群について調査が行われている。

中 。近世   中世高松の武士としては香西氏・十河氏・由佐氏が知られ,平地の居館である佐
料城,詰め城である勝賀城などの様相が発掘調査によって明らかにされつつある。西打遺跡では

香西氏との関連が示唆される居館跡が検出されたほか,八幡遺跡では平地式城館の囲続溝が確認

され,キモンドー遺跡では佐藤城の堀が検出されている。居住域としては川南・西遺跡,東山崎・

水田遺跡,由良南原遺跡,大空遺跡,百相坂遺跡,前田東・中村遺跡,林・坊城遺跡などで掘立

柱建物を中心とした集落跡が見られる。特に空港跡地遺跡では古代～中世の集落の変遷が詳細に

検討され,当該期の高松平野を考える上で重要な知見が得られている。

天正 16(1588)年 ,豊臣秀吉の家臣,生駒親正により高松城が築城され,城下町が整備される。

その後,生駒家騒動により生駒家が出羽国に転封されると,寛永 19(1642)年 ,松平頼重が東

讃岐 12万石を拝領し,高松城主として入封した。松平家は徳川将軍家の親落として代々藩主を

つとめ,明治維新を迎える。
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第Ⅲ章 調査の成果
第 1節  調査の方法
調査予定地は既設の複数の道路により分断されている。道路によって区切られた調査区を北か

ら順に食調査区,B調査区, C調査区と呼称する (Fig.3)。 B調査区とC調査区は国道 11号線
によって分断されている。このため,国道 11号線を境に北側と南側でそれぞれ調査区に沿った

主軸を設定し,記録を行った。A・ B調査区の基準杭をAl・ A2, C調査区の基準杭をBl・
B2と 呼び,そ れぞれをつなぐ線を主軸とする。世界測地系第Ⅳ系における各点の座標はTab.

3の とおりである。以下,本報告で地点を呼称する際には,図中に示した方位とは若干ずれるが ,

それぞれの調査主軸を南北方向,それに直行する方向を東西方向とみなし,南北方向の位置関係

はAlか ら北あるいは南にOm,東 西方向についてはAl― 貪 2主軸より東あるいは西にOm
と表記する。掘削は重機による遺構上面の検出,人力による遺構の調査を基本とした。遺構図及

び平面図は縮尺 1/20で作図し,遺物の出土状況などは 1/10で記録した。

Tab.3基準′点座標一覧表

Al つ
々
Ａ
ｈ A3 A4

X 145579。 451 145400.680 145356.582 145255,876

Y 50450.416 50425,657 50424.636 50410.544

(数値は世界測地系第Ⅳ系による)

第 2節  調査の概要と基本層序 (Fig.4)
現地表面の標高はA調査区北端でおよそ 14.Om, C調査区南端で 16.6mを 測 り,北に向かっ

て下がる緩やかな傾斜を見せる。後述する第 1遺構面の標高を見ると,A調査区北端では 13.6
mであるのに対し, C調査区南端では 15.lmと 約 1.5mの比高差が認められる。第 2遺構面の標

高も,A調査区北端で 13.5mで あるのに対しC調査区南端では 14.9mを 測る。現在の地表面の
傾斜と同様に,調査範囲内の原地形も南から北に向かい,な だらかな傾斜をもち下降していたも

のと考えられる。これは第 I章で述べた高松平野の地勢とも矛盾しない。

調査区内は大部分が現代の削平を受けている。調査区全域の地表面下 30～ 50cmは削平に伴

う花筒土に覆われており,一部の地点では地表面下 2m以上も花商上が認められた。削平の浅い

地点では花筒上下で旧耕作土ならびに床上が検出され, これらの下層より遺構面を検出した。こ

の遺構面は黒褐色系のシルトからなる層である。出土遺物が極めて少なく,時期を推定する材料
に乏しいが,数少ない出土遺物と,本層を切り込む灰色系シル トを中心とした遺構埋土から,近

世の遺構面であると考えられる。以下第 1遺構面と呼称する。

第 1遺構面の下には黄褐色系粘質シル トからなる第 2の遺構面が認められた。出土遺物から,

弥生時代後期から古墳時代中期にかけての遺構面であり,中心は弥生時代後期と古墳時代中期で

あると考えられる。以下第 2遺構面と呼称する。部分的に断割り調査を行った地点では第 2遺構
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第Ⅲ章 調査の成果

面下から粒径の比較的大きな礫群からなる地山層を確認した。

なお,本調査においては遺物の出上した遺構が極端に少ない。このため,遺構を時期ごとに区

別して記述することが困難であるので,調査区ごとに遺構および出土遺物の詳細を列記すること

とする。

/「
~~~了

「

~~~¬

[~‐十~‐」~‐ _」 A=花筒土
B=旧耕土・床土
C=第一遺構面
D=第二遺構画
E=礫質地山層
F=遺構埋土
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Fi3 5 調査区の基本層序

160m
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①
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※Oの数字はFi3 3に対応



第 3節 A調査区

第 3節  A調 査区 (Fig.8)
A調査区は幅約 4m,長 さ約 96mで南北方向に設定した調査区である。調査区北端の現地表
面が標高 14.Om,南端で標高 14.8mを測る。地表面下は厚さ30～ 50cmほ どの花筒上に覆われ

ており,その下に旧耕作土と床上を挟んで第 1遺構面,さ らに下から第 2遺構面を検出した。調

査区の南西半部では特に花筒土が厚 く認められ,断ち割り調査を行ったところ花南上下では遺

構面が既に削平されている様子が確認された。

従って調査区南側では撹乱の及ぶ範囲を避けて

遺構の検出を行った。以下,特徴的な遺構の詳

細を記す。

(1)土坑

S K 10(Fig.6)Alよ り南へ 88mの地点で

検出した平面楕円形の上坑である。長径 2.2m,

短径 ■8mを 測る。第 2遺構面を掘 り込んで形

成されており,土坑中央が漏斗状に深 くなる。

最深部の深さは 0.6mを測る。埋土はまずにぶ

い黄橙色シル トが見られ,上に黒色シルトが堆

積する。また堆積状況から, 1・ 2層 は重複す

る別遺構の埋上である可能性と, 自然堆積によ

る堆積状況の二つの可能性が考えられる。いず

れの層からも遺物は出土していない。

S K ll(Fig.7)貪 1よ り南へ 90mの地点で

検出した平面隅丸方形の上坑である。後述する

S K 12を 切って形成される。長辺 2.lm,短辺

1.3mを 測り,断面は深さ0.4mの レンズ状を呈

する。埋土はにぶい褐色シルトが堆積 し,上層

に黒色シルトが認められる。遺物が出上してお

らず,時期は不明であるが遺構の切 りあい関係

からS K 12に 後出して形成された遺構である。

S K 12(Fig.7)Alよ り南へ 90mの地点で

検出した平面楕円形の土坑である。 S K llに

切られている。長径は2.lm,短径 1.4m,深 さ0.1

mを測る。第 2遺構面を掘 り込んで形成される

が,遺物が出土せず詳細な時期は不明であるが ,

遺構の切 りあい関係からS K llに先行 して形

成された遺構である。

Fig 6 A調査区S K10平・断面図 (縮尺 1麗0)
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第Ⅲ章 調査の成果
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第 3節  A調査区

S K 13(Fig。 9) Alよ り南へ 58mの 地

点で検出した土坑である。削平により西半が消

失している。残存部分の長辺は2.3m,深 さ
は最大で 0.3mを 測る。第 2遺構面を掘り込ん

で形成されるが,遺物は出土しておらず,時期

は不明である。

(2)溝

SDl(Fig10)Alよ り南へ 18mの地点で検
出した溝である。南西から北東にのび,調査区

外に続く。幅は最大で 2.lmを 測り,深さは約 0.1

mと浅い。第 2遺構面を掘り込んで形成される。

遺物が出土せず,時期は不明である。

|。＼

1南
へ 17m

1讃1をm

1南へ 19m

SP6

15

SD3(Figll)Alよ り南へ 39mの地′点で検
出した溝である。西側では調査区に直行し,角

度を変えて北東方向へのびる。第 2遺構面を基

盤とし,幅は最大で 0.6m,深 さは 0.3mを測る。

土師質の上器片を 1点検出した。土器は小片で

あり,磨耗が著しいため詳細は不明である。

SD4(Fig.26)Alよ り南へ 67mの地点で

検出した溝である。南西から北東方向に直線的

に伸び,両端とも調査区タトヘ続く。第 2遺構面

を基盤として形成されており,幅は最大で 0.5

m,深さは 0.5mを測る。遺物は出土せず,時
期は不明である。

1 10YR3/1 黒掲 シル ト Fc沈着顕著
2 10YR7/2 にぶい黄橙  シル ト質細砂に黒褐色シル ト混 じる
3 10YR3/1 黒褐 シル トに灰白色砂質土を塊状に含む
4 10YR2/1 黒 シル トに灰自色砂質土混 じる Fe沈着
5 75VR4/1褐 灰 砂質シル ト

Fig,9 A調査区S K 13平 ・断面図 (縮尺 1/40)

1 10YR6/1 褐灰 シルト
2 10YR4/3 にぶい黄褐 シルトに25YR5/8明 赤褐を斑状に5%含む
3 10YR6/1 褐灰 シルトに25Y5/6責褐を斑状に50%含む

Fig10 A調査区SDl平 ・断面図 (縮尺 1/50)

|   |
10YR2/2黒褐 粘土～シル ト 径10cm程度の礫と5cm程度の上器片を1片含 む
10YR5/1褐灰 シル トに10YR6/6明 黄掲を斑状に10%含 む

Fig ll A調 査区SD3平・断面図 (縮尺 1/40)

Alよ り



第Ⅱ章 調査の成果

(3)井戸

SE l (Fig■ 2) Alよ り南へ32mの 地

点で検出した井戸である。遺構の東端が調査

区外へ続いていたため,全容を確認すること

はできなかった。検出した範囲での最大幅は

0.8m,深 さは 0.95mを 測る。埋土はまず黒

褐色シル ト～極細粒砂が堆積し,その上層に

にぶい黄褐色シルト～極細粒砂, さらに黄灰

色シルト～極細粒砂が認められる。遺構底部

付近からは多量の湧水が認められたため,井

戸であると判断した。遺物が出上しておらず ,

詳細な時期は不明であるが,第 2遺構面を掘

り込んでいることから,弥生時代から古墳時  歩
代にかけての遺構である可能性が考えられる。  ユ
SE2  (Figi3)                         5

〔遺構〕 Alよ り南へ 68mの地点で東壁沿
いに検出した井戸である。遺構の東端が調査区外に広がっていたため,部分的に調査区を拡張し

て調査を行ったが,現代の側溝が隣接しており,全体を検出することはできなかった。検出した

範囲では平面円形を呈し,長径約■5m,深さ約■3mを測る。底に近づくにつれて漏斗状に径が

小さくなり,底部付近では直径が約 0.4mである。第 2遺構面を基盤とし,地山の礫層まで掘削が

及ぶ。遺構底部付近では断割り調査を行い,堆積状況の確認を試みたが,調査中に崩落してしまっ

たため,詳細な記録を行えなかった。底部付近の堆積は写真と調査時の所見から復元したもので

ある。調査中,第 1層からはすでに少量の湧水が見られ,第 2層以下では多量の湧水が認められた。

井戸枠・井戸側などの痕跡は認められず,素掘りの井戸である。第2遺構面を掘り込んで形成され,

礫混の地山層まで掘りぬいている。責灰シルトの第4層が堆積したのち,第 3層 ,第 2層 と黒褐

色系のシルト層が堆積する。第4層が遺構の壁沿いに垂直に見られるため,掘 り返しが行われた

可能性も考えられる。第 2・ 3層 は土質がほぼ均―で,上器と円礫の有無により三分したが同質

の上層であると考えられる。出土遺物は第 1・ 2層から多量の弥生土器片が認められた。

〔遺物出土状況〕 多量の弥生土器片が第 1・ 2層 より出土した。第 1層最下部および第 2層上

位では比較的小さな土器片を多数検出した (Fig。13,第 1検出面)。 これらの遺物を取り上げたの

ち,平面的に遺物の検出を行い (第 2検出面),さ らにそれらを取り上げ,遺物の検出を行った

(第 3検出面)。 第 2・ 3検出面からは比較的大きな破片を密集して検出しており,中 には完形に

近い資料も多く認められた。上位の遺物を取り上げたのち,第 2層の最下部から器台 (142),直

口壺 (141)が認められた (第 4検出面)。 141は検出時縦半分に半裁されたような状態で出土し

た (PL.3下段)。 また,全ての検出面から,遺物と共に径 5～ 10cmの円礫が多量に検出された。

意図的に廃棄されたものと考えられる。

25Y4/1 黄灰 シル ト～極細砂
10YR4/3 にぶい黄褐 シル ト～極細砂に径 2cm以 下の白色礫 を 3%程度含む
10YR2/3 黒褐  シル ト～極細砂
25Y4/2 暗灰黄 シル ト～極細砂
25Y6/6 暗責褐  シル ト～極細砂に10YR5/1褐 灰を斑状に30%含 む

Fig12 A調査区SEl平・断面図 (縮尺 1/40)
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Alよ り
1南へ67m

第3節

1ヽ    〉
1ヽ_

0              1m

1 75YR3/3暗 褐 極細砂 径5cm程度の礫を30% 径5～ 15cmの 弥生土器を多量に含む
2 10YR2/3 黒掲 粘土～シルト 径5cm程度の礫を50%以 上 完形に近い土器を多く含む
3 10YR2/1 黒 粘土 径05～ lcmの礫を30%含む
4 25Y5/1 黄灰 シル トに25Y2/1黒 を20%含 む
5 25Y3/1 黒褐色 ンル ト～粘土に10YR6/8 明黄褐を斑状に10%含 む
6 10YR5/1 帽灰色 シル ト～極細砂に10YR6/8 明黄掲を斑状に20%含む
7 5Y5/1  灰色 シル トに10YR6/6 明責掲を斑状に10%含 む
8 25Y3/1 黒褐 粗砂～極粗砂に径1～5cmの礫を50%以 上含む 25Y7/6 明黄褐を斑状に20%含む

Fig。13 A調査区SE2平・断面図 (縮尺 1/40)お よび遺物出土状況 (縮尺 1/20)

〔遺物〕 多量の遺物が出土した第 2層 は検出状況で上から第 1～第4検出面に分けて取り上

げをおこなった。このうち第2～ 3検出面より検出した遺物を一括して第 2層中位出土資料とし

て扱い,第 1検出面を第 2層上位,第 4検出面を第 2層下位として報告する。なお胎上の詳細に

ついては遺物観察表 (Tab.9)に まとめたが,本遺構出土土器は9割以上が「角閃石細粒を初

密に含む特徴的な素地粘土を採用する」「香東川下流域産」 (大久保 2003)と される土器である。

以下では記述の煩雑さを避けるため,胎土については香東川下流域産以外と考えられる資料につ

いてのみ個別に記述する。

(参考文献〉

大久保徹也 2003「高松平野香東川下流域産土器の生産と流通」F初期古墳と大和の考古学』学生社

″
ｒ

頸麓
士 池十翌∪ヽ伸/,ビ平¬Kフ兵揚毬ヽ  ヽ   〆十



第Ⅲ章 調査の成果

第 2層上位 (Fig。 14・ 15)

(壷〉(1～ 9)1～ 3は広口壷である。 1は直立する長い頸部をもち,2は短い顎部をもち口
縁端部の肥厚が強い。 3は頸部でくの字に屈曲し,回顎部が緩やかに外向する。ともに口縁端部

が肥厚し,内上方にやや突出する。端面には 2条の凹線が巡る。 4～ 7は直口壷である。 5・ 6

は肩部に段を有し,顎部に6本の凹線を施す。 8は小型壺である。最大径 6.Ocmを測 り,内面に

は体部中位から上部までヘラケズリが及ぶ。 9は中期的特徴を残す壺である。くの字に屈曲する

肩部から口縁部につづく。

(密)(10～ 18)10は土師器甕の回縁部である。直線的で長い口縁部である。口縁部のみの出

上であり,混入の可能性が考えられる。二次的に付着した可能性の高い赤色顔料が認められる。

11は器厚が厚 く,比較的長く外反する口縁部をもつ。口縁端部には明瞭な凹線が巡る。13は顎

部の屈曲が弱く,短い口縁部がなだらかに外反する。口縁端部は肥厚せずそのまま収める。内面

のケズリは体部上半まで及ぶ。14・ 16は頸部が強く屈曲し,口縁端部が肥厚し,上方へ突出する。

口縁端部には 2条の凹線が巡る。17は小型の甕である。口縁端部が弱く肥厚する。

(底部)(19～ 29)19～ 22は屈曲と立ち上がり角度から壷・鉢の底部であると考えられる。外

面ヘラミガキ,内面ヘラケズリが認められる。23～ 29は甕の底部であろう。体部が強く屈曲し

立ち上がる。内面のヘラケズリが顕著である。

(鉢)(30～ 32)30は 口縁部が湾曲し,正円に復元できないことから片口鉢であると考えられる。

湾曲の形状から,片 口部付近であろう。内面は口縁部付近までヘラミガキが及ぶ。31は大型の

鉢である。口縁端部が水平に弱く肥厚し,明瞭な端面を有する。内面に赤色含量が付着し,分析

の結果水銀朱であることが判明した (第Ⅳ章第 1節 )。

(高杯)(33～ 43)口縁部は外反しながら丸く収めるもの (33)と 水平に肥厚する端面をもつも
の (35・ 37・ 39)が認められる。39は口縁部端面に凹線を巡らせる。40'41は脚部である。器

壁が厚 く,直立する。外面には入念なヘラミガキが認められ,内面はナデで仕上げられる。40

は褐色を呈す胎土中に角閑石がほとんど認められず,搬入品の可能性が考えられる。脚端部は直

線的にのびるもの (42)と 端部が肥厚 し,肥厚 し下方へ突出するもの (43)が見られる。42に

は円孔が認められる。端面には 1～ 2条の凹線が施される。

(そ の他)(44・ 45)44は器種不明体部である。外面に櫛描波状文が見られる。文様から弥生時

代中期にあたる時期の資料と考えられるが,小片でやや磨耗しているため,混入であると判断し

た。45は 口縁部が直線的にのび,正円に復元できないこと,端面が鋭利な工具で平滑に削られ

断面方形を見せることから,把手付広片口皿の側縁部であると考えられる。詳細は第V章第 3節

にて述べる。

(石庖丁)(Sl)サ ヌカイト製の打製石庖丁である。背部 。刃部が供に弧を描いて湾曲する。側
部の突出度合いはやや弱く,九 く収める。背部・刃部ともに細かな敲打によって仕上げられる。

完形で出土し,長さ5.5cm,幅 5,Ocm,厚さ■2cmを 測る。
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第3節  A調査区

Fig.14 A調査区SE2第 2層上位出土遺物① (縮尺1/4)
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第 3節  A調査区

第 2層中位 (Fig.16～ 22)

(壺)(46～ 68)46～ 50・ 54は広口壼である。47・ 48は体部中位に櫛描刺突文がめぐり,47
は口縁部と顎部に複数の凹線が認められる。49は ラッパ状に外に大きく開く長い口縁部をもつ。

底部内面にはヘラケズリ後ヘラミガキが施される。50は直立する長い頸部から口縁部が強く屈

曲し,外向する。54は端部が肥厚せず口縁部がラッパ状に強く外反する。51～ 53,55～ 59は

直口壷である。52は底部に脚部の痕跡が認められる脚付の器種である。にぶい橙色を呈する胎

土は角閑石を含まず,粒径の大きな白色粒の混入が目立つ。形態と胎土から,搬入品の可能性が

考えられる。55'60・ 63は肩部に明瞭な段を有する。56は明赤褐色を呈する胎土に角閃石を含

まず,粒径の大きい白色粒が目立つ。口顎部が直立し,口縁端部を四角く収める。外面には弱い

段が 2段巡るが,退化した凹線なのか,ナデ調整によるものかは不明である。形態と胎土から,

搬入品である可能性が考えられる。57・ 58は頚部に5～ 11本の凹線を巡らす。59'60・ 63は頸

部に櫛描斜線文が斜交して施される。61。 65は無顎壼である。61は算盤玉形の体部に外反する

短い口縁部をもつ。色調は全体的に赤色を呈するが胎上には角閃石も多く含む。64は短顎壷で

ある。口縁部の折り返しはナデで仕上げられる。内外面ともハケ調整が施されるが,焼成は全体

的に粗雑な印象を受ける。体部は球形に近く体部中位で最大径を測る。鈍い責褐色を呈する胎土

には角閃石の混和が認められず,粒径の大きな白色粒がめだつ。いわゆる白色系の胎土とされる

資料である。胎土から搬入品であると考えられる。65は小型の無顎壺である。極めて短い口縁

部に2孔 ×2箇所の計 4子しが穿たれる。紐通し孔であろうか。体部内面中位までヘラケズリが及

ぶ。66は糸Ⅲ顎壼である。口顎部は欠損し不明であるが,肩部に極めて明瞭な段を持つ。体部は

倒卵形を呈する。67・ 68は大型の重体部である。体都中位に円形浮文が巡る。47・ 49。 50・ 61・

64・ 66に は体部中位から下半に穿孔が認められる。破面の状態から焼成後に意図的に穿孔され

たものと考えられる。

(甕)(69～ 96)69は口縁部下に貼付突帯がめぐる。弥生時代前期に属する資料である。小片で

磨耗が激しいため,混入であると判断した。70は短く外反する口縁部である。端面は肥厚せず先

細 りの形状を呈する。形状から高杯の口縁部である可能性も考えられる。71～ 78は 口顎部が頸

部状に直立し,強 く屈曲して口縁部に続く。また 71～ 80は口縁部端面に 1～ 2条の凹線を巡ら

せる。凹線は基本的に弱く,極めて不明瞭である。81・ 82は体部外面上半にタタキ調整が認めら

れる。81は タタキ後にハケで,82は ナデでそれぞれタタキ痕を平滑にする意図の調整が認めら

れる。また 82は 口頸部が強く屈曲し,顎部に明確な粘土接合痕が観察できる。83～ 92は口顎部

の屈曲が明瞭でなく, また回縁部の肥厚具合も弱い。体部内面上半までヘラケズリが及ぶものが

多い。83は小型の甕である。卵形の体部に,直線的に伸び九く収める口縁部をもつ。87・ 90は 口

縁部が極めて短く,屈 曲も弱い。90は 口頸部内面の屈曲部にハケが施される。91は内面上半の

ヨコヘラケズリが口顎部まで及ぶ。角閃石も認められるが,粒径の大きな砂粒を多く含む。93～

96は強く外反し,上方に突出する口縁部をもつ。93は 内湾気味に延びる口顎部から,弱 く上方

に口縁部が突出する。94・ 95は水平に開く口顎部から口縁部が垂直に立ち上がる。94は にぶい橙

色を呈する胎土に角閃石が含まれず,搬入品の可能性が考えられる。96は 口顎部が短く水平に開
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第 3節  A調査区

き,肥厚した口縁部が垂直にたちあがる。立ち上がり部は長く,明瞭な凹線が 2条施される。

また,壺と同様に 90。 91・ 93には体部中位から下半に意図的な焼成後穿子Lが認められる。

(底部)(97～ 112)97は屈曲から壷の底部である可能性が考えられる。100～ 102は鉢の底部

である可能性が考えられる。内面はヘラケズリが認められる。98。 99。 103～ 112は壷・甕の底

部であると考えられる。内面にはケズリ調整が認められる。98は底部の粘上が剥離した下から

ハケ調整がのぞき,ハケ調整後に粘上が補充されたことがうかがえる。111は底面にもヘラミガ

キが施される。112は底面に棒状の植物の圧痕が見られる。

‖:|)

声一

o                                          20cm
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Fig.17 A調査区SE2第 2層中位出土遺物② (縮尺1/4)
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(鉢〉(113～ 117)113・ 114は大型の鉢である。口縁部はゆるやかに外反しながら次第に直立する。

118は 口縁部端面を肥厚させず,丸 く収める。114は 回縁部がやや肥厚し,明確な端面を有する。

口縁部から体部にかけて強い凹線がめぐる。115・ ■6は小型の鉢である。緩やかに外反する口

縁部を持つ。116は 口縁部が水平に肥厚し,端面に2条の凹線をめぐらせる。117は 特異な器種

である。口径 12.2cmと 極めて小型で,口縁部が直線的に外反する。ユビオサエによりやや突出

する部位が見られる。外面には粗いハケの後に細かいハケが施され,内面には上部までヘラケズ

リが及ぶ。

(把手付広片回皿)(118～ 120)口縁部が直線的で正円に復元できず,口縁部端面が四角く収め

られる資料を少数確認し,形状から把手付広片口皿に分類した。把手部は出土していないが,当

遺跡ではかつて香川県教育委員会の調査において本器種が確認されており,隣接する上天神遺跡

からも多量に出土していることから,こ うした分類名称を与えた。詳細は第V章第 3節で述べる。

118は片田部にあたると考えられる。端面は極めて平滑で砂粒の移動痕が見られることから,鋭

利な工具で削り出され,成形されたことがわかる。119は側縁部にあたると考えられる。タト面に
ハケ,内面にはヘラケズリ調整が認められる。内面に水銀朱の付着が認められる。120は内面に

精緻なヘラミガキが施されるが,外面は磨耗している。狽1縁部端面は他と同様ヘラケズリ状の調

整により平滑に仕上げられている。

(高邦)(121～ 140)121は ほぼ完形で出土した。口縁部は水平に肥厚し,端面には2条の凹線が

施される。内面には分割ヘラミガキが施される。脚部中位に 2子し1対と 1子しの計 3孔,脚部下半に

2孔 4対の円孔が穿たれる。内外面にベンガラの付着が認められた。122は水平に肥厚した口縁部

端面に2条の凹線がめぐる。123は杯部から口縁部にかけての屈曲が弱く,端部の肥厚も明瞭でな

い。125は杯部底面に円弧状の線刻が認められる。脚部の接合状況からみて,郭部と脚部の接合時

に目印として刻まれたものであろう。内外面ともに水平方向のヘラミガキが施される。126～ 140

は脚部である。126・ 127は器厚が極めて厚く,直立する脚である。タト面はタテヘラミガキ,内面は

ナデないしユビオサエ調整で仕上げられている。128は器厚が薄く,直立する脚部である。内面ナ

デで仕上げられるが,中位に粘土接合痕が残る。にぶい橙色を呈する胎土には角閃石が含まれない。

胎土と形状から搬入品である可能性が高い。129はスカー ト状に裾が広がる形状を呈する。杯底部

との接合部直下にヨコヘラミガキを施す。130は脚都中位に円孔が認められる。131は小型で中空

の脚部である。郭部との接合部直下では器厚が非常に厚く,中位から下半にかけて急激に厚みを減

ずる。杯底部に脚との接合をよくするために付けられた突起部である可能性が考えられる。本来は

131を 覆うように脚部がつき,粘土が補充されて接合されたものと考えられる。132は脚部上位と

下位にそれぞれ l孔 3対の円孔を配する。脚端部は肥厚し上方へ突出する。133は上位に少なくと

も1孔,下位に2孔 2対の円孔が認められる。脚端部は肥厚し上方に弱く,下方に強く突出する。

134は脚端部に強いナデ調整がおよび,凹線は認められない。135～ 140に は脚端部の肥厚がほと

んど認められない。136は脚部に5孔の穿了しが認められる。郭部との接合部には粘上の充填が見ら

れる。137～ 140は脚部が強く外に広がる形状である。137。 138は脚部が直線的に伸びるが,139。

140は「ハ」の字形にやや屈曲して広がる。端面に巡る凹線はいずれも極めて弱く,痕跡的である。

26
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o                       20cm

Fig。20 A調査区SE2第 2層中位出土遺物⑤ (縮尺1/4)



第Ⅲ章 調査の成果

民

FF==7昴
〒

〒F〒
掃

i~~~~~~~―

「

,ティ15

0                                       20cm
|

く蓋麓
/ぺ

1褐

0                                       20cm

Fig。21 A調査区SE2第 2層中位出土遺物⑥ (縮尺 1/4)

第2層下位 (Fig.23)

(壺〉(141)口縁部が長くゆるやかに外反し,肩部には明瞭な段が認められる。頸部には斜線文

がめぐる。体部内面下半までヘラケズリが及び,上半は指頭圧痕が見られる。縦半分に割れた状

態で 142の器台の下より出土した。

(器台)(142)下半を欠くが,上半はほぼ完形の形で出土した。口径は32.5cm,残存高で 22.8cm

を測る。ゆるやかに外反する体部から,口縁部が強く水平方向に屈曲する。屈曲部では粘土接合痕

も観察される。口縁端部は四角く収め,端面には鋸歯文と竹管文が交互にめぐる。体部は6～ ユ

本の凹線からなる凹線帯により上下 2段の文様帯に区画され, さらに上段の文様帯は4対の長方形

透孔により4区画に分割される。以下ではFi323の展開図を基準に,上段左から順に第 1区画～

第4区画と仮に呼称する。また,最 も下の凹線帯には長方形透孔と円形透孔の痕跡が認められる。

残存状況から配置を推定すると,下段の方形透孔は上段の方形透孔の延長線上に配され,円形透孔
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は方形透孔の間に配置されるようである。上段の文様帯には鋸歯文が全周する。各区画にはそれ

ぞれ 1.5～ 2.5単位の鋸歯文が線刻される。この際長方形透孔と鋸歯文のクト縁線との位置関係から,

透孔の位置を基準に鋸歯文配置の設定がなされたと考えられる。ただ,各区画で鋸歯文の数が一致

しないことからも稚拙な施文であるとの印象を受ける。鋸歯文の各単位内は斜線文・斜格子文 。刺

突文・無文などさまざまな文様が規則性なく充填される。下段の文様帯にも鋸歯文が全周する。下

段は透孔によって分割されていないため,鋸歯文の配置に際しては下部の透孔と上段の透孔をもと

に,上段と対応する位置に配置されたものと考えられる。鋸歯文の各単位内にはこちらも斜線文・

斜格子文・不定形の線刻・刺突文が不規則に充填される。色調はにぶい橙色を呈し,胎土中に角閃

石をほとんど含まない。肉眼観察によると胎土中に結晶片岩が混和された可能性が高い。器形は本

地域にも類例が認められるが,文様と胎土から搬入品である可能性が考えられる。

0                        20cm

Fig.23 A調査区SE2第 2層下位出土遺物 (上段縮尺 1/4,下段 1/3)
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第 3節 A調査区

検出面間接合 (Fig.24)

ここでは上記の各検出面より出土した遺物のなかから,検出面間で接合関係の認められた資料

について報告する。遺物出土状況で述べた通り,各検出面は出土層位の違いによる区分ではなく,

あくまでも同一層中の,検出高による任意の区分である。

141は第 2層下位出土遺物で先述した重である。縦に半裁されたような形状の半身が第 2層下

位から出土し,それに接合する破片が第 2層上位と中位からそれぞれ確認できた。

143～ 155は第 2層上位と中位の間で接合関係の認められた資料である。143・ 144は広口壼の口

縁部である。143は顎部からやや屈曲を変えて口縁部が伸びる。144は緩やかに外反する顎部か

ら口縁部に続く。148は壼の体部である。体部中位に最大径をもち,胴張 りの形状を呈す。外面

の体部中位には櫛描列点文が巡る。145～ 147。 149～ 153は甕である。145は 口縁部が肩部から

弱く屈曲し,短 く折り曲げて仕上げる。胎土はにぶい黄橙色を呈し,角閃石を含まない。しヽわ

ゆる白色系の胎土であり,搬入品の可能性が考えられる。146は大型の甕である。口径は20.4cm

を測る。口縁部は「く」の字状に強く屈曲し,端部はそのまま丸く収める。内外面共にハケ調整

が多用され,特に内面では口縁端部付近までハケ調整が及ぶ。147・ 149は 口縁部が弱く屈曲し,

短く外向する。端面は弱く肥厚し,痕跡的な弱い凹線を 1条施す。150は器厚が薄く,直立する

顎部上の部位を持つ。口縁部は強く屈曲し,直線的に外向する。端部は上下に弱く肥厚し,端面

に 2条の凹線が巡る。151・ 152は比較的長く厚い口縁部が若干内湾しつつ直線的に伸びる。内

面は口顎部の屈曲までヘラケズリが及ぶ。胎土中には角閃石が含まれるが,口縁部形状から阿波

地域の影響が考えられる。153はやや直立する頚部上の部位をもち,口縁部が緩やかに外反する。

端部は上方向に弱く肥厚し,痕跡的な凹線が 1条認められる。体部外面には櫛描列点文が巡り,

これを境に下にはヘラミガキ,上 にはハケ調整が見られる。内面は体部下半にヘラケズリがおよ

ぶ。154・ 155は大型の鉢である。緩やかに外反する体部から直立する口縁部に続く。端部は肥

厚せず,九 くおさめる。体部内面には赤色顔料の付着が確認され,分析の結果水銀朱であること

が判明した。

層位不明 (Fig.25)

(壺)(156)顎部に斜線文,体部上半に竹管文がめぐる。口縁部外面および内面にも数条の凹線

がめぐる。にぶい橙色を呈する胎上には角閃石が認められず,粒径の大きな白色粒の混入が目立

つ。胎土から搬入品の可能性が考えられる。

(養)(157～ 162)157・ 1581よ 口顎部がやや弱 く屈曲し,口縁部に続 く。口縁端部は肥厚 し,

弱く上方に突出する。159は 口縁端部が下方に弱く突出する。にぶい褐色を呈する胎土には角閃

石が認められない。胎土から搬入品の可能性がある。160は 口顎部の屈曲が強く,端部が肥厚し

上方に強く突出する。端面には2条の凹線がめぐる。灰黄褐色の胎土には角閃石が認められず ,

搬入品の可能性が考えられる。

(鉢〉(164)小型の鉢である。口径 19.8cmを測る。口縁部はやや外反しながら丸く収まる。外

面にハケ,内面にはヘラミガキが認められる。

つ
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く、
159

Fig。25 A調査区SE2出土層位不明遺物 (縮尺 1/4)

(高邦)(165'166)口縁部が肥厚し水平に伸びる高杯の口縁部である。165は弱く外に肥厚す

る口縁部が弱く外傾する。166は水平に肥厚する端面に2条の凹線がめぐる。

出土した土器から, これらの資料は一定の時期幅を含みながらも,比較的一括性の高い土器群

であると評価できる。第 2層上位と中位, また上位と下位から出土した資料同士が接合する例が

少なからず認められる点からも本資料の一括性の高さが傍証されるであろう。

少数の時期幅をもつ資料を混入とみてよければ,遺構の時期は弥生時代後期前葉であると考え

られる。

(4)自然1可サ||(Fig,8)

SRl  Alよ り南へ 34～ 66mの地点で検出した河川跡である。湧水が非常に多量であり,
調査中に壁が崩落し埋没してしまったために堆積状況については詳細な記録を残すことができな

かった。東に向かい「ハ」の字状に広がり,調査区外へ伸びる。隣接して行われた香川県教育委

員会による工事立会でも対応する位置で河川跡が検出されており (Fig.4),連続するものと考

えられる。遺物は 1点 も出土せず,所属時期は不明であるが,先述の県教委の検出した河川から

は弥生時代後期初頭以前の遺物が検出されており,当河川の時期もそれに対応する可能性が高い。

(5)ピ ット(Fig.8)
S P ll  Alよ り南へ 50mの地点で検出した平面円形のピットである。第 2遺構面を掘り込

んで形成され,直径は02mを測る。埋土は黒褐色シルトで,土器片を 1点検出した。土器は土

師質の小片で,磨耗が著しく詳細は不明である。
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第Ⅱ章 調査の成果

1南へ65na(6)噴礫 (Fig。 26)

Alよ り南へ 66mの 地点で,第 2遺構面

上に多数の円礫を含む層 (7層 )が面的

に広がる地点を確認 した。円礫は径 5～

10cm程度と比較的粒径が大きく,角 のと

れた川原石である。東壁断面図 (Fig.26・

PL.9-3)を見ると,7層が 3～ 6層 を切つ

て,垂直方向に堆積する様相が確認できる。

また, 7層 中の礫の長辺が,水平方向でな

く垂直方向に向いていることが確認でき

た。自然に礫がこのように堆積することは

考え難く,地震の液状化現象に伴う噴礫で

ある可能性が想定された。また,図化でき

ていないが付近で断割り調査を行ったとこ

ろ,第 2遺構面下で同程度の粒径の礫を主

体とする礫層が検出され,こ の層が円礫の

供給源であると考えられた。以上の状況か

ら,香川大学工学部准教授山中稔氏に現地

でのサンプリング及び分析を依頼した。分

析の詳細は第Ⅳ章第 3節に詳しいが,結果

をみると,弥生時代以降の内陸直下型地震

による液状化で生じた噴脈・噴礫の痕跡で

あると推察された。高松平野では他にも松

林遺跡,凹原遺跡,一角遺跡,西ハゼ土居

遺跡などで同様の痕跡が検出されている。

(7)/1ヽ糸吉

IEコ=噴礫

榊 土
ヤ

旧耕作土

‐４０ｍ
一
ば

0         1m

,m      l南 へ67m

|

0          2m

140m

膚罵lm

▽
75YR3/2黒褐 シルト～極細砂
25Y4/2 暗灰黄 シルト～極細砂
75Y4/1 灰色 シルトに25Y6/6明 黄褐を斑上に10%含む
25Y5/1 黄灰 シルトに25Y6/6明 責褐を斑上に20%含む
10Y4/1 灰色 シルト～極細砂 TP‐ 13,300よ り上では径10cm程 度の礫を20%
下では径2～ 5cm程度の礫を80%程度含む 長径が垂直方向に向く礫あり 噴礫
10YR3/1黒 褐 シルト
75YR6/1褐灰 シルト～細砂

Fig.26A調査区噴礫およびS K14・ SD4平・断面図
(縮尺 :平面 1/80,断面 1/40)

住居跡などは検出できなかったが,土坑や溝 。井戸などを検出した。遺物の出土した遺構が少

なく,時期別の変遷は不明瞭だが,SE2か ら弥生時代後期前葉の遺物が検出された。西に隣接
して香川県教育委員会が行った工事立会では弥生時代後期初頭に属する竪穴住居の可能性がある

遺構が検出されており (Fig,4),本調査区周辺が弥生時代後期前葉に集落域として利用されたこ

とが推定できる。また,調査区の北端付近では遺構の密度が低 く,集落域の北端を反映する可能

性がある。検出した溝は南西―北東方向にのびるものが多い。後述するがB調査区, C調査区で

は同方向にのびる自然河川跡を検出しており,付近の自然河川に沿った遣構の配置であると言え

る。また, 自然化学分析によりSE2周辺に水湿地の存在が推定されており,集落の中でも低湿
地と,その周辺にあたる地区であると考えられる。

34



第4節 B調査区

第 4節 B調査区 (Fig27)
B調査区は幅 45m,長 さ58mで南北方向に設定した調査区である。調査区北端の現地表面
は標高 15.Om,南端では 15.lmを測る。地表面下 0.3～ 0.5mは花筒土に覆われ,その下に旧耕

作土および床土を挟んで黒色系シルトからなる第 1遺構面, さらに黄灰色系シルトからなる第 2

遺構面を検出した。調査区の北東部から南西端にわたって,調査区を斜めに縦断する範囲では花

筒上が特に厚 く認められた。断ち割り調査の結果,花筒上下で遺構面が削平されていることが明

らかとなった。このため,花商土を伴う著しい撹乱が及ぶ範囲を避け,遺構面の残存状況のよい

範囲で遺構検出を行った。

1南
へ150m

0                        6m

|

Fig。27B調査区平面図 (縮尺 1/150)

(1)溝

SD2(Fig.27) Alよ り南へ 160mの地点で検出した溝である。西半部は撹乱を受けてお
り,規模などは不明である。残存した部分では東西方向に直線的に伸び,最大幅で■2m,深さ0.1

mを測る。埋土は黒色の砂混シルトである。第2遺構面を掘り込んで形成されているが,遺物が

出土しておらず,詳細な時期は不明である。

1南へ160m

1南へ170m
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第Ⅱ章 調査の成果

1留斎払5m 1南
¬ ∞ m

丁

／

■
２

Ｔ 学
２
Ｔ

‐４５ｍ
一
〆

0                    2m
75YR2泡 黒褐 極細砂～細砂 須恵器片 土師器片を多く含む
10YR3/2黒 褐 シルト～極細砂 土師器片を含む

Fig.28B調査区SD4平・断面図および遺物出上位置図 (縮尺 1/40)

SD4(Fig.28) Alよ り南へ 125～ 135mの地点で検出した溝である。西端付近でやや屈曲
を変えるが,南西から北東方向に直線的にのび,両端が調査区外へ続く。幅は最大で0.6m,深 さ

は0.4mを測る。第 2遺構面を基盤とし,黒掲色のシルト～極細粒砂が堆積する。

167は須恵器のイ身である。口径 10.6cm,器高 5.Ocmを 測る。口縁部がやや内傾しながら立ち

上がり,口縁端部には明瞭な段を有する。比較的底部は平坦で,ケズリが底部から体部下半の 1/2

程度の範囲に及ぶ。これらの特徴から陶邑編年の TK23～ TK47型式期に相当すると考えられる。

168は土師器甕の口縁部である。肩部からくの字に屈曲し,直線的に外向する。口径は19.6cmを 測り,

入念なヨコナデ調整が見られる。169イよ大型の上師器奏の口縁部である。口縁端部に平坦面をもつ。

口縁端部から3cmほ どは直線的にやや外向きに開き,強 く屈曲する。屈曲部以下はゆるやかに内

反し,顎部へ続く。170～ 175は土師器の高郭である。郭部は緩やかに内反する椀形を呈する。口

径は 170で 12.9cm,171で 144cm,174で 13.Ocm,175で 14.Ocmを 測り,杯部の深さは 170で 3.9cm,

171。 174・ 175で 4,Ocmを測る。磨耗が激しく,調整は全体に不明瞭である。172～ 174に 見られ

るように粘土紐の痕跡が明瞭に観察できる個体が目立つ。175の断面を見ると杯部と脚部の接合痕

が観察できる。176は土師器の直口壼である。肩部から直線的に外向する口縁部と,横長楕円形を

呈する体部を有する。内外面ともにナデで整形されている。口径 9.4cm,器高 13.4cmを測る。

出土土師器の大半は高杯である。ここでは片桐孝浩の論考を参考に編年的位置づけを行う (片

桐 2002)。 本遺構出土高杯は杯部の形状から,椀形高郭で杯部に稜の無い,片桐分類B2類にあ

たる。また,組成がB2類のみで占められ,口径が 12.9～ 14 0cmと やや小型で,郭部深が 39
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第 4節  B調査区

～ 4.Ocmと 浅いことから,片桐編年 V期 ないしⅥ期に比定できる。これは陶邑編年の TK23型式

期に相当するとされるため,共伴する 167の型式とも融締がない。従って,本遺構の所属時期は

陶邑編年の TK23型式期に相当すると考えられる。

(参考文献〉

片桐孝浩 2002「須恵器出現前後の土師器について」『樋端遺跡J 四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘

調査報告第43冊 香川県教育委員会ほか

0                        20cm

1滝
1南
へ170m

学 0        3m

―|       |       |

1 10YR2/2黒褐 粘土～シルト
2 10YR3/1黒褐 シルト～極細砂に10YR7/6明責褐を10%合む
3 10YR71褐灰 粘土～シルト
4 孔OYR3/3暗褐 極細砂～細砂
5 10YR3/1黒褐 極細砂～細砂に75YR7/6橙を10%含む
6 25Y6/3 にぶい責 シルト～極細砂に25Y7/6明 褐と3/1黒褐を班状に30%ずつ含む
7 25Y4/1 黄灰 細砂～中粒砂に10Y暫/6明黄褐を斑状に10%含む

Fig,30B調査区SRl平・断面図 (縮尺 :上段 1/150,下段 1/40)

Fig。29B調査区SD4出土遺物 (縮尺 1/4)

1士甘斎祐5m

(2)自 然1可ナ||

SRl(Fig.30)  Alよ
り南へ 162～ 177mの地点で

検出した自然河川である。東

半は調査区外に続き,西半は

現代の撹乱によって削平され

る。本来は南西―北東方向に

のびていたものと考えられ

る。第 2遺構面を基盤とし,

黒褐～褐灰色のシルト層が互

層をなし堆積する。出土遺物

は認められず,所属時期は不

明である。

37



第Ⅱ章 調査の成果

(3)ピ ット

SPl(Fig。 27)Aヽ 1よ り南へ 126mの地点で検出した平面円形のピットである。第 2遺構面

を基盤に掘削され,長径は 0.2mを測る。埋土は黒褐色シルトで炭化物を少量含む。埋土中より

上師質の土器片を3点検出したが,いずれも磨耗が著しく,詳細は不明である。

SP3(Fig。 27)Alよ り南へ 132mの地点で検出した平面円形のピットである。直径は 0.25
mを測 り,第 2遺構面を基盤とし,底付近で径 10cm程度の礫を複数検出した。遺物は土師質の

上器の小片が 1点出上しているが,磨耗が著しく詳細は不明である。

(4)/1ヽ糸吉

B調査区でも住居跡や掘立柱建物跡などの居住の痕跡は認められなかったが,北半において古

墳時代中期 (陶 邑編年 T K 23型式期)の溝 SD4を検出した。また南半ではSRlが 見られる。
SRlの所属時期は不明だが,こ れらはA調査区で検出された自然河川跡や溝と同様,南西―北
東方向にのびている。古墳時代中期には, 自然地形に沿って溝が掘削され,機能していたものと

考えられる。

第 5節 C調査区 (Fig。 31)
C調査区は幅 4m,長 さ88mで南北方向に設定した調査区である。現地表面は調査区北端で
標高 15.9m,南端で 16.9mを 測る。基本層序は厚い花筒上の下に旧耕作土及び部分的に床上が

認められ,その下に灰白色系シルトからなる層が堆積する。この層を基盤とする遺構が極少数だ

が認められたため,遺構面として理解 した。ただし遺物は出土しておらず,時期は不明である。

この下に黒褐色系シルトからなる第 1遺構面が認められ,さ らに下には責灰色系シルトからなる

第 2遺構面が見られる点は他の調査区とも共通する。

現地では,Blか ら南へ 24～ 34mの地点で,調査区東側に隣接 して出水および水路が確認で
きる。水路はコンクリートで舗装され現在も水を湛えている。水路の舗装が調査予定区間内に及

んだため,部分的に調査区を縮小して調査を行った。その結果,水路に隣接する区間は特に花筒

上の堆積が厚 く,地表面から2m近 くも花商上に覆われていることが判明した。一部断ち割り調
査を行ったところ,花筒上下では遺構面が削平されていることが分かったため,水路に隣接する

部分を境に調査区を二つに分割することとした。また,花筒土で覆われた撹乱は調査区北半の大

部分にも及んでおり,遺構面の削平が確認された。そのため, この範囲ではわずかに残った遺構

面を検出し,遺構の確認を行ったが,遺構を確認することはできなかった。以下では調査区南半

で検出した遺構について記述を行う。

(1)土坑

SK2(Fig。37)Blか ら南へ 76mの地点で, SRIAの底から検出した平面隅丸正方形の土
坑である。一辺 0.9mを測り,深さは 0。lmと 浅い。第 2遺構面を基盤層としており,埋土には

黒褐色シルトが堆積していた。遺物は出土していないが,切 り合い関係からSRIAに 先行する
ことが明らかなため,弥生時代後期後半以前の遺構であると考えられる。
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1留太統m
S K3 (Fig。32) Blよ り

南へ 64mの 地点で検出した

平面長方形の上坑である。長

辺 1.3m,深 さ0.2mを測る。

埋土は灰白色シル トである。

遺物は埋土中より須恵器及び

唐津焼と考えられる土器の小

片が出土した。第 1遺構面を

掘 り込んで形成されており,

出土遺物から所属時期は近世

の可能性が高い。

(2)溝

S D l (Fig。31)  B lか ら

南へ 45～ 49mの地点で検出

した溝である。南西―北東方

向へのび,両端は調査区外へ

続 く。最大幅は 0,8m,深 さ

は 0.4mを 測る。灰責色細粒

砂層から土器片が数点出土し

たが,磨耗が激しく詳細は不

明である。

SD2 (Fig。33) Blよ り
南へ 40mの 地点で検出した

溝である。南北方向にのび,

北端は撹乱を受ける。幅は

0.75m,深 さは0,35mを 測る。

第 1遺構面を基盤とし,埋土

は下層から順に黄灰色砂混

シルト,掲灰色シルトが堆積

していた。遺物は埋土中より

須恵器片が一点出土している

が, 磨耗が激しく, 詳糸田は不

明である。遺物から遺構の所

属時期は古墳時代中期以降と

考えられる。

1南
へ66m

第Ⅲ章 調査の成果

マ

ヽ
ぬ
漸
ヽ師料

|

1 5Y6/1
2 10YR7/1
3 10YR71
425Y5/1

a            〆

o                                 2m

灰 Fe沈 着
灰自 シルト～極細砂 黒褐色土を塊状に含む
灰白 シルト～極細砂 黒褐色土を塊状に含む 拳大の河原石を含む
黄灰 シルト～極細砂 粘土～ンルト

Fig32 C調査区SK3・ SD6・ SPl平・断面図 (縮尺 1/40)

150m

T     T

75YR6/1 褐灰 シルト～極細砂            5 25Y6/1 責灰 シルト～細砂
25Y4/1 黄灰 砂混リシルト              6 10YR3/1 黒褐 シルト
10YR6/2 灰責褐 シルトに6層 をブロック状に含む   7 10YR6/2 灰黄褐 シルト～細砂
10YR6/1 褐灰 シルト～極細砂 Fe沈着

Fig.33 C調 査区SKl・ SD2～ 4平・断面図 (縮尺 1/40)
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第 5節  C調査区

SD7お よび足跡 (Fig.34)SD7は Bl
から南へ 52～ 59mの範囲で検出した溝跡

である。南西―北東方向に直線的に伸び,

両端が調査区外へ続く。検出範囲での最大

幅は■2m,深 さは 0。 15mを測る。埋土は
黒褐色シルトで,第 2遺構面を掘り込んで

形成されている。遺物は土器片を検出して

いる。177は器種不明土器の口縁部である。

小片であり,時期は不明である。

また,SD7を 挟んで南北 13mほ どの範
囲で足跡の密集を検出した。第 2遺構面を

基盤とし,黒褐色シルトが堆積 している。

足跡同士が重複し,一つ一つが不明瞭になっ

ていたが,比較的残存状況のよい部分では

足の大きさや方向などを観察することがで

きた。足跡は大きいもので長辺約 30cm,幅

約 12cm,小さいものでは長辺約 20cln,幅

7～ 8cmを 測る。泥中にめり込んだ足の

痕跡であるので,本来の足の大きさは遺構

の大きさよりも一回り小さかったものと考

えられる。この想定が妥当であれば,こ こ

で検出した足跡のうち,大きなものは大人,

小さなものは子供の足跡である可能性が考

えられる。また,足跡はSD7の底から検
出したものも含めて,ほぼ全ての長辺が S

D7に平行する。SD7が機能していた時
期に,溝に平行して当時の人々が移動した

ことが推測される。足跡より遺物は出土し

なかったが,同 じ基盤層と埋上であるため,

SD7と 同時期であると考えられる。

SD8(Fig,37)Blよ り南へ 75mの 地
点で後述するSRIBの 底から検出した溝
である。南西一北東方向に伸び,南西端は

調査区外へ続く。検出した範囲での最大幅

は 0.45mを測る。埋土は黒褐色極細粒砂～

細粒砂であり,第 2遺構面を掘り込んで形

0                  1m

5Y7/4 長量
の
サ″て
口
詭Ъ塞罪壊魅遺構面

Π&34耐庶,戦現河訂廟図
i             フ́'  177

0          10cm

SD7出土遺物 (縮尺 1/4)

Blより
南へ50m

南へ55m

ダ
ρ公
診

乃
ゐ
翌
∪
　
も
で

那
鍮

75YR4/1
75YR2/1

掲灰 シルト～/11f細砂
黒 粘土～シルト
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第Ⅱ章 調査の成果

成される。SRlBの 埋没とともにSRIAの 下層に埋もれたものと考えられる。遺物は出土し
ていないが,上記の堆積状況よりSRlAの 堆積に先行する時期が想定できる。
SD5(Fig.37)Blよ り南へ 76mの地点で,後述するSRlAの 底より検出した溝である。
南西―北東方向に直線的に伸び,長さ2.Om,幅 0.2m,深 さ0.12mを 測る。第 2遺構面を基盤

に形成され,埋土は灰色の細粒砂である。 SRlBと 同時期に機能し,第 1遺構面の堆積によ
り埋没したものと考えられる。遺物は出土していないが,遺構の切 りあいから時期は弥生時代

後期後半以前であると考えられる。

SD6(Fig.32)Blよ り南へ 65mの地点で検出した溝である。
西から東へ向かって直線的にのび,中央で傾斜を変え,北東方向
へと続く。両端が調査区外へ続 くために全長は不明である。幅は

最大で 0.8m,深 さは 0.15mを 測る。埋土は灰責褐色の細粒砂で

あり,埋土中よリタタキロを持つ弥生土器片とサヌカイトの剥片

を検出した。

178は 弥生土器片である。甕の体部であろう。外面には明瞭な  ng36 SD6出
土土器鯨尺1/4)

タタキの痕跡が認められる。肉眼観察による限り,胎土中には多量の角閃石が含まれており,

在地産の上器と推定できる。所属時期は弥生時代後期である可能性が考えられる。

(3)自然1可サ||

SRl(Fig。37)Blよ り南へ 69～ 84mの地点で自然河川跡を検出した。調査時は堆積状況
から単一の自然河川であると考えていたが,最下層の 17・ 18層 を除去中,遺構の中央西寄りで

基盤層が島状に高くなる地点を確認した。この島状の高まりとその周辺から先述のSK2, S
D5・ 8な どを検出したため,17・ 18層 の堆積段階では島状の高まり付近が隆地として機能し

ていたことが推測される。従ってSRlは 当初二股に分岐して流れており,その後の堆積作用
により幅広の河川に集約されたものと考えられる。重複 し,連続する河川であるが,以下では

前者をSRlB,後 者をSRlAと して報告する。なお,Blよ り南へ 79mの地点から,同様
に南へ 86mの地点までの範囲が,後世の井戸の掘削及び井戸の廃絶に伴う現代の撹乱を受けて

いた。この地点で断ち割り調査を行ったところ,井戸より多量の水が沸き出で,調査の続行が

困難となったため,遺構を平面的に精査することができなかった。従って本書で報告するSR
lAの範囲は調査後に断面図より判断し,復元したものである。

SRIAは 概ね南西一北東方向にのび,幅は最大で 13mを 測る。 SRIBの 堆積後に重複 し
て機能した自然河川であるが, SRlBに 比べて幅が広 くなり,堆積時に先述の島状の高まり
及びSK2,SD5・ 8な どが埋没していることから, SRlBの 埋没とSRlAの 堆積開始
時の間で流量の増加が生じていたものと考えられる。

SRlBは SRlAの 下層で検出した河川跡である。Blよ り南へ 70mの地点から,同様に
南へ 77mの地点までの範囲で確認した。調査区東側から西側へ向かって三股に分岐し,それぞ

れが南西―北東方向に直線的に伸び,両端は調査区外へ続 く。埋上を見ると,第 2遺構面であ

‖ 《こ[己〕178
0       1 10Cm
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第Ⅲ章 調査の成果
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Fig.38 C調査区SRl上層出土遺物 (縮尺 1/4)

るにぶい黄褐色シルト層を基盤とし,オ リーブ褐色礫混極細粒砂～細粒砂,黒褐色シル トが互層

となり川底に堆積していた。川底からは長辺が 10cmを超える比較的大きな土器片や木材片を礫

に混じって多数検出した。

遺物であるが,調査当初二つの河川の存在を認識して遺物を取り上げることが出来なかったた

め, SRl貪 とSRIBの 遺物を明確に区分して報告することができない。ここでは調査時にS
Rl上層, SRl下層,層位不明としてとりあげた記録に従い,遺物の報告を行いたい。層位と

遺構とが明確な対応関係にないが,概ねSRl上 層出土遺物は 7・ 9～ 14層 ,SRl下 層出土

遺物は 17'18層 に対応する可能性が高いものと考えられる。

SRl上 層出土遺物 (Fig.38)179は須恵器の不である。口径 13.8cm,器高 3.2cmを 測る。回

転ナデで調整され,底部切 り離し技法はヘラオコシである。180は 弥生土器甕の口縁部である。

181は弥生土器甕の底部である。182は高郭の口縁部である。大型で長い口縁部がゆるやかに外

反する。183は高杯の郭底部であると考えられる。底面の 2条の線刻は脚部との接合部を示すも

のであろう。184・ 185は高郭の脚部である。186は土師器甕である。口顎部がくの字に屈曲し,

短い口縁部が直線的に伸びる。体部は球形に近い形状を呈す。

SRl下 層出土遺物 (Fig.39'40)187～ 193は 弥生土器広口壺である。188。 189。 191～ 193
は口縁端部に 1～ 2条の凹線をめぐらせる。190は形状から甕の口縁部の可能性も考えられる。

193は端部が肥厚して上下方に突出し,広い端面を作 り出す。194～ 196は弥生土器長顎壼である。

194は肩部に明瞭な段を有するが,195に は認められない。196は頸部外面に弱い凹線が 1条め

ぐる。197～ 205は弥生土器甕である。197は器厚が厚 く,太 く直立する顎部に短い口縁部がつ

く。198～ 202は薄く直線的な口縁部が強く外向する。口縁端部の肥厚はほとんど認められない。

206～ 215は底部である。210・ 211・ 213は器壁が厚 く,丸底に近い形状を呈す。216～ 222は

弥生土器高杯である。216～ 219は口縁端部があまり肥厚せず,端面にナデによる明瞭な段を有

する。218。 219は内面に水平ヘラミガキが及ぶ。220は不部である。内タト面ともに分割ヘラミガ

キが施される。221は脚部である。必部を接合した際の粘上の補充痕が観察できる。222は脚端

部である。端部には痕跡的な凹線がみられる。
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222

0                           20cm

下層出土遺物② (縮尺1/4)

出土層位不明遺物 (縮尺 1/4)
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第 5節 C調査区

層位不明遺物 (Fig。41) 2231よ 須恵器である。椀の口縁部の可能性が考えられる。224・ 225

は弥生土器奏の口縁部である。225は 口頚部がくの字に開く。226は底部である。228は弥生土

器高郭である。大型で口縁部が強く外反する。229は弥生土器壼の口縁部と考えられる。230・

231は 高杯の脚部である。ゆるやかに外反し内面にはヘラケズリが見られる。232は壺・甕の体

部である。外面にタタキ痕が認められる。233は弥生土器高イの口縁部である。234は鉢の口縁

部であると考えられる。235。 236は器種不明である。土師質に焼成されている。237は弥生土器

鉢である。口縁部が直立し,明瞭な端面を作 り出されている。238は弥生土器広口壼である。顎

部が直立し,口縁部が平行に強く屈曲する。体部は胴の張つた形状で,内面下半までヘラケズリ

が及ぶ。

出土土器の型式から, SRl下層の堆積は弥生時代後期後半に始まり,その中で終わるものと

考えられる。 SRl上層は 223か ら上限が古代に下る可能性が考えられるが, 1点のみの出土で

あるため,混入の可能性が高い。中心となる時期は弥生時代後期後半である。SRl△ および 1

Bが極めて短期間に埋没したことが伺われる。

(4)ピ ット

SPl(Fig,32) Blよ り南へ 66mの地点で検出した平面円形のピットである。直径は0.2m,

深さは0.2mを測る。埋土は灰白色シルトからなり,径 10cm程度の礫を多量に含む。遺物は出

上しておらず,詳細な時期は不明である。

(5)/1ヽ糸吉

本調査区でも住居跡や水田跡など,居住の痕跡を確認することはできなかったが,溝や土坑に

加え幅の広い自然河川跡を検出した。遺物の出上した遺構が限られるため,詳細な時期比定は困

難であるが, 自然河川跡及び溝は他の調査区と同様,おおむね南西一北東方向にのびており, 自

然河川に沿つた地形利用が伺える。特にSD7では溝に沿つて多数の足跡を検出した。これは直

接的に当時の人々の生体的行動を示すものであり, 自然地形に合わせた土地利用と人々の活動を

伺うことができる。また, SRl出土土器より,弥生時代後期後半には本調査区周辺に土器の供

給源となる集落域が営まれていたことが推測できる。それ以降の遺構・遺物がほとんど検出され

ていないため,SRlの 埋没と共に本調査区周辺は居住域として利用されなくなった可能性が考
えられる。

ワ
ｒ
刀
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第Ⅳ章 自然化学分析

第Ⅳ章 自然科学分析

第 1節  高松市太田下・須川遺跡出土土器に付着した赤色顔料の蛍光X線分析
徳島県立博物館 魚島純一

香川県高松市所在の太田下・須川遺跡から出土した上器に付着した赤色顔料の同定を目的とし

た蛍光X線分析を行ったのでその結果を報告する。

1.試料

太田下・須川遺跡出土 土器片      17点

分析 した土器片 17点は,いずれも,内面,外面,あ るいは内外面に赤色顔料の付着が確認で

きるもの,ま たは赤色顔料が付着していると思われるものである。器種は,高郭,器台,壷,甕 ,

鉢,把手付広片口皿などさまざまである。

2.方法

蛍光X線分析装置を使って非破壊定性分析を行い,試料に含まれる元素の種類を調べ,用いら

れた赤色顔料を推測することとした。

分析 には徳島県立博物館に設置されたテクノス製エネルギー分散型蛍光 X線分析装置

TREX630Lを 用いた。

測定の条件はつぎのとおり。

X線 管 : Mo X線管電圧  :  50kV
X線管電流

分 析 範 囲

沢1定雰囲気

0.2m A      検 出 器  :  Si(Li)
直径 2mm      測 定 時 間 :  100秒
大気

3.結果と考察

遺物番号 31,45,100,119,154,155,239,240お よび 243か らはHg(水銀)が検出された。

これらの上器片に付着した赤色顔料は辰砂 (水銀朱,HgS)であると考えられる。いずれも,内

面に赤色顔料の付着があるもので,肉眼でもはっきりとその存在が確認できる状態である。遺物

番号 31お よび 243の分析結果を Fig.42。 43に示す。遺物番号 45,100,119,154,155,239お

よび 240も ほぼ同様の結果を示した。

一方,そ の他の試料においては,Hg(水銀)が検出されなかった。付着した赤色顔料は辰砂
以外の赤色顔料,おそらく鉄 (Fe)を 主成分とするベンガラであると考えられる。遺物番号 139

の分析結果を Fig。44に示す。遺物番号 139以外の 10,90,121,132,135,142も 同様の結果を

示した。
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第 1節 高松市太田下・須川遺跡出土土器に付着した赤色顔料の蛍光X線分析
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Fig。44 蛍光X線分析結果の一例 (遺物番号 139)
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第Ⅳ章 自然化学分析

第 2節 太田下・須川遺跡における植物珪酸体 (プラントオパィル)分析及び微細物分析
パリノ・サーヴェイ株式会社

馬場健司・松元美由紀

はじめに

今回の分析調査では, C調査区における土地利用状況に関する情報を得ることを目的として ,

調査区の堆積断面より採取された堆積物について,植物珪酸体分析を実施する。また ,A調査区

の弥生時代後期前葉の井戸 SE2か ら出上した完形土器内の内容物に関する情報を得ることを
目的として,土器内堆積物について水洗選別法による微細物分析を実施する。以下に調査目的

別に結果について報告する。

標高(m)層 名 時代など

l C調査区の植物珪酸体分析
1-1,試 料
調査地点が位置するC調査区 (Fig31)

の堆積層の累重状況を模式柱状図として

Fig。45に示す。調査地点の堆積層は,発

掘調査時の所見によると, 5層 より下位

堆積物が弥生時代後期～古墳時代中期の

遺構検出面とされる。

植物珪酸体用試料は, 3層 。4層・5層・

6層から採取された4点である。3層 (試

料 1)イよ砂質ンル トからなり,近 。現代

の床土と考えられる。 4層 (試料 2)は

褐灰色シル トからなり,古墳時代中期以

降の堆積土とされる。 5層 (試料 3)は

日耕作土

凡例

□冽粘虫D
匠コ極細～細粒砂

匠ヨ中～極粗粒砂

□鰈

□概

□鰈

匿□庸植質堆積物

□tP//7瓢

□働糠
● 分析層準

Fig45 調査地点の堆積層の類重状況

黒褐色を呈する腐植質シル トからなる。 5層からは弥生時代後期～古墳時代中期の遺構が多数

検出されている。 5層の直上には場所によって氾濫堆積物と判断される細粒砂～極細粒砂を挟

在する。 6層 (試料 4)は側方級化するシルト～極細砂からなる。

1-2.方 法
分析試料の乾燥重量を秤量後,過酸化水素水・塩酸処理,沈定法,重液分離法 (ポ リタングス

テン酸ナ トリウム,比重 2.5)の順に物理・化学処理を行い,植物珪酸体を分離・濃集する。こ

れをカバーガラス上に滴下・乾燥させる。乾燥後,プ リュウラックスで封入してプレパラー ト

を作製する。400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し,その間に出現するイネ科葉部 (葉身と葉鞘 )

の葉部短細胞に由来した植物珪酸体 (以下,短細胞珪酸体と呼ぶ )お よび葉身機動細胞に由来し
た植物珪酸体 (以下,機動細胞珪酸体と呼ぶ )を ,近藤 (2004)の分類に基づいて同定・計数する。

古墳時代中期以降の堆校七

弥生時代後期～古墳時代

中期の遺構検出面

50



第 2節 太田下・須川遺跡における植物珪酸條 (プラントオパール)分析及び微細物分析

分析の際には,分析試料の乾燥重量,プ レパラート作成に用いた分析残澄量,検鏡に用いたプレ
パラー トの数や検鏡 した面積を正確に計量し,堆積物 lgあたりの植物珪酸体含量 (同定した数

を堆積物 lgあたりの個数に換算 )を求める。

結果は,植物珪酸体含量の一覧表で示す。その際,100個 /g以下は「<100」 で表示する。各

分類群の含量は 10の位で丸め (100単位にする )る 。また,各分類群の植物珪酸体含量とその層

位的変化から古植生や栽培植物について検討するために,植物珪酸体含量を図示する。

1-3.結 果
結果を Tab,4,Fig.46に示す。各試料からは植物珪酸体が産出するものの,全般に保存状態が

悪く,表面に多数の小孔 (溶食痕 )が認められる。

植物珪酸体含量は,層位的に変化し,最下位の 6層 (試料 4)で 88,500個 /gの含量を示し,
5層 (試料 3)で増加し,101,200個 /gを示すようになる。 4層 (試料 2)になると,62,400個
/gに減少し, 3層ではさらに減少し,48,200個 /gに なる。

産出種類の構成は,全層準を通じて,ネザサ節を含むタケ亜科, ヨン属,コ ブナグサ属やスス

Tab。4植物珪酸体含量
地区。試料番号

C調査区種

イネ科葉部短細胞珪酸体

イネ族イネ属

タケ亜科ネザサ節

タケ亜科

ヨシ属

ウシクサ族コブナグサ属

ウシクサ族ススキ属

イチゴツナギ亜科

不明キビ型

不明ヒゲシバ型

不明ダンチク型

1,600        -

5,700      10,700

34,300     35,500

2,400       600

-         100

500        600

400        100

5,800      2,100

5,700      2,200

3,100      2,600

2,300

4,500

14,000

1,200

200

200

200

2,400

800

1,600

2,000

5,600

19,700

2,300

100

500

700

3,200

3,800

3,500

イネ科葉身機動細胞珪酸体

イネ族イネ属

タケ亜科ネザサ節

タケ亜科

ヨシ属

ウシクサ族

不明

2,000        -

16,200     10,200

12,400     17,000

2,400       300

1,500       600

7,300      6,000

1,200

7,000

6,800

700

400

4,900

2,300

7,500

5,000

800

200

5,100

合 計
イネ科葉部短細胞珪酸体

イネ科葉身機動細胞珪酸体

総 計

27,400     41,400     59,500     54,400

20,900     21,000     41,800     34,100

48,200     62,400     101,200     88,500

数値は含量密度 (個 /g)を示す。含量は、10の位で丸めている(100単位にする)
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キ属を含むウンクサ族,イ テゴツナギ亜科が産出し, 5層 (試料 3)よ り上位で栽培植物のイネ

属が連続して産出するようになる。

各種類の層位的変化は, 6層 (試料 4)ではネザサ節を含むタケ亜科が多産し,その他の種類
は僅かに産出する程度である。

5層 (試料 3)に なると,依然としてネザサ節を含むタケ亜科が多産するものの,栽培種のイ

ネ属が産出するようになり,大型の抽水植物であるヨシ属の珪酸体が増加するなどの変化が認め

られる。本層準における栽培種のイネ属の含量密度は,短細胞珪酸体 1,600個 /g,機動細胞珪酸

体 2,000個 /gである。

4層では,ネザサ節を含むタケ亜科が減少し, 5層 で増加したヨシ属も減少するが,栽培種の

イネ属は漸増する。イネ属の含量密度は,短細胞珪酸体 2,000個 /g,機動細胞珪酸体 2,300個 /g

を示すようになる。

3層 (試料 1)では,ネザサ節を含むタケ亜科が減少する。栽培種のイネ属は短細胞珪酸体が 2,300

個 /g,機動細胞珪酸体が 1,200個 /gと なる。

1-4 植物珪酸体の産状について
弥生時代後期以前に形成された 6層は,狽1方級化する細粒砂～シルトからなる層相から,河川

の氾濫堆積物と推定される。本層準からはネザサ節を含むタケ亜科が高密度で産出したが,こ れ

らは河川の氾濫堆積物とともに運搬堆積したものと判断される。したがって,本層準の植物珪酸

体組成は,調査地点の後背の広い範囲の植生を反映しているものと判断される。ネザサ節などの

タケ亜科の仲間は, 自然堤防や明るい二次林の林床などの開けて乾いた場所に生育する種類が多

い。また,ネザサ節は温暖な地域に多いため,寒冷な地域に多いクマザサ属とともに,気候の指

標となっている(杉山 ,1999等 )。 当時の調査地点の後背地にはネザサ節などが生育する領域が存

在したことが窺える。なお,タ ケ亜科の植物珪酸体は,他のイネ科植物の珪酸体に比較して風化

に強く,ま た生産量も多いことから(杉山・藤原 ,1986な ど),実際には植物珪酸体群集で印象づ

けられるほどタケ亜科は多く分布していなかったと考えられる。

弥生時代後期～古墳時代中期の遣構が検出されている5層は,黒褐色を呈する,擾乱された腐

植質シルトからなり,調査地点の堆積環境が大きく変化し,土壌発達する時期を挟在する後背湿

地のような堆積環境へ変化したことが推定される。 5層の植物珪酸体の産状をみると,含量密度

が 6層 より増加している。この変化は,堆積環境の静穏化に伴い,堆積物中への植物珪酸体の蓄

積量が増加したことを示している。各種類では,依然としてネザサ節を含むタケ亜科が多産して

いる。これは調査地点近辺でネザサ節などのタケ亜科植物が分布を拡げたことを示 している可

能性もあるが,上記した 6層の産状を踏まえると,土壌の母材となっている氾濫堆積物に元々取

り込まれていたものに由来するものが多く含まれているものと判断される。これに対して,本層

準で増加する栽培種のイネ属や大型の抽水植物のヨシ属は,調査地点近辺で分布を広げた種類で

あった可能性が高い。

稲作が行われた水田跡の土壌では,イ ネ属の機動細胞珪酸体が 5,000個 /g程度検出されるこ

つ
０
貞
υ



第Ⅳ章 自然化学分析

とが多く,安定した水田稲作が行われたことを示す目安となっている(杉山 ,2000)。 また,現在
の耕作土の分析事例では,イ ネ属短細胞珪酸体が約 13.5万個 /g,機動細胞珪酸体が約 2.4万個

/gを示している (辻本ほか ,2003)。 今回の 5層の含量密度は, この目安となる含量より少ない

結果となっている。ただし,考古遺跡の植物珪酸体分析事例では,畦畔が検出されている遺構に

おいて,イ ネ属珪酸体がほとんど検出されなかった事例 (パ リノ・サーヴェイ ,2001・ 2002)や ,

水田による稲作が行われたと判断される層準を覆う自然堆積層や隣接する遺構埋土からイネ属珪

酸体が大量に検出された事例 (パ リノ・サーヴェイ,1996 辻ほか,2004)な ども存在する。また,

植物珪酸体は,pH値の高い場所や,乾湿を繰り返す場所で風化しやすく (江口 ,1994,1996),種
類によって溶解性に違いがあることも確認されている (近藤・佐瀬 ,1986)。 これらの事例から,

分析結果として得られるイネ属珪酸体の含量は,様々な要因が関係した結果を示していることに

なる。植物珪酸体などの微化石の多くは,生育場所から何らかの営力を受けて別の場所へ運搬さ

れ,遺跡を構成する堆積物や土壌中にマトリクスとして堆積したものであり,堆積後には,様々

な続成作用を受ける。そのため,微化石分析の解釈にあたっては, タフォノミーを考慮する必要
がある (辻 ,2000)。

今回の5層は,上記したように土壌発達する時期を挟在する後背湿地のような堆積環境であっ

たと推定されることから,乾湿の繰り返すような場所であったことが推定される。産出した植物

珪酸体の保存状態が悪かったのは,こ のような風化作用に起因するものと判断される。 5層のイ

ネ属の含量密度もこのような風化作用を受けた結果であり,初成の堆積構造が著しく擾乱されて
いる層相を踏まえると, 5層形成期には調査区ないしその近辺で稲作が行われた時期を挟在して

いることが推定される。

古墳時代中期以降に形成された4層は,層相から氾濫堆積物が流入する氾濫原の堆積環境で形

成された可能性が高く,堆積後に耕作土として利用されていることが発掘調査により確認されて
いる。このような堆積環境から,4層 中の植物珪酸体も風化作用の影響を受けていることが推定
される。本層準における含量密度の著しい減少は,こ の風化作用の影響による可能性もあるが,

その変化が急激であることから,調査区後背地域におけるイネ科植生の減少を反映している可能

性が高い。また,栽培植物のイネ属の含量密度は 2,300個 /gであったが,風化作用の影響や層
相を考慮すると,調査地点において稲作が行われていた可能性は充分考えられる。

近 ,現代に形成された3層は,人為的撹拌が及んだ床上の可能性がある堆積物である。本層準
では植物珪酸体含量は, さらに減少しており,周辺の環境変化が示唆される。また,栽培植物の

イネ属の産出と,本層が床土の可能性があることと調和的な結果といえる。

54



第2節 太田下・須川遺跡における植物珪酸体 (プラントオパール)分析及び微細物分析

2 井戸出土土器内堆積物の微細物分析
2-1 試料
微細物分析は,A調査区の井戸遺構 SE 2埋土から出土した土器内堆積物 5点について実施す
る。堆積物を採取した土器は,甕 3点 (遺物番号 82・ 91・ 93),壺 2点 (遺物呑号 61・ 64)であ

る。遺物の時期は,弥生時代後期前葉の比較的短期間の間に収まると考えられている。これらの

上器は,井戸遺構 SE 2埋土中の 2層 (Fig.13)よ り出上した多量の完形に近い状態の上器の一

部であり,意図的な焼成後穿孔が見られることや 2層最下位から装飾を持つ器台が出土している

ことから,水辺の祭祀に関連する遺構と考えられている。

2-2 方法
試料 200ccを水に浸 し,粒径 0.5mmの節を通して水洗する。舗内の残澄を粒径別にシヤーレ

に集めて双眼実体顕微鏡下で観察し,同定可能な種実や炭化材 (主に径 4mm以上 ),昆虫,土器

などを抽出する。

抽出した種実を双眼実体顕微鏡下で観察する。現生標本および石川 (1994),中 山ほか (2000)等

の図鑑との比較から種類と部位を同定し,個数を教えて表示する。分析後は,種類毎に瓶に入れ ,

70%エ タノール溶液で液浸し返却する。

2-3 糸吉果
各試料 200ccで 分析を行ったが,種実等の微細遺物の産出量が著しく少なかったため,試料

800ccを 追加 して分析を行った。その結果をTab.5に示す。産出した植物遺体は,草本 11分類

群 (オ モダカ科,イ ネ科,ホ タルイ属,カ ヤツリグサ科,カ ナムグラ ?,ギシギシ属,エ ノキグサ ,

チ ドメグサ属,タ カサブロウ,メ ナモミ属,キ ク科 )56個 ,不明 2個,計 58個の種実と,炭化

材 30個 (最大径 6mm),昆虫 13個 (最大径 3mm),土器片 18個 (最大径 6.4cm)が産出した。遺

物番号 61の壷からは,土器片が 1個体検出されただけで,種実や炭化材などの植物片は全 く確

認されなかった。このように調査を行った 5点の土器内堆積物から産出した種実遺体は車本から

なり,木本類は全 く確認されなかった。種実類の遺存状態は比較的良好であり,イ ネ科の胚乳と

ギシギシ属の果実は炭化していた。以下に,同定された種実の形態的特徴等を記す。

・オモダカ科 (Alismatacea0

種子が検出された。淡～黒褐色,長 さ■2～ 1.5mm,幅 lmm程度の倒 U字状に曲がった円柱

状で偏平。種皮は薄く膜状で柔らかい。表面には縦長の微細な網目模様が配列する。

・イネ科 (Gramineae)

胚乳が確認された。炭化しており黒色。長さ 1.2mm,径 06mm程度の楕円体で背面は九みが

あり腹面は平ら。基部正中線上に胚の凹みがある。表面はやや平滑。なお,分析中に破損した。

・ホタルイ属 (Sじゲψ%S)カ ヤツリグサ科

果実が検出された。黒褐色,長 さ2～ 2.3mm,径 ■8mm程度の片凸レンズ状広倒卵体。頂部

は尖 り,基部は切形で刺針状の花被片が伸びる個体がみられる。背面正中線上は鈍稜。果皮表
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面は光沢があり,不規則な波状横級状模様が発達する。

カヤツリグサ科 (Cyperaceao

果実が検出された。ホタルイ属以外の形態上差異のある複数種を一括 した。淡―黒褐色,レ ン

ズ状または三稜状倒卵体。径 0.5～ ■3mm程度。頂部の柱頭部分はやや伸び,基部は切形。果
皮表面は平滑―微細な網目模様がある。

カ ナ ム グ ラ 的 用 防どぁSブCPOttCあ SS'cb.et Zucc。 )? ク ワ 科 カ ラ ハ ナ ソ ウ 属

種子と思われる破片が検出された。灰褐色,完形ならば径4mm,厚 さlmm程度の側面観は円形 ,

上面観は両凸レンズ形で頂部はやや尖り,縦方向に一周する稜と基部に淡黄褐色,径 lmm程

度のハート形の膳点がある。種皮表面は粗面で断面は柵状。破片は径 3mm程度。

ギシギシ属 lR秘駒9リ タデ科
果実が検出された。炭化しており黒色。長さ2mm,径 1.5mm程度の三稜状広卵体。三稜は鋭
く明瞭で,両端は急に尖る。果皮表面はやや平滑。

エノキグサ lAcα助9ん。αttSιrCどうsL.)ト ウダイグサ科エノキグサ属

種子が検出された。黒褐色,長 さ1.5mm,径 1～ 1.2mm程度の倒卵体。基部はやや尖り,Y
宇状の稜がある。種皮は薄く硬く,表面には細粒状凹点が密布する。
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チ ドメグサ属 囮

"%じ

θダの セリ科
呆実が検出された。淡―灰褐色,径 0.8mm程度のやや偏平な半月形。一端には太い柄があり,

合生面は平坦。果皮は厚 く,やや弾力がある。表面には 1本の明瞭な円弧状の稜がある。

タ カ サ ブ ロ ウ ぼじ妙 勉 夕知助 勉 (L。)L.)キ ク科 タ カ サ ブ ロ ウ属

果実が検出された。灰 ―茶褐色,長 さ 2.5～ 2.7mm,径 1～ 1.5mm程度のやや偏平な三角状倒

狭卵体。両端は切形,呆皮は海綿状で,両面には瘤状突起が分布する。両縁に翼があり,水に

浮きやすい。

メナモミ属 (S塊ぃうι滅力)キク科
呆実の破片が検出された。灰黒褐色,完形ならば長さ2.8mm,径 1.5mm程度の狭三角状菱形

体で腹面方向へ湾曲する。頂部には円形の膳がある。果皮表面には浅い縦溝と微細な網目があ

る。網目の境壁は短く突出し,全体に微細な突起がある。破片は果皮表面の縦溝に沿って割れ

ており,長さ2mm,幅 0,8mm程度。

。キク科 (CompOSitae)

呆実の破片が検出された。タカサブロウ,メ ナモミ属以外の種を一括 した。淡灰褐色,長さ

3mm,径 05mm程度の線状長楕円体。頂部は切形で円形の膳がある。破片は頂部から伸びる

冠毛を欠損する。果皮表面には微細な網目模様が縦列する。

・不明種実 (UnknOWn)

遺物番号 93の B類甕から検出された 2個は,淡灰褐色,長さ 0。7mm,径 0.5mm程度の倒卵体。

基部は嘴状に尖る。背面は丸みを帯び,腹面の正中線は鈍稜をなす。表面は粗面。

2-4 土器内から産出した植物遺体について
弥生時代後期の井戸遺構 A調査区 SE 2埋土中から出土した 5点の上器内の堆積物は,植物遺

体などの微細物の産状に多少の差異があるものの,いずれの試料もIFAし て産出数が少なかった。

産出した種実遺体の遺存状態は,比較的良好であったことから,風化などの続成作用の影響によ

り分解消失している可能性は低 く,元々堆積物中に取 り込まれている量が少ないと判断される。

この原因として,堆積速度が速かったことが示唆される。発掘調査時の所見では,堆積状況から,

遺構の埋没が短期間であったことが推定されており,今回の結果は同調的な結果といえる。なお ,

産出量の差異については,土器内への堆積物充填に関わるタフォノミーの違いに起因している可

能性があるが詳細は不明である。

産出した種実の分類群構成をみると,オモダカ科,イ ネ科,ホ タルイ属,カ ヤツリグサ科,カ

ナムグラ ?,ギシギシ属,エノキグサ,チ ドメグサ属,タ カサブロウ,メ ナモミ属,キク科といっ

た草本類からなり,木本類は全く産出しなかった。このうち,オ モダカ科やホタルイ属は,抽水

植物 (根が水に固着し,植物体の一部が水面を突き抜けて空気中に出る植物 )～湿生植物の種を

含む分類群である。タカサブロウも湿生植物であり,田圃や畦,水路壁などに生育する,いわゆ

る水田雑草の一種である。カナムグラは一年生のツル植物であり,野原や路傍,河原などの荒地

ワ
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に生育している。エノキグサは一年生草本であり,乾燥する荒れ地から肥沃な場所まで生育地が

広く,畑や路傍などで普通に認められる種である。チ ドメグサ属は多年草であり,路傍ややや湿っ

た野原などに生育するチ ドメグサなどの種を含む。メナモミ属は, 日本にはコメナモミ・メナモ

ミが自生し,いずれも一年生草本であり,山野の荒れ地や道ばたに生育する。ギシギシ属は多年

生車本であり,ス イバやギシギシなど,あぜ道や路傍などに生育する種を含む。このほかのイネ

科 。キク科は,様々な環境に生育する種を含む。

このように各分類群の生態性をみると,産出した種実遺体の多くが,明 るく開けた場所に生育

する,いわゆる人里植物に属する分類群が多いことが窺える。このことから,こ れら種実は井戸

遺構周辺域に分布していた草本植生に由来するもので,遺構が埋積する過程で周囲から堆積物と

ともに混入したものと考えられる。また,オ モダカ科・ホタルイ属・タカサブロウといった抽水

植物～湿生植物などが確認されることから,井戸周辺に水湿地の存在も推定される。発掘調査時

の所見では,井戸埋土第 2層最下部から装飾を持つ器台の出土より,水辺の祭祀に関連する遺構

と考えられていることとも矛盾しない。

以上,井戸遺構 SE 2埋土第 2層中・上位より産出した植物遺体は,種類構成からみて,いず

れも周辺植生を反映するものであり,人為的に甕や壺の中に埋納したと思われる種実 (栽培植物

等 )はみられなかった。唯一ギシギシ属やイネ科種実は,火熱を受けた痕跡があるが,産出量が

少ないことから,意図的に入れたのではなく,炭化材片と同様に当時の生活残澄などが取り込ま

れたと考える方が自然であろう。また,産出量が著しく少なかったことから,短期間に埋没して

いる可能性が考えられる。
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図版 植物珪酸体・種実遺体
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1.イネ属短細胞珪酸体(C区2)
3ネザサ節短細胞珪酸体(C区4)
5.ススキ属短細胞珪酸体(C区滑)
7イネ属機動細胞珪酸体(C区 ;2)
9.ヨシ属機動細胞珪酸体(Cttβ )
11.オモダカ科 種子(A地区 SE2 91甕 )
13カヤツリグサ科 果実(A地区 SE2 93甕 )
15,カヤツリグサ科 果実(A地区 SE2 93甕 )
17エノキグサ 種子(A地区 SE2 64壺 )
19夕カサブロウ果実(A地区 SE2 64壺 )
21.キク科 果実(A地区 SE2 93甕 )

50μ m

(1-5)

50μ m

(6-10)

2mm

(11-18,20-22)    (19)

2イネ属短細胞珪酸体(Cttβ )
4ヨシ属短細胞珪酸体(C区3)
6.イチゴツナギ亜科短細胞珪酸体(C区2)
8.イネ属機動細胞珪酸体(Cttβ )
10ウンクサ族機動細胞珪酸体(Ctti3)
12ホタルイ属果実(A地区 SE2 64壺 )
14カヤツリグサ科果実(A地区 SE2 93甕 )
16ギシギシ属果実(A地区 SE2 93甕 )
18.チドメグサ果実(A地区 SE2 93甕 )
20メナモミ属 果実(A地区 SE2 93甕 )
22.不明種実(A地区 SE2 93甕 )
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第 3節 調査地点の液状化について 香川大学工学部 山中稔
1.液状化と液状化跡

液状化とは、地震時に地盤の上粒子構造を乱され、間隙水圧が上昇にすることにより、地盤が液

体のような挙動を示すことである。液状化しやすい地盤とは一般的に,粒径が揃った砂質上である

こと,緩 く堆積していること,そ して地下水位が高いことが挙げられる。このような地盤条件が揃っ

た地形としては,海岸部の砂州や埋立地,内陸部では河川氾濫原や旧河川上が該当する。

当調査地点は,旧香東川の氾濫原にあたり,河川争奪の激しかった場所である。すなわち,礫質

土や砂質上が緩く堆積しやすいことから,内陸部にあるものの液状化しやすい地盤条件を揃えてい

ることが推察できる。

このような地盤条件の地点において,遺跡調査実

施中に液状化発生の痕跡である噴脈が検出された。

写真に、掘削断面で検出された噴脈を示す。掘削断

面の上層区分は,上位から表層部の盛土、シルト質

の粘性土,液状化を発生したと見られる砂礫質上で

ある。地震時に砂礫質土層で液状化が発生し, この

液状化によって生じた高い水圧とともに砂礫が上位

の粘性土層を貫入していることが分かる。この粘性

土層からは,弥生時代の上器が検出されていること

から,こ の噴脈を生 じさせた地震は,弥生時代以降 写真 液状化発生跡
の発生であると言える。

2.噴脈内の噴礫の粒度特性

Fig.47に ,噴脈内の砂礫土と,噴脈が貫く粘性土層の粒度分布を示す。噴脈内の砂礫上の最大粒

径は 75rrm,平均粒径は 17rrmと 大きく,粗礫分が卓越する粒径を有する。これまで,液状化噴砂

の粒度分布の研究は試料採取の容易さから多くなされているが,噴脈内の粒度を調査した研究はそ

れほど多くない。1995年兵庫県南部地震における液状化地点のトレンチ調査が神戸市灘区で実施さ

れ噴脈構成上の粒度分布が詳細に調査された 1)。 この結果と比較して,当該地で発見された噴礫は

最大粒径及び平均粒径共に大きい。すなわち,粒径の大きさから判断する限りでは,揺れの大きな

地震の発生により当調査地点で砂礫層において液状化が発生したことが伺える。

（潔
）Ｈ
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四
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Tab.6 粒度分布 (粒径区分における質量比)

区分 粒径 (nlm)
質量比 (%)

噴礫  粘性土
粗礫分  19～
中礫分  4.75～ 19

細礫分  2～ 4,75

46.3    0,0

27.0    0.0

4.1   0,0

分

分

砂

砂

粗

中

0.85-2
0.25-0.85

糸田石少ち)   0.075′‐彰0.25

8.5   0.1
8.8   0,6

1.4  15.8
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001     01       1       10     100
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粒度分布 (噴礫と粘性土層)
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粘上分  ～0.005
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61



3.ボーリングデータよる地質構造

四国地盤情報データベース (四国地盤情報活用協議会)

を用いて,調査地を中心とした南北方向の地質断面図を

作成した。Fig48の A― A'断面におけるボーリング柱
状図をFig49に示す。

Figり より,表層部には埋土もしくは粘性土層が薄く

堆積し,その下位にN値が 20～ 40の緩い砂礫層が分布

している。調査地点における地表から2m程度 トレンチ

掘削での観察結果でも,概ねこの上層が確認できている。

また,こ の地質構造からも,調査地点が扇状地形上にあ

ることが分かる。

第Ⅳ章 自然化学分析

Tabフ PL値による液状化危険度ランク

PL値 危険度判定

標邸

4.液状化判定

ボーリングデータを用いて道路橋示方書・同

解説 V耐震設計 (平成 14年 3月 )に よるPL

値法に基づき液状化危険度判定を行った。液状

化判定における想定地震は,南海地震のような

「発生頻度が低いプレート境界に生じる大規模

な地震動」タイプ (海溝型)と した。

15<(PL

5<(PL≦ 15

0<PL≦ 5

PL=0

液状化危険度は極めて高い

液状化危険度は高い

液状化危険度は低い

液状化危険度はかなり低い

Figり の各柱状図の下部に液状化危険度 PL値 を示している。この PL値 より調査地を含む断面上の

液状化危険度ランク (Tab.7)は Cも しくはDであり液状化危険度は低いと判定される。

以上のように噴脈構成上の粒径が大きいこと、また海溝型地震での PL値が低いことから,本調査

地で発見された噴脈が発生した地震は,海溝型地震以外の内陸直下型地震によると推察される。

参考文献 :1)沼田淳紀,森伸一郎,陶野有卜雄,遠藤邦彦 :液状化で生じた砂脈と噴砂に関する一考察 ,

土木学会論文集,No.638/Ⅲ 49,pp.311‐324,1999.12.

Fig.48 地質断面線 (A‐r断面)

Fig.49 地質断面図と液状化危険度 PL値
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第 1節 遺構の変遷について

第V章 まとめ

第 1節  遺構の変遷について
本節では今回の調査結果に加え,香川県教育委員会による既往の発掘調査および周辺の工事立

会・試掘調査の成果を踏まえて遺構の変遷について検討する。各調査の概要については第 I章第

2節を参照されたい。既往の調査では主に遺跡の東西方向について調査されている。この範囲で

の遺構の変遷はその発掘調査報告書 (北山・森下編 1995)に 詳述されているため, ここでは触れ

ない。今回の調査では遺跡の南北方向の広がりを推定する資料が得られたため, この部分を中心

に記述を行う。なお,地点の記述については今回の調査区と香川県教育委員会の調査区 (北山・

森下編 1995)と の交点を仮に中心とし,方位と距離で表す。

弥生時代 (Fig.51)中心から北へ約 160mの 地点で後期前葉の土器が出上した (Fig.50)大溝は,

直線的に延長すると西へ 160mの 地点に位置する幅広の溝につながる。この溝からは弥生時代前

期末葉の上器も出上していることから,大溝の開削時期が前期に遡る可能性が考えられる。ただ

し,本遺跡で中心となる時期は後期前半である。遺構は,住居跡と溝が中央と西約 120mの 地点

で確認されている。また北へ 120mの 地点で後期前葉の井戸 (A調査区SE2),北 へ 90mの地
点で竪穴住居も検出されている。A調査区以北の試掘では遺構が認められなかったため,A調
査区北半が集落の北限にあたる可能性が考えられる。南側では居住に関する遺構は検出しなかっ

たが,南へ 60mの河川 (C調査区SRl)よ り弥生時代後期後半の土器が多量に出土しており,
周辺に供給源である集落の存在を推定できる。また時期は不明瞭だが,堆積状況からC調査区S

D7と 付近の足跡群も弥生時代後期に併行すると考えられる。このように,弥生時代後期の集落

は西側を居住域の中心として南北 300m程度の範囲に広がっていたと考えられる。

0            10cm

Fig.50大溝出土遺物実測図 (縮尺 1/4)

古墳時代 (Fig.52)古墳時代の集落域は東へ 1101nの 地点を中心に認められ,弥生時代の集落

域から300mほ ど東へ移動している。竪穴住居や掘立柱建物は若干の時期差を持ちながらほぼ同

時期に存在 していたと考えられており,そ の時期は概ね古墳時代中期から後期にあたる。北ヘ

50mの地点のB調査区SD4を 直線的に延長すると,住居群の西端にあたることから,居住域
を囲う溝の可能性も考えられる。南恨1では遺構が検出されなかった。

古代  (北山・森下編 1995)では条里に沿う溝などが確認されるが,今回の調査ではC調査区

SRlよ り古代の須恵器が 1点出上したのみで,明確な遺構は認められなかった。
中世以降  (北山・森下編 1995)では掘立柱建物などが確認されるが,今回の調査では明確な

遺構は検出されなかった。
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第2節  A調 査区井戸SE2について
1.出土土器の編年的位置づけと今後の課題

本文中でも述べたが,A調査区SE2か らは多量の弥生土器が出土した。堆積状況から良好な
一括性を有す資料であると評価できる。また,土器中に堆積した土壌の微細物分析を行った結果 ,

植物遺体の産出量が極めて少ない状況から,井戸が極めて短期間に埋没した可能性が示唆された

こと (本書第Ⅳ章第 2節)も この資料の一括性を傍証するものである。また,出土土器の 9割以

上が「角閃石細粒を桐密に含む特徴的な素地粘土を採用する」「香東川下流域産」 (大久保 2003)

とされる土器である。太田下・須川遺跡周辺は香東川下流域産土器の製作拠点のひとつにあたる。

このような状況から,高松平野における弥生時代後期の上器編年を考える上で重要な資料になる

と考えられるため, ここではまず先行研究に基づき,当土器群の編年的な位置づけについて考え

てみたい。

高松平野を含む香川県域の弥生時代後期土器の編年については,他地域に先行して良好な資料

に恵まれた丸亀平野の資料を用いて検討が進み,特徴的な胎土を有する香東川下流域産土器もそ

の中で搬入品として検討された(1)(大久保 1990)。 その後,香川県域全域の資料を対象とした検

討 (真鍋 2001)や ,中期から後期初頭の凹線文期を対象にした編年作業 (信里 2005)の 中で高

松平野の資料も検討された。片桐孝浩は高松平野北東部の資料をもとに,後期土器の編年を検討

した (片桐 2006)。 乗松真也は高松平野の資料の中でも特に香東川下流域産以外の上器に着目し,

甕の型式変化を主な手がかりに編年を行った (乗松 2006)。

これらの研究を踏まえて本遺構出土資料を概観したい。まず器種組成であるが,大久保による

隣接する上天神遺跡の分類を援用する (大久保 1995)と ,甕で大小 2形態・ 6種,壺は広口壷・

直口壼・短顎壺 。無顎壼・細顎壼の 5基本形態がそれぞれ見られ,細分すると 10種が認められ

る。高イでは2種,器台 1種,鉢は大小 2形態 5種がそれぞれ認められる。遺構が完掘できず ,

全ての遺物を回収できたわけではないが,器種組成の多様さは認められるであろう。紙幅の制限

から詳述はできないが,そ れぞれの器種を概観すると,甕では口縁端部が弱く上下に拡張され,

端面に弱い凹線を施すものが半数程度を占め,一部沈線状のものや凹線を持たない資料 (Fig 18
-81・ 82な ど)も 認められる。また,口縁端部がほとんど拡張せず,直線的に伸びるもの (Fig。 19

-90。 92な ど)や上方に強く屈曲する,中期的な特徴を残す一群 (Fig,20-94～ 96)も 存在する。

口頸部の屈曲は「く」の字状を呈するものと,やや直立し顎部状の部位をもつものが認められる。

内面調整はヘラケズリが頸部付近までおよぶものと体部中位で終わるものが存在する。壺では多

様な器種とそれぞれに細分形態が認められる。高郭をみると,回縁端部は水平に肥厚し,端面に

凹線を有する資料が大半を占める。また,第 2層上位出土資料であり混入の可能性も考えられる

が,後につながる形態である端部が肥厚せず緩やかに外反する資料も見られる (Fig.15-33)。

大型鉢では口縁部がやや内傾し加飾を施さないものが主体である。口縁部がタト傾し,端面を丸く

収める小型鉢も同程度認められる (Fig。21-13・ 15)。

これらの型式的特徴から,本資料の所属時期は後期前葉に概ね比定され,中でも甕や高郭・鉢

の口縁部形状から,後期初頭の基準資料とされる上天神遺跡 SK04'SD08よ りも若干後出する
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ものと考えられる。

ただし,高松平野における弥生時代後期土器の編年については,い くつか解決すべき課題が残っ

ている。当該期の香東川下流域産土器の編年は,現状では主に搬出先の資料を用いた編年であり,

生産地である高松平野の資料との間で若干の時期差が生じる可能性が考えられる。また,弥生時

代後期の高松平野では香東川下流域産土器と,香東川下流域産以外の土器②が認められる。こ

れらは同時期に同一遺跡・遺構内で併存しておりながらも製作技法や胎土・色調 。調整など,様々

な異同要素が認められる。本遺構でも香東川下流域産土器と白色系の土器が共伴している。香東

川下流域産以外の上器の編年については分析があるものの (乗松 2006),良好な一括資料の不足

から,製作地である高松平野における香東川下流域産土器については未だ十分な検討が及んでお

らず,ま た,香東川下流域産以外の上器との併行関係も不明瞭である。高松平野における弥生時

代後期の上器編年には香東川下流域産土器の編年の確立と,香東川下流域産以外の上器との併行

関係の検討が必要である。

香東川下流域産土器は特徴的な胎土から識別が容易なため,高松平野内でも製作地と搬出先と

いう関係が明瞭に確認できる。また,遠隔地へ流通する例も知られており,当該期の上器の併行

関係や地域間の交流を考える上で,生産地である高松平野の土器編年は非常に重要な意味を持つ

であろう。筆者の力量不足により本稿で検討は行えなかったが,本遺構資料がこうした問題を考

える上で良好な一括資料であることは確かである。昨今の資料の増加を踏まえた上で,上記の問

題の解決が望まれる。

2.土器に付着した赤色顔料について (Fig.53・ 54)

大調査区SE2か ら出土した土器には多数の赤色顔料付着個体が認められた。肉眼観察でその

可能性の伺える資料だけでも30点あまりを数える。Fig.53・ 54には肉限観察で赤色顔料の付着が

認められた資料の一部を掲載した。器種の明らかなもので内訳を見ると甕 6点,壺 4点,鉢 4点 ,

高杯 6点,広片回皿 2点,器台 1点である。顔料が剥落し,付着部が極めて判りづらい資料が大

半であることを考慮すると,本来はより多くの個体に付着していた可能性が高い。これらのうち

残存状況の良好な資料と,器形から赤色顔料付着の可能性が考えられた資料の蛍光 X線分析を徳

島県立博物館 魚島純一氏に依頼した (第Ⅳ章第 1節 )。

分析結果のみ紹介すると,高杯 (121'132・ 135'139)。 器台 (142)に付着した赤色顔料はベ

ンガラであり,鉢 (31'154・ 155)・ 広片口皿 (45。 119)の内面に付着した赤色顔料が水銀朱で

あることが明らかとなった。本遺構例においては赤色顔料の種類と器種とに相関関係が認められ ,

意図的な使い分けがなされていた可能性が考えられる。また,ベ ンガラは高郭や器台を中心に認

められる。隣接する上天神遺跡では高杯や器台にベンガラが塗布される資料が多く認められ,装

飾を目的としたものであると考えられている。一方,水銀朱は鉢や広片口皿などの内面から主に

検出されている。これらの器種は水銀朱の精製あるいは貯蔵に関係すると考えられている。香川

県教育委員会による既往の調査でも本遺跡から水銀朱の付着した土器が発見されており (北山・

森下編 1995),隣接する上天神遺跡からも水銀朱の付着した土器が多数検出されている (大久保・
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Fig.54赤色顔料付着資料② (縮尺 1/4)

森ほか編 1995)。 これらの水銀朱は徳島県若杉山遺跡周辺で採取・精製されたものと考えられ,

高松平野が水銀朱の一大消費地であったことがわかる。本遺跡出土の水銀朱付着鉢の付着部位を

観察してみると (Fig53),体部中位から上半にかけての範囲に朱の付着した個体が複数認められ

る。朱付着個体の多くが口径 30～ 40cmを測る大型の鉢であるため, これらに付着の認められ

る部位まで水銀朱が充填されたと仮定すると,極めて多量の水銀朱の存在が推定できる。水銀朱
の付着部位の上限が内容物の上限であると仮定し,内容量の試算を行ってみる。底部付近まで残

存している31を みると,赤色顔料付着の最上部位までの容積はおよそ 1120cm3でぁる。水銀朱

(H挙)の比重が 8.09g/cm3と する (地学団体研究会ほか 1996)と ,約 9kgも の水銀朱が内
容されていた可能性が指摘できる。もちろんこれは最大量を示すものであり,精製・貯蔵時の土

器の用いられ方などにより変化することは明らかである③が, こうした大型の鉢が複数存在す

ることからも,当遺跡に多量の水銀朱が持ち込まれていたことがわかる。

ただし,井戸埋土中から水銀朱そのものを確認することはできなかった。堆積環境で水銀朱が

どのような変化をするのか不明であるが,流失や化学変化により失われたのでなければ,土器中

に水銀朱そのものを大量に充填して廃棄された形跡は認められない。水銀朱の付着した土器が井

戸祭祀に際して意図的に用いられたのであれば,内容物である水銀朱を目的として用いられたの

ではなく,水銀朱を生産・貯蔵する容器自体を用いたことが推測される。
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3.把手付広片口付皿について (Fig.55)
A調査区SE2か ら,小片であるが把手付広片口皿と考えられる資料が出土した。隣接する
上天神遺跡出土資料を参考に (大久保・森ほか編 1995:第 2分冊 p.150)復元を行ったのが

Fig.55である。調整および月台土・色調から少なくとも2個体の存在が確認できる。平面形は弥生

土器の甕を縦に半裁したような倒卵形に,把手の付く形状に復元した。ただし,把手部は出土し

ていないため,把手の無い型式のものであった可能性も考えられる。

(118。 120)片 口端部および側縁端部は工具で鋭利に切断されており,直線的な端面をもつ。内

外面共にタテ方向のヘラミガキが精緻に施され,特に片口部内面は調整の単位が認められないほ

ど平滑にヘラミガキ調整が行われる。

(45。 119)こ ちらも側縁端部は鋭利な工具で削 り出される。外面には細いハケ調整が施され ,

内面にはケズリおよびヘラミガキが認められる。

ともに片口端部に鋭利な工具痕がみられることから,本器種は甕などを縦に半裁して製作され

た可能性が高いものと思われる。また,外面は比較的磨耗が激しいが,内面の残りは良好である。

破片が小さく,全容は分からないが,外面に水銀朱の精製に関連すると考えられる,煤の付着や

赤変といった被熱の痕跡 (市毛 1998)は 認められない。上天神遺跡出土把手付広片口皿は水銀

朱の付着が顕著に認められることから,水銀朱の貯蔵・精製に関連する器種であると推定されて

いる (大久保・森ほか 1995)。 本遺跡出土資料では 45。 119か ら水銀朱が検出され,上記の推定

を裏付ける結果となった (本書第Ⅳ章第 1節 )。

4.井戸における祭祀について

SE2で は井戸の中から多数の弥生土器が出上した。遺物出土層中位以下からは完形 。略完形
の上器が多数検出されており,出土状況から丼戸にまつわる何らかの祭祀が行われたものと考え

られる。本頂ではまず本遺構における祭祀的要素を整理し,報告する。また,香川県内における

弥生時代の井戸を集成し,本例の位置づけに関して若干の比較検討を行いたい。

出土遺物から祭祀的であると考えられる要素には,以下の点が挙げられる。

a.完形ないし略完形の上器 (PL.17～ 21)。

b,壺・甕体部の焼成後穿孔

c.赤色顔料付着土器  内面に水銀朱の付着した鉢や,水銀朱の貯蔵・精製用と考えられる把
手付広片口皿が見られる。また,器台・高杯の外面にはベンガラの塗布が見られる。

d.最下層の器台と壺  器台は搬入品の可能性が考えられる資料で,鋸歯文を中心とした複雑
な文様を施す。壷は器台の下で縦に半裁されたような状況で検出した (PL.3下段 )。 また ,

接合作業の結果,Fig.13-2層 上位 。中位出土の破片と接合関係が認められた。廃棄の段階で偶

然破損した可能性も否定できないが,破損状態と出土状況が特異であるため,意図的な破砕およ

び廃棄が行われた可能性も考えられる。類例の増加を待ち判断したい。

e.器種組成 (Fig。56) 隣接する上天神遺跡の分類を援用し,器種組成を算出した⑭。甕と壷

がそれぞれ 4割程度を占め,鉢 。高郭がそれぞれ l割程度を占める。壺の比率がやや高いと思わ
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れ,器台や把手付広片口皿など,特異な器種が一定量認められることが特徴として挙げられる。
一方,堆積状況で特筆すべきことは,

f.堆積層  下層部分は調査時に十分な検証が行えなかったが,堆積層が少なく, 1層ずつが
厚い。こうした堆積状況から人為的な埋没の可能性が考えられる。また,最下層 (Fig。 13-3層 )
と中層 (Fig。 13-2層 )は ほぼ同質の上であり,間層を挟まないため,堆積に時間差はほとんど

無く,極めて短期間で埋没したものと考えられる。こうした見解は微細物分析の結果によっても

傍証されている (第Ⅳ章第2節 )。

g.遺物の出上位置  最下層である Fig。13-3層からは全く遺物が出土せず,Fig.13-2層
より完形を含む多量の土器が出土した。こうした状況から,出土した遺物は井戸の廃絶に際して

投棄されたものと考えられる。

h.円礫の混入  中層であるFig.13-2層 からは径 5～ 10cm程度の円礫が多数検出された。
井戸底に浄水を目的として礫を敷く例が認められるが,本例では土器群と混在しており,完形の

土器の内部からも多数検出されることから,浄水を目的とした礫敷とは考えがたい。井戸の廃絶
の際,土器と共に意図的に投棄されたものと考えられる。

続いて,研究史の概略をまとめ,集成作業の結果を述べる。香川県域の弥生時代の井戸に関す
る研究は少ない。佐藤竜馬は,弥生時代の水利遺構である出水状遺構を検討し,弥生時代後期に

灌漑に伴う遺構として掘削されたこと,出土遺物中に祭祀的な遺物が認められることを指摘した

(佐藤 1993)。 清水渉は平池南遺跡の井戸出土遺物と井戸祭祀との関連を検討した (清水 1995)。

近藤玲は四国の弥生時代から古墳時代にかけての井戸を検討する中で香川県の井戸についても論

及しており,旧練兵場遺跡や上天神遺跡例を挙げ,後期に金属器など,専業的な手工業生産の展

開に伴い出現すると位置づけた (近藤 2008)。

集成作業を行うにあたり問題なのは,井戸の認定条件についてである。すでにいくつかの具体

的条件が提示されている (堀 1999。 2008)が,こ こで挙げられた条件を各報告書で確認するこ
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第V章 まとめ

とができない場合も多い。従って本稿では各報告書中で井戸と記載された資料を中心に集成した。

また,土坑や不明遺構とされた遺構のうち,井戸の可能性があると明記されたものについても可

能な限り併せて掲載した。後者については遺漏も多かろうと思うが,ご指摘していただき,集成

が充実すれば幸いである。今回の集成作業の結果,香川県で弥生時代に属する井戸は 13遺跡 21

例が確認された(5)(Tab.8)。 また,報告書中で井戸の可能性があると記載されたものを含める

と 19遺跡 33例 を数える。紙幅の関係から,香川県における井戸の変遷と掘削の契機などについ

ては別稿を用意することとし,以下では本遺構例との比較検討を行うこととする。

完形土器の廃棄は中期中葉の成重遺跡から見られ,終末期まで比較的多くの例が認められる。

体部に意図的な焼成後穿孔を行う例は本例のほか,前田東 。中村遣跡,川津一ノ又遺跡,旧練兵

場遺跡などで見られる。これらは他地域でも広 く認められる現象であり,井戸の廃絶に際した儀

礼の一つとして広範囲で共有されていたものと考えられる。

注目される事象として,赤色顔料,特に水銀朱付着土器の出土が挙げられる。本例をはじめと

して,上天神遺跡,川津一ノ又遺跡で水銀朱付着土器が検出されているほか,天満宮西遺跡では

井戸周辺の溝より朱の付着した土器が見られ,旧練兵場遺跡では井戸周辺の住居から水銀朱精製

用具と考えられている把手付広片口皿が出上している。近藤が井戸との関連を想定した手工業生

産の中でも,水銀朱との関連性が高かった可能性が考えられる。

ただし,井戸の用途は手工業生産に限定されず, 日常生活における水の需要を満たすためにも

用いられたと考えられる。他地域に比べて井戸の少ない四国地域では,井戸の掘削に特殊な契機

が想定できる可能性も考えられるが,手工業生産を主たる目的として井戸が掘削されたと判断す

るのは,現状の資料からは困難である。類例の増加を待ち判断したい。また,本遺跡例を見ても,

水銀朱そのものが井戸の祭祀に用いられた形跡は今のところ認められておらず,あ くまでも水銀

朱の精製 。貯蔵に関連する土器が井戸に廃棄されているという状況が認められるのみであること

には注意が必要である。

第 2層下位出土器台の存在も特殊な例であり,注 目される。最下部からの完形に近い器台の

出土は,現在のところ香川県内では類例が認められない。器台の用途については「用途の少なく

とも1つが水にかかわる祭祀であつた」 (宇垣 2000)と する見解が提示されており,本遺構出土

の器台も井戸の祭祀に選択的に用いられたことが考えられる。周辺地域の状況を見ると,吉備地

域では井戸底から完形の器台が出土する例がある程度認められることが指摘されている (河合

2008)。井戸の廃棄に伴う儀礼に関して,吉備地域と 1つの規範が共有された可能性も考えられる。

本遺構出上の器台が胎土・色調・文様などから搬入品であると考えられる点も示唆的である。

以上,香川県域の資料との比較から本遺構の位置づけを概観した。弥生時代の四国では井戸が

掘削されることは少なく,検出数も少ないことが知られており,香川県も例外ではない。しかし

中期中葉以降,確実に丼戸は掘削されており,一部では特殊な手工業生産との関連が想定される

例もあるなど,集団にとっての井戸の重要性は決して低 くなかったものと考えられる。今後は集

落の中での配置や住居との関連, さらには井戸掘削の契機などの問題について,検討を重ねる必

要があるだろう。
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第 2節 A調査区井戸 SE2に ついて

註

(1)下川津遺跡出上の香東川下流域産土器のうち,後期中葉から古墳時代初頭の土器について「下川津

B類」と呼称された。また,森下友子はこの種の胎土を「胎± 1類」と呼称し,岩清尾山西南麓を粘上の

採取地と推測した (森下 1995)。

(2)「香東川下流域産とは明瞭に区別できる灰白色～黄橙色の胎土を有し,つ くりがやや粗雑な土器群」

とされる白色系の土器 (乗松編 2004)な どがある。本遺構からもこうした資料は認められる。

(3)31を はじめとして,大型鉢は残存状況が最大で 1/8程度と悪く,完形品が多数検出された甕や壼

とは姑照的である (PL 4-2)。 水銀朱の精製に関連するとされる把手付広片口皿は甕を縦に半裁したよ

うな形状を見せることが知られる。遺構の完掘ができておらず,本来は完形に近い形状に復元できる可能

性も否定できないが,大型鉢の残存部の形状は皿としての使用も可能な形状であり,破砕されたのち,水

銀朱の精製容器として転用された可能性も考えられる。こうした場合には,今回行った試算よりも水銀朱

の容量は少なく見積もられるだろう。また,把手付広片口皿を用いた水銀朱の精製の際,加水し,加熟す

ることで不純物を取り除く手法が想定されている (市毛 1998)。 内面水銀朱付着位置がこうした行為の結

果であるとすれば,内面朱付着部位から導いた水銀朱の容量よりも,加えた水の嵩だけ本来の容量は少な

かつたことが想定される。

(4)器種組成の算出にあたつては,日縁部残存個体全てを姑象にし,(大久保 1995)を 参考に器種分類

を行い,口径と残存率をもとに組成比を算出した。この際,各細分分類で口径を2cmごとに分けて残存

率の合算を行った。また,100%未満の端数は繰り上げて 1個体にカウントした。ただし,本遺構は調査

時に遺物全てを取り上げることができたわけではないため,本来の組成比を厳密に反映した数字ではない。

(5)香川県教育委員会の森下央治氏のご教示によると,旧練兵場遺跡に弥生時代後期初頭に属する井戸

がもう1基存在するとのことである。報告書の刊行を待ち,集成に追加したい。

(Tab.8 香川県弥生時代井戸集成参考文献〉

1.山元素子編 2008『住吉遺跡 渡池跡 北内遺

跡 池下遺跡』一般国道 32号綾歌バイパス建設
に伴う埋蔵文化財発掘調査報告第 2冊 香川県教

育委員会ほか

2 森格也ほか編 2004『成重遺跡』 I 四回横断
自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告第 47

冊 香川県教育委員会ほか
3 森格也 。長井博志編 2005F成重遺跡』H 四

回横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報

告第 54冊 香川県教育委員会ほか
4 大久保徹也・森格也編 1995F上天神遺跡』高

松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書第

6冊 香川県教育委員会ほか

5 小川賢編 2004『津内・東井坪遺跡,中森遺跡 ,

林浴遺跡,林下所遺跡,林下所。木太今村上所遺跡 ,

林下所,六条乾遺跡,六条上川西遺跡,六条西

村遺跡』四国横断自動車道関連特別用地対策事

業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 高松市教

育委員会

6 廣瀬常雄・西岡達哉編 1996F空港跡地遺跡』
I 空港跡地整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査

報告第 1冊 香川県教育委員会ほか

7 蔵本晋司編 1995『平池南遺跡』陸上競技場建

設に伴う埋蔵文化財発掘調査概報 香川県教育委

員会ほか

8 森格也・古野徳久編 1995『前田東・中村遺跡』
高松東道路建設に伴う埋蔵文化財調査報告第 3冊

香川県教育委員会ほか

9 川畑聰編 2002F天満・宮西遺跡～集落・水田

編～』太田第 2地区画整理事業に伴う埋蔵文化財

ワ
！
ワ
ｒ
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発掘調査報告第 6冊 高松市教育委員会      第 2冊 香川県埋蔵文化財センター

10 乗松真也編 2004『空港跡地遺跡』Ⅷ  空港  15 片桐孝浩編 2002『原間遺跡』 I 四国横断自

跡地整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告第 8  動車道建設に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告第 39

冊 香川県教育委員会ほか            冊 香川県教育委員会ほか

11 片桐孝浩編 2006F/1ヽ 山・南谷遺跡』Ⅱ 県道  16 古野徳久編 1998F川津一ノ又遺跡習Ⅱ 四国

高松志度線道路改良事業に伴う埋蔵文化財発掘調  横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告
査報告第 2冊 香川県教育委員会         第 30冊  (財)香川県埋蔵文化財センター

12 森下英治編 2003『 国立善通寺病院改修事業に  17 川畑聰編 2002F凹原遺跡』太田第 2地区画整

伴う旧練兵場遺跡発掘調査槻報』1 平成 13年度。 理事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告第 5冊 高
14年度上半期の発掘調査成果概要報告 (財)香   松市教育委員会

川県坦蔵文化財調査センター            18 山本英之・中西克也編 1997『 日暮・松林遺跡』

13 山元素子編 2004F川 岡遺跡』県道円座呑南線  都市計画道路福岡多肥上町線建設に伴う埋蔵文化

建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告第 1冊 香川  財発掘調査報告書 高松市教育委員会

県埋蔵文化財センター               19 山本英之・中西克也編 1999『キモンドー遺跡』

14.宮崎哲治編 2007『羽間遺跡」一般国道32号   大田第2土地区画整備事業に伴う埋蔵文化財発掘
満濃バイパス建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告  調査報告 高松市教育委員会

(主要参考文献〉

市毛勲 1998『新版 朱の考古学」雄山閣出版
宇垣匡雅 2000「鋸歯文をもつ土器一吉備の農耕儀礼と葬送儀礼」『考古学研究習第 47巻第2号 考古学
研究会

梅木謙-2004「四国の弥生中期中葉～後期前葉の上器」『弥生中期土器の併行関係』第 53回埋蔵文化財

研究集会発表要旨集 埋蔵文化財研究会
大久保徹也 1990「下川津遺跡における弥生時代後期から古墳時代前期の土器について」『瀬戸大橋建設に

伴う埋蔵文化財発掘調査報告Ⅷ習香川県教育委員会ほか

大久保徹也 1995「上天神遺跡における弥生後期土器の構成」F上天神遺跡」高松東道路建設に伴う埋蔵文

化財発掘調査報告書第6冊 香川県教育委員会ほか

大久保徹也 1998「弥生時代の内面朱付着土器」F考古学ジャーナル』No 438 特集■考古資料としての赤

色顔料

大久保徹也 2003「高松平野香東川下流域産土器の生産と流通」『初期古墳と大和の考古学』学生社

岡山真知子 1998「弥生時代の水銀朱の生産と流通」『考古学ジャーナル』No 438 特集■考古資料として

の赤色顔料

片桐孝浩 2006「弥生時代後期初頭～中葉の土器」 F/1ヽ山・南谷遺跡』Ⅱ 県道高松志度線道路改良事業に
伴う埋蔵文化財発掘調査報告第2冊 香川県教育委員会ほか
鐘方正樹 2003『井戸の考古学』ものが語る歴史シリーズ① 同成社
佐藤竜馬 1992「出水状遺構について」『空港跡地遺跡発掘調査概報』平成 4年度 (財)香川県埋蔵文化財

調査センター
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河合忍 2008「 岡山県における弥生から古墳時代前期の井戸」『井戸再考～弥生時代から古墳時代前期を対象とし

て～』第 57回埋蔵文化財研究集会発表要旨集 埋蔵文化財研究会ほか

北山健一郎・森下友子編 1995『太田下・須川遺跡』高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告第4冊 香川

県教育委員会ほか

清水渉 1995「弥生時代の井戸出土遺物について」F平池南遺跡』 陸上競技場建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概報

香川県教育委員会ほか

地学団体研究会 ,新版地学事典編集委員会編 1996『新版地学事典』平凡社

信里芳紀 2004「讃岐地方における弥生中期の土器編年 ―凹線文期を中心にして ―」『弥生中期土器の併行関係』

第 53回埋蔵文化財研究集会発表要旨集 埋蔵文化財研究会

信里芳紀 2005「讃岐地方における弥生中期から後期初頭の土器編年 ―凹線文期を中心にして ―」『香川県埋蔵

文化財センター研究紀要』 I 香川県埋蔵文化財センター

信里芳紀 2006「太田下・須川遺跡」『香川県埋蔵文化財調査年報』平成 17年度 香川県教育委員会

乗松真也編 2004『空港跡地遺跡』Ⅷ  空港跡地整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告第8冊 香川県教育委

員会ほか

乗松真也 2006「高松平野における弥生時代後期の土器編年」『調査研究報告』第 2号 香川県歴史博物館

古野徳久 2002「 コトデン高架建設」F埋蔵文化財試掘調査報告』XV 香川県内遺跡発掘調査 香川県教育委員会

堀大介 1999「手工業生産に伴う井戸について」 F考古学に学ぶ一遺構と遺物―』同志社大学考古学シリーズⅦ

堀大介 2008「井戸の総論と諸問題」F井戸再考～弥生時代から古墳時代前期を対象として～』第 57回埋蔵文化財

研究集会発表要旨集 埋蔵文化財研究会ほか

松原聰 2003 属フイールドベスト図鑑』15 日本の鉱物 学習研究社

真鍋昌宏 2000「讃岐地域」『弥生土器の様式と編年』四国編 木耳社

森下友子 1995「胎± 1類土器について」『太田下・須川遺跡』高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告第

4冊 香川県教育委員会ほか
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石
を
含
む

良
有
鍵 小

A区
生 繋

杯 十
底
部

(2
3)

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

鈍
い
褐

7 
5Y
R5
/3
灰
☆
褐
10
YR
4/
2
や
や
ll

lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
,赤
色
粒
を
含
む

艮
征 ト
鈍 小

21
A区

生 器

体 ■
底
部

(3
1)
10
0
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ラヽ
ケ
ズ
リ

鈍
い
黄
褐

10
YR
5/
3
舶
い
策
褐

10
YR
5/
3
や
や
を
lm
mt
t 
Fの
石
英
,長
石
,角
閃

石
,赤
色
粒
を
含
む

艮
好
有
儀 小

22
AI
I
SE
2

生 器

弥 土
氏
者
Б

(5
6)

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ラヽ
ケ
ズ
リ

a色
ぃ
掲

7 
5Y
R5
/3

鈍
い
黄
橙

10
YR
6/
4

,m
m以
下
の
石
英
,長
石
を
含
む
良
征 小

冶
土
が
か
な
り
粗
い
,角
閃
石

ぞ
含
ま
な
い

23
A区

生 器
弥 土

罠
部

(2
5)

ナ
デ
,磨
滅

昏
減

鈍
い
赤
褐

2 
5Y
R5
/4
屯
い
褐
7 
5V
R6
/3
や
や
鶏
1～
2m
m以
下
の
石
英
,長
石

,

角
閃
石
を
含
む

良
征 ＾
範 小



文 号

報 番
造
構
名
種
類
器
梃

法
量
(c
m)

文
様
・
調
整

色
調

胎
土

完
成
里 い

際
・

こ
1デ

備
考

区
名

日
径
器
高
底
径

外
而

内
而

外
而

内
而

粗
密

含
有
物
等

A区
生 器

胚 上
ミ
部

(2
1)
66
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
,指
押
え

ラヽ
ケ
パ
リ

it
い
黄
褐

10
YR
4/
3
鈍
い
黄
褐

10
YR
5
/3

密
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,金
雲

母
,角
閃
石
を
含
む

良
有
範 小

A区
生 器
か 上

氏
音
[

(3
7)

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ラ
ケ
ズ
リ

il
tい
黄
褐

10
YR
5/
4
鈍
い
黄
褐

10
YR
5/
8
や
や
ぞ
1～
2m
m以
下
の
石
英
,長
石

,

角
閃
石
を
含
む

良
有
仙 小

A区
生 器
郷 土

一 Ｌ
(3
0)

青
押
え

磨
滅

屯
い
橙
15
VR
6/
4
灰
白
25
Y7
/1
や
や
客
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
を
含
む
不
良
有
儀 〔
角
閃
石
を
含
ま
な
い

7
A区

生 器
郷 土

氏
者
Б

(2
7)

ケヽ
,ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

屯
い
赤
褐

,Y
R5
/3
閣
灰
7 
6Y
R4
/1
や
や
対
1～
2m
mの
石
英
,長
石
,角
閃

石
,赤
色
粒
を
含
む

良
好
有
銀 小

A区
生 器
か 土

氏
部

60
ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
,指
押
え

屯
い
褐
'5
YR
5/
4
黒
褐
10
YR
3/
2
や
や
対
3m
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

良
銀 ＾
鈍 い

A区
生 器
疹 七

氏
音
Б

60
ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

黒
褐
10
YR
3/
1

掲 Ｒ
５
櫛 引

や
や
客
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

良
有
範 い

A区
生 熙

体 十
片
口
鉢

J線
2,
ハ
ケ
,ナ
デ

ラ
ミ
ガ
キ

屯
い
褐
'5
YR
6/
4
池
い
褐
ア
5Y
R6
/判

密
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃
良
好
征 小
範 ヽ
勺
面
に
赤
色
顔
料
小
l着

3J
A区
SE
2

生 器

体 十
32
 8

口
縁
端
都
:凹
線
2,
日
縁
部
:ヨ
ヨ
ナ
デ
,体

部
:ハ
ケ

日
縁
部
:ヨ
コ
ナ
デ
,体
部
上
端
フ
ケヽ
,体

部
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
,磨
耗
或
は
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
?
鈍
い
黄
褐

10
YR
5/
3
瑚 Ｍ
鈍 １
０

や
や
対
3m
m以
下
の
長
石
,雲
母
,角
閃

石
今
霊
母
赤
格
魯
粒
″
含
す
o
良
征 〔
有
勺
而
に
赤
色
顔
料
lN
l碧

A区
SE
2

生 器

体 十
底
部

(4
9)

暮
滅

唇
滅

鈍
い
黄
橙

10
YR
6/
4
灰
貢
褐
10
YR
5/
2

粗
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
/t
h魯
瀧
″
含
す
o

良
征 ヽ
範 〔

A区
生 器

体 十

杯 部

一 局 不
(2
8)

審
滅

審
滅

沌
い
褐
'5
YR
5/
4
北
い
橙
′
5Y
R7
/4

密
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
″
合
,|

良
任 小
銀 小

A区
SE
2

杯 郎

一 局 ネ
19
8

督
滅

番
滅

屯
い
掲
'5
YR
5/
4
北
い
橙
7 
5Y
R6
/4
や
や
判
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
合
,e

良
従 ＾
鉦 小

A区
SE
2

生 繋

杯 十

杯 都

一局 林
審
滅

番
滅

月
赤
褐
,V
R5
/6

沌
い
橙
や
や
*:
3m
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
合
″
|

良
有
征 小

A区
SE
2

生 器

杯 ■

一 日 林

希 首
(2
0)

著
滅

喘
部
:凹
線
1,
竹
管
文

暦
減

沌
い
褐

天
黄
褐

密
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
FA
R

石
″
合
す
o

良
征 〔
伍 小

A区
SE
2

生 器

か 十
体 部
尚 杯

(3
1)

ナ
デ

杯
部
:ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ナ
デ

地
い
粒
鈍
い
橙

7 
5Y
R6
/4
や
や
壮
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
赤
侮
粒
″
含
tF

良
征 〔
範 小

A区
生 器

体 土

杯 部

一 局 杯
(3
5)

審
減

ナ
デ

l■
い
東
伯

地
立
｀
lt
j

7 
5Y
R5
/3

密
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,金
雲

母
角
閃
石
赤
色
粒
を
含
む

良
征 （
範 小

金
雲
母
が
顕
者
,円
盤
粘
土

お
ミ 勃
恵
確

A区
生 興

体 十

杯 部

一 局 杯
29
0
(2
7)

磨
滅
日
縁
端
部
:凹
線
3

ナ
デ

天
御
ア
5Y
R6
/2
7 
5Y
R
5/
3
や
や
准
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,金
雲

母
角
閃
石
茂
含
ね

良
征 〔
範 小

A区
生 哭

休 十

杯 蔀

一 局 脚
(1
06
)
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ナ
デ

,F
Lヤ
神`
4

7 
5Y
R5
/3
的
隊

10
YR
4/
1

粗
1～
2m
mの
石
英
,長
石
,雲
母

渉
会
す
。

良
征 ヽ
範 小

赤
色
顔
料
?付
着
,角
閃
石

含
ま
な
い

A区
生 哭

体 十

杯 郎

一 Π 聞
(1
00
)

従
方
向
の
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ナ
デ

屯
い
掲

'5
YR
5/
3

地
い
おめ

7 
5Y
R5
/3
や
や
准
2m
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
赤
負
造
を
含
才
F

良
有
範 小

A区
生 興

弥 十

杯 都

一 凸 聞
(5
2)
16
0
円
孔
,ナ
デ

裾
端
部
:凹
線
1

ナ
デ

屯
い
貢
褐

OY
R5
/3

節
Lい
東
個

10
YR
6/
3

密
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
赤
色
粒
茂
合
tr

良
好
征 〔
位 小

A区
生 器

弥 土

杯 都

一 品 脚
18
0
ベ
ラ
ミ
ガ
キ

裾
端
部
:凹
線
2

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

鈍
い
貢
橙

10
YR
6/
3
卸
と
い
東
橙

10
YR
6/
3
や
や
*[
3m
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
赤
色
泣
を
含
む

良
僅 小

A区
生 器

弥 土
体
都

櫛
柑
波
状
文
,櫛
描
直
線
文

:旨
才甲
え

犯
い
橙
ア
5Y
R6
/4
「
5Y
R
6/
4
密
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
赤
色
粒
を
含
む

良
好
鉦 小
艇 小
赤
色
顔
料
?

A区
,E
2

生 器

弥 土
広
片
日

LL
ハ
ケ

指
押
え
,ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
,磨
滅

′
5V
IR
5/
4

鈍
い
黄
褐

10
YR
5/
4
密
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,雲

母
角
FA
l石
を
含
む

良
好
延 ＾
右
勾
面
に
赤
色
顔
料
付
着

A区
生 器

弥 七
広
日
壷
15
8
(4
5)

ナ
デ

ナ
デ

鈍
い
黄
褐

10
YR
5/
3
鈍
い
黄
褐

10
YR
5/
3
や
や
窪
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
,赤
色
粒
を
含
む

良
征 （
魏 小

A区
生 器

弥 土
広
日
こ
と0
 7
22
 1
73

回
縁
端
郡
:凹
線
3～
4,
竹
管
文

頸
都
:凹
線
3～
4,
体
部
上
半
フ
ケヽ
,体
部

中
位
:横
方
向
の
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
櫛
描
刺
突
文

,

体
都
下
半
:縦
方
向
の
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
底
部
磨
滅

口
縁
部
:竹
管
文

口
～
頸
部
:ヨ
ヨ
ナ
デ

体
部
上
半
:絞
り
日
,指
押
え

休
鍬
下
半
～
隣
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
W

鈍
い
黄
褐

10
YR
5/
4
鈍
い
策
栂

10
YR
5/
4
密
2m
m以
下
の
石
英
,長
石
,雲

母
,角
閃
石
,赤
掲
色
粒
を
含
む
良
好
有
有
体
都
中
位
に
焼
成
後
の
穿
子
L2



文 号

報 番

査 名

調 区
遺
橋
名
種
類
器
種

法
量
(c
m)

文
様
・
調
整

色
調

胎
土

発
棘
黒
)
帰 ゴ

備
考

日
径
器
高
底
径

外
面

内
而

外
而

内
而

粗
密

含
有
物
等

A区
SE
2

生 器
弥 上

広
日
壷

(2
46
)

日
縁
端
部
:凹
線
3,
日
縁
都
tヨ
ヨ
ナ
デ
,体

部
:ハ
ケ
,体
部
中
位
:列
点
文

日
縁
部
!ヨ
コ
ナ
デ
,体
部
L半
:指
押
え
,体

部
下
半
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

屯
い
褐
ア
5Y
R5
/3
黒
褐
7 
5Y
R3
/2
や
や
窪
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

布
,赤
色
粒
を
含
む

長
銀 ヽ
虹 （
均
外
面
に
赤
色
顔
料
付
着

A区
SE
2

生 器

弥 上
広
口
豆

口
縁
端
部
:凹
線
2,
日
縁
～
頸
都
:ヨ
ヨ
ナ

デ
,頸
部
～
体
部
に
半
1板
状
工
具
に
よ
る
押

旺
,体
部
下
半
!ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

日
縁
部
:ヨ
ヨ
ナ
デ
,頸
部
～
体
部
上
半
:指

押
え
,体
都
中
位
:板
状
工
具
に
よ
る
押
圧

,

lt
h部
下
半
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
後
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

・t
い
赤
褐

iY
R4
/4
沌
い
赤
褐

,Y
R4
/4

籍
2m
m以
下
の
石
英
,長
石
,雲

母
,角
閃
石
,赤
褐
色
粒
を
含
む
良
石
餌 ＾
体
部
に
焼
成
後
の
穿
孔
2

A区
SE
2

生 器

弥 土
広
日
重
12
7

70

日
縁
部
:ヨ
ヨ
ナ
デ
,f
PA
部
と
の
lJ
~に
指
押

え
,頸
部
:粗
�ヽ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
,体
部
と
の
境
に

指
押
え
,体
部
:粗
い
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
,底
部
:指

日
縁
都
:ヨ
ヨ
ナ
デ
,頸
部
:1
旨
押
え
,ナ
デ

,

体
部
上
半
:絞
り
日
,体
部
下
半
:ヘ
ラ
ク
ズ
ヅ

底
部
:夫
調
率

随
い
黄
褐

10
YR
5/
3
地
い
☆
褐

10
YR
4/
3
密
3m
m以
下
の
石
英
,長
石
,雲

母
,角
閃
石
,赤
褐
色
粒
を
含
む
良
石
皿 小
体
部
下
半
に
焼
成
後
の
穿
孔
1

51
A区
SE
2

生 器

弥 土
苛
日
市
97

56
口
縁
部
:ヨ
コ
ナ
デ

頸
都
～
体
部
上
半
〔ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

体
部
下
半
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
後
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

「
H縁
部
:ヨ
ヨ
ナ
デ

体
部
■
半
:指
押
え
,体
部
中
位
サ
旨
ナ
デ

,

体
部
下
半
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

Ｂ 巧

島 '5
YR
4
/判

密
lm
mt
t 
Fの
石
英
,長
石
,雲

晟
,角
閃
石
,赤
褐
色
粒
を
含
む
良
有
術 〔

一 ム
SE
2

生 器

弥 上
即
イ(〕

貞
日
壷

(1
99
)

碁
滅

日
～
類
刊
∫ 耀
灰
,数
罰
∫ ～
体
剤
`上
半
:ナ

デ
,ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
,体
都
中
位
:指
押
え
,ナ

デ
,体
部
下
半
:ナ
デ
,底
部
:接
合
痕
(円

地
い
橙
.5
YR
7/
4
掲
灰
10
YR
4/
1
や
や
対
2～
3m
mの
石
英
,長
石

,

色
粒
を
含
む

赤
tF
a
良
範 小
箆 小
角
閃
石
を
含
ま
な
い

A区
生 界

体 十
巨
日
議

(6
8)

ケヽ
後
ナ
デ

ケヽ
後
ナ
デ

10
YR
5/
3
10
YR
5
/3

密
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
茂
含
ね

良
範 小
儀 小

A区
⊆ 要
広
日
荼

(1
02
1

ナ
デ
,ハ
ケ

ナ
デ
,ハ
ク

偉 Ｒ
６

Ｗ 切
7 
5Y
R6
/判

終
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
赤
邑
粒
を
合
す
r

良
有
範 小

AX
F●
日
市
13
4
(1
00
1

ヨ
縁
郡
〔ヨ
ヨ
ナ
デ

軍
部
:相
い
Tl
l方
向
の
ハ
ケ

青
ナ
デ
,横
方
向
の
ハ
ケ

褐 Ｒ
５
椰 引

北
い
掲
7 
5Y
R5
/3

密
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
赤
色
粒
を
含
t_
・

良
好
有
純 ＾

A区
生 器
弥 土
台
:ロ
エ
74

ナ
デ

日
縁
端
部
:凹
線
1

顎
部
」
線
2

ナ
デ

月
赤
褐
,5
YR
5/
6
屯
い
赤
掲

,Y
R5
/3

粗
)m
m以
下
の
石
英
,長
石
を
含
む
rt
征 ＾
飩 〔
角
閃
布
を
含
ま
な
い

57
A区

生 器

杯 と
直
「
壺
10
0
(5
0)

』
線
5

春
滅

屯
い
掲
'5
VR
5/
4
月
赤
褐
iV
R5
/6
や
や
を
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,雲

母
.角
閃
石
を
含
む

良
飢 ト

!(
lI

生 器
弥 上

1立
口
壺

(7
9)

上
線
11

ナ
デ

屯
い
褐
'5
YR
5/
3
褐 Ｙ
Ｒ

皇 ト ー
０

密
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
,赤
色
粒
を
含
む

良
右

AI
I
Sじ
2

生 器

体 土
直
口
主

辞
線
文

ナ
デ
,1
骨
押
え

屯
い
赤
偶

'Y
R5
/8

労 ヒ
い
赤
偶

,Y
R5
/4
や
や
対
1～
2m
mの
石
英
,長
石
,金
雲

母
を
含
む

良
範 小
鯉 ト
角
臥
1石
を
含
ま
な
t

A区
SE
2

生 器

弥 土
i五
日
t

(1
1,
2)

顕
部
:タ
テ
ハ
ケ
後
3条
の
V線
文
と
斜
線
文
頸
部
〔 1
旨
押
え
,ナ
デ

休
部
上
端
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

I色
い
褐
'5
YR
5/
3
lL
い
掲
ア
5Y
R5
/4
や
や
対
2m
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
,赤
色
粒
を
含
む

良
如 小
征 ト

十ヽ二
生 器
無
頚

“

12
4
16
0
66
日
縁
部
:ヨ
コ
ナ
デ

休
部
:磨
波
.ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

日
縁
吉
Li
ヨ
コ
ナ
デ

休
部
上
半
:板
ナ
デ
(十
旨
押
え
,ハ
ケ
)

体
部
下
半
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ホ
75
R4
/8
赤
75
R
4/
8
密
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,雲

目
:,
角
閃
石
,赤
褐
色
粒
を
含
む
良
有

小
而
に
破
裂
痕
,体
訂
,ド
半

こ
焼
成
後
の
穿
TL
[

ヘ
ズ
SI
t2

生 器

卜
，

諄
(1
82
)
74
ナ
デ
,上
端
に
斜
線
攻

体
部
上
半
:指
押
え
,体
部
ド
半
:ナ
デ
,底

部
サ
旨
押
え

鈍
い
赤
褐

5V
R5
/4

ll
tい
4
EI

7 
5Y
R5
/3

密
2m
m以
下
の
長
石
,雲
母
,角
閃

石
,赤
褐
色
粒
を
含
む

良
有
虹 ヽ

ヽ
え
SI
j2

生 器

・‐． 里 環
(6
2)

洋 1
線
文

指
ナ
デ

鈍
い
栓
7 
5Y
R6
/4
鈍
い
褐

7 
5Y
R5
/4
や
や
を
2m
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

良
狂
飩 ＾

角
閃
石
の
含
狛
牲
少
な
い

`ヽ

IX
ヽ
,2

生 器
灯
虫
ri
t
17
2

67
卜J
縁
判
`:
ヨ

コ
ナ
デ
,体
剖
`L
半
ハ
ケ
後
ナ

デ
,体
都
ド
半
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
後
ナ
デ
,底
部

:

ハ
ケ
(板
ナ
デ
)

日
縁
部
:ヨ
コ
ナ
デ

体
部
上
半
フ
ヘ ケ
後
ナ
デ
,指
押
え

体
謝
`下

半
:ナ
デ

3色
い
夕:
10

10
YR
7/
4
鈍
い
黄
橙

10
YR
7
/3

密
4m
m以
下
の
石
英
,長
石
,赤
褐

色
粒
を
含
む

良
狗

今
上
中
に
雲
母
・
角
対
石
を
ほ

どん
ど
合
ま
な
い
,休
部
ド
半

こ
焼
成
後
の
穿
イ
Ll

十ヽス
:

生 淋

体 Ｌ
J(
JN
l(
■
i
55
80
27
口
縁
部
:ヨ
ヨ
ナ
デ
,2
他
1組
の
穿
孔
2箇
Tl

ll
N部
:ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

日
縁
部
:ヨ
ヨ
ナ
デ
,体
部
に
半
:ナ
デ
,体

部
中
位
il
l土
ネ■
接
合
痕
,体
部
下
Ht
iヘ
ラ
鈍
い
褐

7 
5V
IR
5/
4

黒
褐
10
VR
3/
1

終
2m
m以
下
の
石
英
,長
石
,雲

母
,角
閃
石
を
含
む

良
ケ
有

本
滸
`外

�
fに
破
裂
痕

十ヽ〔
1ヽ:
2

生 淋

沐 ＋
，
中

(1
27

頂
部
:ナ
デ

本
劇
`:
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
, 
イ立
に
ハ
ケ

頸
部
:1
坂
ナ
デ

体
部
:ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
,指
ナ
デ

aヒ
ぃ
褐

7 
5Y
R5
/1
県
桐
10
YR
3/
1

箱
3m
m以
下
の
長
石
,雲
母
,角
閃

石
,赤
褐
色
粒
を
含
む

良
「
1頌
刊
I欠
11
,体
部
下
Hl
l

暁
成
後
の
劣
丁
Ll

SE
2

生 恭

一 ＝ 一 小

■ l
形
浮
文

〕
―
ラF

aL
い
焚
褐

10
VR
A/
3
褐
灰
10
YR
4
/1

2m
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
,赤
色
粒
を
含
む

良

.ヽ
(

牛 器

説 休
(1
12

I!
形
ユ
子
え
ナ
テ

ナ
デ
(仮
ナ
デ
か
)

aL
い
褐

75
ヽ
l1
5/
1

鈍
い
員
褐

10
YR
S/
3

3m
m以
下
の
石
英
,長
イ
F,
狗
閃

石
を
含
む

良
布

″
卜 「

iイ
う
ホ
色
彦
t十
?イ
司
イ

ヽ
(

生 米
」
E

(望
5)

夕
‖日
突
件

灰
It
褐

10
VR
6/
2
に
ぶ
い
焚

侶
10
VR
7/
2
や
や
*「
lm
m以
下
の
有
英
,長
イ
iを
含
む
良



文 号

報 番
進
枯
名
種
類
器
種

法
量
(c
m)

文
様
・
調
整

色
調

胎
土

暁
崩
黒
班
煤 ． ゴ

備
考

区
々

口
径
器
高
底
径

外
F~

内
而

外
面

内
而
粗
密

含
有
物
等

A区
生 器

弥 土
発

(2
5)

コ
ナ
デ
或
は
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ヨ
コ
ナ
デ
或
は
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

7 
5V
R5
/4
7 
5Y
R5
/4

絃
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
赤
色
泣
を
含
す
o

良
/・・
鈍 〔
征 〔

A区
生 器

弥 土
変
14
6
(1
64

口
縁
端
部
:匹
1線
1

麻
部
:縦
方
向
の
ハ
ケ
,ナ
デ
,ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
体
部
上
半
サ
旨
ナ
デ

体
部
下
半
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

釦
し
い
東
礎

10
YR
7/
3
馳
い
束
掏

10
VR
5
/3
や
や
を
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
赤
色
絃
力
含
er

良
女 i
範 小
征 小

A区
SE
2
弥
生

上
器
菱
12
7

口
縁
端
部
:凹
線
2,
口
縁
部
!ヨ
ヨ
ナ
デ
,体

部
上
半
:タ
タ
キ
後
ハ
ケ
?,
体
部
下
半
:ハ

ケ
後
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

日
縁
部
ハ
ケ
,体
部
上
半
:指
押
え
,体
部

下
半
:ヘ
ラ
ク
ズ
リ
,底
部
:ナ
デ

鈍
い
栓

7 
5Y
R6
/4
蝉 蛹

密
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,雲

母
,角
閃
石
を
含
む

良
列
有
有

AⅨ
弥
生

す
器
贅
11
8
(6
5)

口
縁
端
部
:凹
線
2

体
部
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

7 
5Y
R6
/3
7 
5Y
R
6/
3
密
2m
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

良
有
征 〔

A区
生 器

弥 上
菱
19
0

1)
口
縁
端
部
:凹
線
2

ナ
デ

鈍
い
黄
褐

10
YR
5/
4
鈍
い
黄
褐

10
YR
5/
4
密
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
赤
色
粒
を
含
む

良
女 i
飩 ト
征 ト

A区
生 器

弥 土
甕
13
8
(3
2)

日
縁
端
部
:凹
繰
2

脈
都
ッ
ケヽ
ケ
‖
点
支

体
部
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

鈍
い
黄
掲

10
YR
5/
3
褐 7 
5Y
R
4/
3
や
や
を
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,雲

母
角
閃
石
を
含
む

良
有
有

A区
生 器

弥 土
4
15
0
(6
2)

日
縁
端
部
:凹
線
1,
日
縁
部
:ヨ
コ
ナ
デ
,体

讐
L:
タ
タ
キ
後
締
方
向
の
ハ
ケ

日
縁
部
:ヨ
コ
ナ
デ

無
部
:ナ
デ
精
押
え

鈍
い
褐

7 
5Y
R5
/8
鈍
い
褐

7 
5Y
R5
/3
や
や
宅
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

良
痴
征 ト
征 （

77
A区
SE
2

弥
生
甕
15
0
(6
2)

ヨ
縁
端
部
:凹
線
2,
日
縁
部
〔ヨ
ヨ
ナ
デ
,体

ξt
t 
L半
ッ
ケヽ

日
縁
部
:ヨ
コ
ナ
デ

体
部
上
半
:維
方
向
の
ハ
ケ
後
指
押
え

鈍
い
褐

7 
5Y
R5
/3
灰
褐
7 
5Y
R
5/
2
や
や
名
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

良
痴
従 ト
征 ＾

A区
弥
生
菱

(2
7)

1縁
y■
部
:凹
繰
2

磨
滅

鈍
い
褐

7 
5Y
R5
/4
鈍
い
褐

7 
5Y
R5
/4
や
や
宅
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

良
凋
虹 ＾
虹 ト

A区
SC
2

生 哭

弥 十
菱

(3
3)

口
縁
端
部
:凹
線
1,
磨
滅

ナ
デ

鈍
い
褐

7 
5Y
R5
/4

鈍
い
褐

7 
5Y
R5
/4

密
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

良
凋
鯉 ト
征 （

A区
生 器

弥 ■
変

(4
2)

コ
縁
端
部
:凹
繰
1

ョ
緻
都
ド
端
～
体
部
上
半
:ナ
デ

ナ
デ

体
部
上
半
〔ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

鈍
い
褐

7 
5Y
R5
/4
鈍
い
赤
褐

5Y
R5
/4
や
や
4
[～
3m
mの
石
英
)長
石
,雲
母

,

角
閃
石
を
含
む

良
征 ＾
征 ＾

A区
生 繋

体 ｌ ｉ
変
13
3
(1
48
1

本
部
:タ
タ
キ
或
は
横
方
向
の
ハ
ケ
後
縦
方
向

つ
ハ
ケ

指
押
え
,ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

鈍
い
黄
褐

10
YR
5/
3
鈍
い
黄
褐

10
YR
5/
3

密
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

良
有
有

A区
生 器
弥 土

変
27
 1
70
日
縁
部
:ヨ
コ
ナ
デ
,体
部
L半
:タ
タ
キ
後
ナ

デ
体
部
下
半
:ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
.底
部
:ナ
デ

口
縁
都
:ヨ
コ
ナ
デ
,体
部
L半
:指
押
え
,体

都
中
位
:板
ナ
デ
,横
方
向
の
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
,

体
部
下
半
:縦
方
向
の
ヘ
ラ
ク
ズ
リ
,底
部

:

明
掲
7 
5Y
R5
/6
鈍
い
橙

7 
5Y
R
6/
4

絶
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,雲

母
,角
閃
石
を
含
む

良
有
有

A区
生 器

体 と
姿
13
9
18
9
47
日
縁
部
:ナ
デ

休
都
:ハ
ケ

日
縁
都
～
体
都
上
端
:ナ
デ

体
部
:ヘ
ラ
ク
ズ
リ

鈍
い
黄
褐

10
YR
5/
4
灰
黄
褐
10
YR
6/
2

緒
lm
m以
下
の
長
Tr
,雲
母
,角
閃

石
,赤
褐
色
粒
を
含
む

良
有
有

A区
生 器
弥 土

褒
14
3
(4
2)

日
縁
端
部
:凹
線
2,
日
縁
部
:ヨ
ヨ
ナ
デ
,体

部
上
半
ッ
ケヽ

日
縁
部
:ヨ
ヨ
ナ
デ

体
部
上
半
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

J甘
禍

7 
5Y
R3
/4
黒
褐
7 
5Y
R3
/1

lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,雲

母
,角
閃
石
,赤
色
粒
を
含
む

艮
甑 ヽ
延 ヽ

A区
SE
2

生 器
弥 土

墾
13
6
(5
0)

口
縁
端
都
:凹
線
4

休
部
上
半
ッ
ケヽ

ナ
デ

鈍
い
褐
7 
5Y
R5
/3
鈍
い
褐
7 
5Y
R
5/
3
密
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

長
甑 ヽ
征 ヽ

A区
生 器

体 と
姿
15
6

ナ
デ

休
都
:ハ
ケ

口
縁
部
〔 ナ
デ

体
部
:ヘ
ラ
ク
ズ
リ
後
指
押
え

鈍
い
褐
7 
5Y
R5
/4
鈍
い
橙

7 
5Y
R6
/4

lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

良
甑 （
延 ＾

A区
SE
2

生 器
郷 上

饗
口
縁
部
:ナ
デ

休
部
上
半
ツ
クヽ

口
縁
部
:ナ
デ
,体
部
上
端
:粘
土
接
合
痕

,

体
部
上
半
サ
旨
押
え
後
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

鈍
い
黄
褐

10
YR
5/
4
鈍
い
褐

7 
5Y
R5
/4

lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
,赤
色
粒
を
含
む

艮
鍾 ヽ
延 ヽ

A区
SE
2

生 器
弥 土

甕
(4
7)

日
縁
端
部
:凹
線
2

休
都
上
半
:ナ
デ
,ハ
ケ

ナ
デ

鈍
い
褐

7 
5Y
R5
/3

鈍
い
褐

7 
5Y
R5
/4
や
や
ll
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,雲

母
,角
閃
石
,赤
色
粒
を
含
む

良
延 ヽ
征 〔
赤
色
顔
料
?付
着

A区
生 県

林 十
甕
15
6
(1
50
1

日
縁
端
部
:凹
繰
3,
体
部
上
半
:縦
方
向
の

ハ
ケ
体
蔀
下
半
:締
方
向
の
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
指
押
え
,ナ
デ
,ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

7 
5Y
R5
/4

DL
い
東
使

10
YR
5/
3

2m
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
み

良
位 ヽ
征 〔
赤
色
顔
料
?付
着

A区
生 器

沐 土
甕
12
7
22
2

日
縁
部
:ヨ
コ
ナ
デ
,頸
～
体
部
上
半
ッ
ケヽ

(工
具
ナ
デ
)後
ナ
デ
,仏
部
下
半
!ヘ
ラ
ミ
ガ

キ
,底
部
:磨
滅

日
縁
部
:ヨ
コ
ナ
デ
,頸
部
フ
ケヽ
(工
具
ナ

デ
),
ナ
デ
,体
部
上
半
:指
押
え
,ハ
ケ
(工

具
ナ
デ
),
体
部
下
半
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

鈍
い
橙

7 
5Y
R6
/4
橙 7
 5
YR
6/
6

密
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,雲

母
.角
閃
石
を
含
む

艮
有
有
体
部
中
位
に
焼
成
後
の
穿
孔

1,
内
面
に
鉄
分
沈
着

9]
A区

生 器

杯 と
甕
12
8
23
2
57
日
縁
部
:ヨ
ヨ
ナ
デ
,体
部
:磨
滅
,下
端
に
板

ナ
デ
.底
都
:ナ
デ

口
縁
部
:ヨ
コ
ナ
デ
,体
部
上
半
:槙
方
向
の

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
,体
部
下
半
:縦
方
向
の
ヘ
ラ
ケ
鈍
い
黄
橙

10
YR
5/
4
鈍
い
美
橙

10
YR
5
/4

4m
m以
下
の
石
英
,長
石
,雲

母
,角
閃
石
,赤
褐
色
粒
を
含
む
良
有
征 ト

胎
土
中
に
砂
礫
を
多
く
含
む

,

体
部
下
半
に
焼
成
後
の
穿
孔
1

A区
生 器

杯 上
菱

63
日
縁
都
:ヨ
ヨ
ナ
デ

休
部
ッ
ケヽ

日
縁
部
:ヨ
コ
ナ
デ
,体
部
と
半
:指
押
え
,ナ

デ
,体
部
下
半
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

鈍
い
黄
褐

10
YR
5/
4
鈍
い
黄
褐

10
YR
5
/4

密
2m
m以
下
の
長
石
,雲
母
,角
閃

石
,赤
褐
色
粒
を
含
む

良
有
征 ＾

A区
生 器

体 と
変
15
0
26
5
61
口
縁
都
:ヨ
ヨ
ナ
デ
,磨
滅

休
部
:磨
滅
.下
半
に
ハ
ケ

日
縁
部
:ヨ
ヨ
ナ
デ
,体
部
上
端
:指
押
え
,ナ

デ
、
体
部
:縦
方
向
の
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

鈍
い
黄
橙

10
YR
5/
4
暗
灰
黄
25
Y4
/
2
や
や
雅
3m
m以
下
の
石
英
,長
石
,雲

母
,角
閃
石
,赤
褐
色
粒
を
含
む
良
有
有
体
部
下
半
に
焼
成
後
の
穿
孔
1

A区
生 器

弥 土
菱
13
6
(7
7)

日
縁
端
部
:凹
線
2,
日
縁
部
:ヨ
ヨ
ナ
デ

体
部
上
半
:ハ
ケ

日
縁
部
:ヨ
コ
ナ
デ
,体
部
上
半
ツ
ケヽ
,指
押

え
,体
都
中
位
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

tt
い
橙

7 
5Y
R7
/4
飩
い
橙

7 
5Y
R7
/3

lm
m以
下
の
石
英
,長
石
を
含
む
良
鍾 ＾
延 （

内
面
に
付
着
物
,赤
色
顔
料

か
、
角
閃
石
を
含
ま
な
い



報
文

番
号

査 名

両̈ こ ヌ 一

造
構
名
種
類
器
種

法
量
(c
m)

文
様
・
調
整

色
調

胎
土

焼
成
黒
FI
T
媒 ． ゴ

備
考

日
径
器
高
底
径

外
雨

内
而

外
商

内
面
ホR
密

合
有
物
等

A区
生 器

赤 十
謎

(7
0)

体
部
ャ
ケヽ

体
部
サ
旨
ナ
デ
,爪
形
圧
痕

aL
い
亦
御

,Y
R5
/3
5V
R5
/
3

密
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

良
有
有

A区
生 器

杯 十
臣
22
9
(6
1)

日
縁
端
部
:凹
線
2

体
部
上
半
:l
lt
,横
方
向
の
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ナ
デ

「
し
い
束
的
燕
仰

10
VR
3/
2

lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
赤
色
粒
を
含
む

良
征 ＾
征 ＾

A区
生 器

弥 十
(8
2)
70

＼
ケ

磨
滅

地
い
橙
5Y
R6
/4
tt
い
黄
縛

10
YR
7/
2

lm
m以
下
の
石
英
,長
石
を
含
む
良

征 ¨
角
閃
石
を
含
ま
な
し

A区
生 怒

体 十
(7
4)
32

ケヽ
＼ ケ
後
ナ
デ

TI
也
ヤ`
的

7 
5Y
R5
/3

咄
い
東
礎

10
YR
7/
3

lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
赤
色
粒
を
含
む

良
銀 ト
有

A区
生 器

弥 土
(5
6)
74
磨
滅

ヘ
ラ
ケ
ス
リ

lt
い
橙
;Y
R7
/3
10
YR
3
/1
や
や
程
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

布
を
含
む

良
有
有

A区
生 器

弥 土
(7
0)

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ク
ス
リ

吹
It

7 
5Y
R4
/2
7 
5Y
R3
/J

宿
2m
m以
下
の
石
英
,長
石
,雲

母
角
閃
石
赤
褐
色
粒
を
含
む
良
有
有
内
而
に
赤
色
顔
料
付
着

A区
生 器

弥 土
(3
6)

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

辮 Ｍ
鈍 １
０

地
い
丈
褐

10
YR
5/
3

lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

良
凋
有
延 ′ヽ
、、

A区
生 器

称 上
(2
5)
74
ハ
ケ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

鈍
い
褐

7 
5Y
R5
/4
鈍
い
赤
褐

lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

百
赤
色
粒
を
含
む

良
鍾 ＾
征 ヽ

10
3
AI
五

生 器

赤 土
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

瑯 敵
鈍 Ю

髄
い
黄
橙

10
YR
6/
3
や
や
を
Im
m以
下
の
石
英
,長
石
,雲

母
,角
閃
石
を
含
む

良
延 ヽ

A区
弥
生

七
器

(4
9)

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

鈍
い
褐

7 
5Y
R5
/3

黒
褐
,5
Y3
/1
や
や
*F
lm
m以
下
の
石
共
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

良
有
有

A区
弥
生

土
器

磨
滅

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

褐 7 
5Y
R4
/3
地
い
褐

7 
5Y
R5
/3
や
や
を
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
、
赤
色
粒
を
含
む

良
剣
有
延 ヽ

A区
弥
生

士
器
臣
部

51
ナ
デ
,ハ
ケ

＼
ラ
ケ
ズ
リ

鈍
い
赤
褐

5Y
R4
/2
竜
い
赤
褐
や
や
壮
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,t
l閃

石
を
含
む

良
有
鉦 （

AI
X

生 器

弥 上
三
著
Б

(2
3)

ベ
ラ
ミ
ガ
キ

＼
ラ
ケ
ズ
リ

鈍
い
赤
掲

2 
5Y
R4
/4
lL
い
褐

7 
5Y
R5
/4
や
や
を
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

良
鉦 （

A区
生 器
郷 土

氏
常
Б

(2
7)

磨
滅

ラ
ケ
ズ
リ

鈍
い
褐

7 
5Y
R5
/3
鈍
い
褐

7 
5Y
R5
/3
や
や
を
2m
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

良
角
有

A区
SE
2

生 器

弥 土
蛋
部

(2
8)

ラ
ミ
ガ
キ

ラ
ケ
ズ
リ

鈍
い
褐

7 
5Y
R5
/4
屯
い
褐
'5
YR
5/
3
や
や
感
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
,赤
色
粒
を
含
む

鉦 小

11
0
A区
SE
2

生 器

弥 土
甍
音ヽ

(3
1)

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ラ
ケ
ズ
リ

灰
褐
7 
5Y
R4
/2
屯
い
赤
掲

,Y
R4
/3
や
や
を
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
,赤
色
粒
を
含
む

延 〔
有

11
1
A区
SE
2

生 器

弥 土
査
部

(3
5)
76
ラ
ミ
ガ
キ
,指
押
え

ラ
ケ
ズ
リ
,ナ
デ

鈍
い
褐

7 
5Y
R5
/3
舶
い
褐

7 
5Y
R6
/3
や
や
を
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
,赤
色
粒
を
含
む

良
好
有

11
2
A区

生 器

弥 土
査
都

ラ
ミ
ガ
キ
,指
押
え

ラ
ケ
バ
リ
,ナ
デ

鈍
い
褐

7 
5Y
R6
/3

lt
い
黄
橙

10
YR
6/
3

密
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

良
好
虹 （

は
部
外
而
に
薬
?の
押
圧
痕

11
8
A区
SE
2

生 器

弥 土
沐
28
7
(6
7)

脂
押
え
,ナ
デ
,ベ
ラ
ミ
ガ
キ

ラ
ケ
ズ
リ
,ナ
デ

tt
い
黄
褐

10
YR
5/
3
鈍
い
黄
褐

10
YR
5/
3
や
や
を
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,雲

母
,角
閃
石
を
含
む

良
有

11
4
A区
SE
2

生 器

弥 土
沐
29
0
(5
9)

』
線
4

ナ
デ

鈍
い
褐
7 
5Y
R5
/4
竜
い
褐

'5
YR
5/
4

密
lm
m以
下
の
長
石
,雲
母
,角
閃

石
を
含
む

範 〔
延 〔

11
5
A区
SE
2

生 番

弥 上
沐
18
2
(3
7)

ケヽ
,横
方
向
の
ナ
デ
或
は
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

唇
滅

鈍
い
黄
橙

10
YR
6/
3
灰
黄
褐
10
YR
5/
2
や
や
を
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

民
征 〔
有

11
6
A区
SE
2

生 器

弥 土
鉢

(5
9)

口
縁
端
部
:凹
線
2

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
?

ナ
デ
Or
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

鈍
い
黄
掲

10
YR
5/
4
鈍
い
黄
褐

10
YR
5/
4

密
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
,赤
色
粒
を
含
む

良
有
範 小

11
7
A区

生 器

体 ■
小
型
鉢
12
2
(8
7)

Gい
ハ
ケ
後
細
力ヽ
ハヽ
ケ

七
土
接
合
痕
,ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

灰
栂
7 
5Y
R4
/2
天
褐

や
や
τ
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
ホ
仲
泣
″
含
す
o

良
有
範 ヽ

A区
生 器

弥 土

広
片
口

皿 片
口
甘「

(3
5)

日
縁
端
部
:ケ
ズ
リ
体
部
上
半
:ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
ラ
ミ
ガ
キ

鈍
い
褐

7 
5Y
R5
/3

屯
い
掲
'5
YR
5/
3
や
や
τ
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

良
住 （
範 小

内
而
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
精
緻
で
単
位

見
え
ず

A区
SE
2

生 器

体 と

広
片
口

皿
(7
4)

ケヽ
ラ
ケ
ズ
リ
,磨
耗
或
は
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

鈍
い
貢
橙
lL
い
東
橙

OY
R6
/4

密
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,雲

晟
角
関
石
赤
褐
色
粒
を
含
む
良
好
征 ＾
有
勺
面
に
赤
色
顔
料
lN
l看

A区
SE
2

生 器
弥 土

広
片
口

皿
日
縁
端
部
:ケ
ズ
リ
体
部
上
半
:指
押
え
ラヽ
ミ
ガ
キ

掲
10
YR
4/
1
屯
い
褐
ア
5Y
R
5/
3
密
Im
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

良
鶴 ｎ
倣 ＾



文 号

報 番
区
ク
遺
構
名
種
類
器
種

法
量
(c
m)

文
様
・
調
整

色
調

男 台
土

黒
Il
l
煤 ． び

備
考

口
径
器
高
底
径

外
面

内
面

外
面

内
面
粗
宿

含
有
物
等

A区
生 器

弥 土
高
杯

18
2
15
9

日
縁
端
部
:凹
線
2,
日
縁
部
:ナ
デ
,杯
部

:

分
割
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
,脚
部
サ
旨
押
え
,ヘ
ラ
ミ
ガ

キ
,上
段
に
3箇
所
,下
段
に
2個
1組
で
4箇

所
の
円
孔
,裾
都
:ナ
デ
,裾
端
郡
:凹
線
上

口
縁
部
:ナ
デ

杯
部
:分
割
?ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

脚
部
:ヘ
ラ
ク
ズ
リ

褐 7 
5Y
R4
/3
禍 7 
5Y
R4
/3

密
2m
m以
下
の
石
英
,長
石
,雲

母
,角
閃
石
,赤
褐
色
粒
を
含
む
良
有
飢 〔

杯
部
内
外
而
に
赤
色
顔
料
伺

着

A区
生 器

弥 土

杯 部

高 杯
ナ
デ
ロ
縁
端
都
:凹
線
2

ナ
デ

)L
い
橙
ア
5Y
R6
/4
北
い
橙

'5
YR
6/
4

密
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

良
好
征 ヽ
範 一
赤
色
顔
料
付
着

12
3
A区

生 界

体 十
寄
オ不
22
0
(3
1)

ナ
デ

杯
部

:
、
1戸

不
都
:ハ
ケ
後
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

地
い
赤
褐

,V
R5
/4
・
Lい
黄
褐

,V
R5
/4

密
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
,赤
色
粒
を
含
む

良
征 小
征 小

A区
杯 歎

一 局 旅
(3
8)

ナ
デ

ナ
デ

竜
い
褐

沌
い
褐

密
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
″
合
す
|

艮
有
鉦 ＾

A区
征 器

か と

杯 獣

一働 沐
(3
4)

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

杯
都
底
に
ヘ
ラ
状
工
具
痕

不
部
:ベ
ラ
ミ
ガ
キ

iY
R5
/4
5Y
R5
/4
や
や
を
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,雲

日
 
色
閑
パ
未
魯
貯
歩
合
か

良
征 ＾
範 い

AI
二

生 器
弥 土

イ 鍬

一 罰 脚
(1
03
)
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ナ
デ

lt
い
黄
橙

10
YR
6/
4
黄
灰
25
Y5
/1
,や
判
2m
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
赤
色
粒
を
含
む

良
征 〔
飩 【

A医
生 器
弥 土

杯 郎

一 島 脚
(1
02
)

昏
減

指
ナ
デ

屯
い
褐
'6
YR
6/
3
灰
黄
褐
10
VR
5/
2
や
や
を
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
,赤
色
粒
を
含
む

良
好
笠 小
鍾 ト

A区
生 器

林 十
罰
杯

(7
8)

能
方
向
の
ハ
ケ

ナ
デ
,粘
土
接
合
痕

屯
い
橙
生
5Y
R7
/3
鈍
い
橙

7 
5Y
R
7/
3

密
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
を
含
む
良
好
鉦 （
飩 ＾
角
閃
石
を
含
ま
な
▼

A区
生 黙

林 十

杯 歎

一 局 ｌ
ｍ

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ナ
デ

沌
い
褐
鈍
い
褐

7 
5Y
R5
/3
や
や
ll

2m
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
合
す
o

良
延 （
鉦 〔

不
部
と
接
合
し
た
際
の
粘
上
の

たl
HI
L痕
有
り

A区
鉦 器

小 上

杯 鍬

一蜀 脚
(5
5)

円
TL
,ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ナ
デ

'5
YR
5/
4
7 
6Y
R5
/4

密
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,金
雲

母
角
関
石
赤
得
泣
歩
合
す
f
良
好
銀 小
鍵 小

A区
生 器
弥 上

杯 凱

一 罰 闘

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
or

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ナ
デ

黒
掲
10
YR
3/
1
票
褐
10
YR
3/
1
や
や
を
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

良
有
鍵 小
芍
外
断
而
全
て
が
黒
変

A区
生 器
弥 土

杯 執

一 ヨ 脚
(1
20
)

上
・
下
段
に
各
々
円
孔
3,
裾
部
ツ
ケヽ
,裾
端

部
凹
線
2

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

屯
い
赤
褐

,Y
R5
/4
鈍
い
赤
褐

5Y
R5
/3

絡
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,雲

母
.角
閃
石
.赤
褐
色
粒
を
含
む
良

外
而
松
端
部
に
赤
色
次
料
付

着

13
3
A区

生 器

体 と

杯 部

一 局 脚
(9
0)
14
6
円
子
L:
上
段
1,
下
段
4箇
所
現
存

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

指
押
え
,ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

地
い
天
橙

10
YR
5/
3
鈍
い
黄
橙

10
YR
5/
4

lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,金
雲

母
,角
閃
石
,赤
色
粒
を
含
む

良
有
征 （

A区
生 器

祢 ■

杯 歎

一 局 聞
円
孔

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

沌
い
赤
褐
鈍
い
赤
褐
や
や
空
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
赤
魯
締
″
合
オ
|

良
延 小
鉦 （

A区
生 器

体 土

杯 欺

一 働 脚
(3
2)

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

裾
端
部
:ヨ
ヨ
ナ
デ
上
端
に
円
子
Ll

ヨコ
ナ
デ

則
い
東
拘

10
YR
5/
3
7 
5Y
R5
/4

密
オm
m以
下
の
石
英
,長
石
,雲

ユ
角
閃
石
赤
褐
仲
lh
iを
含
す
?
良
好
有
位 小

+面
裾
端
部
に
赤
色
顔
料
付

A区
生 器

弥 土

杯 歎

一 日 脚
(9
7)
16
8
ケヽ
,ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
,円
孔
5

上
半
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

下
半
:ナ
デ
? 
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
?

地
い
褐
′ 5
YR
5/
4
鈍
い
褐

7 
5Y
R5
/3
や
や
判
1～
2m
mの
石
英
,長
石
,角
閃

石
赤
色
粒
を
含
む

良
有
住 小

A区
生 器
が 上

杯 鍬

一 司 ｌ
ｍ

(3
2)
22
0
啓
滅

昏
滅

珀
い
黄
橙

10
YR
6/
3
鈍
い
黄
褐

10
YR
5
/3
や
や
を
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
赤
色
粒
を
含
む

良
好
笹 ト
住 ト

A区
生 器
弥 土

杯 純

一 島 脚

ナ
デ
据
端
部
i凹
線
2

ナ
デ

随
い
褐

7 
5Y
R6
/3
灰
褐
7 
5Y
R5
/2

密
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,金
雲

母
,角
閃
石
を
含
む

良
虹 ト
僅 ヽ

Λ
区

生 器

弥 土
杯 都

一 局 脚
23
2
据
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
,円
子
し
1

据
端
部
iヨ
ヨ
ナ
デ

ラ
ケ
ズ
リ
,ナ
デ

鈍
い
褐

7 
5Y
R5
/3
鈍
い
黄
褐

10
YR
5/
3
密
lm
m以
下
の
長
石
,雲
母
,角
閃

石
,赤
褐
色
粒
を
含
む

艮
好
征 （
有
外
面
裾
端
部
に
赤
色
顔
料
付

着

A区
生 器

弥 土

杯 部

一 島 脚
(2
2)

据
端
部
i凹
線
1

ヨ
ナ
デ
,ハ
ケ
ロ
が
残
る

的 蜘
鈍
い
赤
褐

5Y
R5
/4
や
や
を
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

良
餌 （
征 （

At
tX

生 器

弥 土
主
日
こ
15
8

90

日
縁
)l
il
tt
「
l線
2,
日
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
,す
旨

押
え
,顎
部
:斜
線
文
,体
部
上
半
フヽ
ケ
,

磨
滅
,体
部
下
半
ハ
ケ
後
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
,底

部
:ナ
デ

口
縁
部
:ヨ
ヨ
ナ
デ
,頸
部
:1
旨
押
え
,絞
り

目
,体
部
上
半
サ
旨
押
え
,体
部
下
半
:ヘ
ラ

ケ
ズ
リ

鈍
い
黄
橙

10
YR
6/
3
鈍
い
黄
橙

10
YR
6
/3

密
2m
m以
下
の
石
英
,長
石
,雲

母
,角
閃
石
,赤
褐
色
粒
を
含
む
良
妬
有
有

A区
生 器

弥 土
怒
台
32
 5
(2
28
)

口
縁
端
部
:鋸
歯
文
,竹
管
文

日
縁
部
:粘
土
紐
接
合
痕
,ヨ
ヨ
ナ
デ

筒
都
:上
,中
,下
位
に
凹
線
に
よ
る
区
画

,

文
様
帯
は
刺
突
文
,鋸
歯
文
な
ど
の
線
亥
1に

よ
る
,方
形
透
か
し
は
,上
(下
)段
に
4方

向
,下
端
に
は
円
形
透
か
し
を
(4
方
向
?)

口
縁
部
～
筒
部
上
位
:ヨ
コ
ナ
デ

筒
都
:指
押
え
、
指
す
デ
下
端
に
ハ
ケ

鈍
い
橙

7 
5Y
R6
/4
鈍
い
橙

7 
5Y
R6
/4

密
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,雲
母

を
含
む

良
交
有
征 小

角
閃
石
を
含
ま
な
い
,結
晶
片

岩
?含
む
,筒
部
上
段
の
凹

線
に
一
部
赤
色
顔
料
付
着



文 号

報 番

査 名

調 区
遺
構
名
種
類
器
種

法
量
(c
m)

文
様
・
調
整

色
調

胎
土

焼
成
黒
珈
煤
・
こ
1ず

備
堵

日
径
器
高
底
径

外
而

内
面

外
面

内
面
粗
密

含
有
物
等

A区
SE
2

生 器
い 土

一 餌
14
0
(5
7)

懸
滅

磨
滅

絞
り
目

屯
い
赤
褐
地
い
赤
褐

'Y
R5
/3

や
や
を
lm
m以
下
の
石
英
,長
石

,

石
赤
色
粒
を
含
す
F

角
閃
良
範 小
鮭 小

A区
生 器
郷 土

広
日
重

口
縁
部
:粘
土
接
合
痕

頃
部
〔 縦
方
向
の
ハ
ケ
後
ナ
デ

ナ
デ

鈍
い
橙
7 
5Y
R6
/4
鈍
い
橙

7 
5Y
R6
/4
や
や
鶏
2m
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
赤
色
粗
を
合
す
F

良
健 小
住 ヽ

A区
生 器

弥 土
費

13
 1

口
縁
部
:ヨ
ヨ
ナ
デ
,体
部
上
半
ッ
ケヽ
,体
都

中
位
:ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

日
縁
部
:ヨ
コ
ナ
デ
,日
縁
部
:ヨ
ヨ
ナ
デ
,体

部
上
半
:ナ
デ
,体
部
下
半
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
鈍
い
黄
橙

10
YR
7/
3
鈍
い
黄
橙

10
YR
7/
2
や
や
壮
をm
m以
下
の
石
英
,長
石
を
含
む
良
有
征 ヽ
角
閃
石
を
含
ま
な
い

A区
SE
2

生 器

弥 土
饗

口
縁
都
:指
押
え
,粗
い
ハ
ケ
,体
部
上
半

:

狙
い
ハ
ケ
,体
部
下
半
:細
か
い
ハ
ケ

クヽ
,ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

鈍
い
赤
褐

5Y
R5
/4
蜘 蜘

や
や
を
2m
m以
下
の
石
夷
,長
石
,角
閃

石
赤
色
泣
//
含
す
r

良
儀 ＾
征 小

A区
生 器

弥 上
莞
14
0

日
縁
端
部
:凹
線
1

ハ
ケ
,ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

体
部
上
半
:指
押
え

体
部
下
半
〔ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

鈍
い
☆
袴

10
YR
6/
3
鈍
い
黄
橙

10
YR
6/
4
密
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

良
有
従 ト

A区
生 器

弥 上

重 体
(1
45
!

列
点
文
´ヽ
ラ
ミ
ガ
キ

ナ
デ
,指
押
え

鈍
い
橙

7 
5Y
R6
/4
灰
黄
褐
10
YR
5
/2
や
や
雅
4m
m以
下
の
布
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

良
有
征 〔
角
閃
石
の
合
冶
量
少
な
い

A区
生 器

弥 土
箋
16
0
(1
62
1

口
縁
端
部
:凹
線
1

体
部
上
半
:ナ
デ

体
部
上
半
:ナ
デ

灘 Ｍ
鈍 １
０

鈍
い
黄
橙

10
YR
5/
4

密
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
,赤
色
粒
を
含
む

良
位 ト
征 ヽ

A区
生 哭

弥 ＋
養
21
2
(5
8)

ナ
デ
日
縁
端
部
:凹
線
2

指
押
え

沌
い
褐
「
5Y
R5
/4
鈍
い
褐
7 
5V
R5
/4
や
や
堰
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
,赤
色
粒
を
含
む

良
好
虹 ヽ
煙 〔

A区
生 器
い 土

輩
14
6
(4
3)

日
稼
部
:ヨ
コ
ナ
テ

体
部
上
半
:指
ナ
デ

日
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ

体
苫ヽ
と
半
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

7 
5Y
R4
/4
伯 7 
5Y
R4
/4

密
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
赤
侮
対
力
合
す
|

良
征 （
征 （

A区
生 器

弥 土
疑
16
6
(7
3)

日
縁
端
部
:凹
線
1

磨
滅

体
都
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

鈍
い
黄
褐

10
YR
5/
3
鈍
い
褐
7 
5Y
R5
/4
や
や
壮
Im
m以
下
の
石
芙
,長
石
,角
閃

石
赤
色
粒
を
含
rr

良
住 心
有

A区
生 器

弥 土
菱

27
8
71
口
縁
端
部
:凹
線
1,
体
部
上
半
iハ
ケ
,体
計

中
位
:列
点
文
,体
部
下
半
:縦
方
向
の
ヘ
ラ
体
部
上
半
:指
押
え

体
都
下
半
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

鈍
い
赤
褐

5Y
R5
/4
鈍
い
掲

7 
5Y
R6
/3
や
や
lI
1～
3m
mの
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

良
有
征 小
赤
色
顔
料
?伺
着

A区
生 器

弥 土
鉢
35
0
(1
25
)

日
縁
都
～
体
部
上
半
:ヨ
ヨ
ナ
デ
,ハ
ケ
?

体
部
下
半
:ハ
ケ

回
縁
部
:ヨ
コ
ナ
デ

体
都
〔 磨
滅
,指
押
え

鈍
い
怪

7 
5Y
R6
/4
鈍
い
黄
橙

10
VR
6/
4
や
や
狂
2m
m以
下
の
長
石
,雲
母
,角
閃

石
ホ
褐
色
粒
を
含
む

良
征 小
征 〔
内
而
に
赤
色
顔
料
付
着

A区
生 興

弥 ＋
鉢

(1
88
)

口
縁
部
:ヨ
ヨ
ナ
デ
,体
部
上
半
:
指
押
え

,

ケ
,体
都
下
半
:ハ
ケ
後
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

日
縁
部
:ヨ
ヨ
ナ
デ
,体
部
上
半
:ヘ
ラ
ミ
ガ

キ
,体
部
下
半
:横
方
向
の
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

II
tい
黄
褐

10
YR
5/
8
鈍
い
黄
掲

10
YR
5
/3

2m
m以
下
の
長
石
,雲
母
,角
閃

石
.金
雲
母
を
含
む

良
征 〔
有
内
面
に
赤
色
顔
料
付
着

A区
生 器

弥 土
直
日
壺
11
2
(2
05
)

Π
稼
部
:ヨ
ヨ
ナ
ア
,類
部
:凹
線
文
,刻
日

文
,体
都
上
半
:竹
管
文
,体
都
中
位
:横
方

向
の
ベ
ラ
ミ
ガ
キ
,体
部
下
半
:縦
方
向
の
へ

日
縁
部
:ヨ
コ
ナ
デ

頸
～
体
部
上
半
:指
押
え
,指
ナ
デ

体
部
下
半
:ヘ
ラ
ク
ズ
リ

沌
い
橙
,V
R6
/4
鈍
い
橙
5Y
R6
/4
や
や
刑
】m
m以
下
の
石
英
,長
石
を
含
む
良
有
征 ヽ
角
閃
石
を
含
ま
な
い

A区
生 典

祢 十
菱
12
8
(5
2)

体
部
上
半
フ
ケヽ

ナ
デ
体
部
上
半
指
押
え

橙 Ｒ
６
い 叫

鈍
い
褐

7 
5Y
R6
/3

密
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
,赤
色
粒
を
含
む

良
征 〔
髄 小

A区
生 黙

体 ■
獲

(2
8)

日
縁
端
部
!凹
線
1

休
都
ハ
ケ
傍
口
縁
執
ョ
ヨ
ナ
デ

日
縁
部
:ヨ
コ
ナ
デ

体
部
上
端
:指
押
え
,ナ
デ

沌
い
橙

'5
YR
6/
コ

橙 7 
5V
R6
/6
や
や
を
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
,赤
色
粒
を
含
む

良
好
征 小
範 〔

A区
生 器

体 十
菱

(3
9)

口
縁
端
部
:凹
繰
2,
日
縁
下
端
～
体
部
:ヨ
コ

ナ
デ
体
都
「
半
ッ
ケヽ

ナ
デ

竜
い
褐

'5
YR
5/
3
地
い
掲
7 
5Y
R5
/3
や
や
を
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
を
含
む
良
征 小
釦 小
角
閃
石
を
含
ま
な
い

A区
生 怒

体 十
変
17
0
(4
3)

日
縁
端
部
:p
l線
2,
日
縁
部
!ナ
テ

ナ
デ

又
黄
褐
10
YR
4/
2
灰
黄
褐
10
YR
4/
2
や
や
鶏
2m
m以
下
の
石
英
,長
石
,雲
母

を
含
む

良
鯉 ｎ
有
角
閃
石
を
含
ま
な
立

A区
生 器

か 土
不
明

日
緻
部

(1
6)

ナ
デ

ナ
デ

鈍
い
赤
褐

5Y
R5
/4
池
い
赤
褐

,Y
R5
/4
や
や
を
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
,赤
色
粒
を
含
む

良
飩 ト
飽 （

A区
生 器

杯 と
姿

(3
7)

春
滅

善
滅

鈍
い
褐

7 
5Y
R5
/3
屯
い
褐

'5
YR
5/
3

密
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

良
虹 〔

A区
生 器

杯 土
底
部

春
滅

ラ
ケ
ズ
リ

灰
黄
褐
10
YR
6/
2
鈍
い
黄
橙

10
YR
6/
4
や
や
を
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

有

A区
生 器

杯 上
鉢

(5
6)

ケヽ
ラ
ミ
ガ
キ

鈍
い
褐

7 
5Y
R5
/3
掲
灰
IO
YR
4
/1
や
や
を
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
,赤
色
粒
を
含
む

良
婿
有

A区
生 器

体 土

杯 都
一局 外

日
縁
端
部
:凹
線
2,
日
縁
部
:ナ
デ
,杯
部

!

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ナ
デ
不
を
[!
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

鈍
い
褐
7 
5Y
R5
/4
竜
い
褐

'5
YR
5/
4

lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

鍾 小
虹 ト

A区
生 器

小 と

杯 鍬

一局 ス

ナ
デ

日
縁
端
部
:凹
繰
2

鈍
い
赤
褐

5Y
R5
/4
屯
い
赤
褐

iV
R5
/
4

1～
2m
mの
石
英
,長
石
,角
閃

石
,赤
色
粒
を
含
む

良
蝕 ＾
皿 ヽ

B 
EX

買
恵
器
不
身

50
ケ
ズ
リ
,ナ
デ

♭(
N6
/0

荏
1～
2m
mの
石
英
,長
石
を
含
む
良
甑 （
征 （

B区
土
師
器
獲

ナ
デ

オ
デ

鈍
い
栓
7 
5Y
R6
/4
沌
い
栓
'5
YR
6/
4

lm
m以
下
の
石
英
,長
石
を
含
む
良
有
征 ＾



文 号

報 番
逮
構
名
種
類
器
TI

法
量
(c
m)

文
様
・
調
整

色
調

胎
土

暁
赫
黒
班
鉾 ゴ

備
考

区
姥

日
径
器
高
底
径

外
面

内
面

外
而

内
而
粗
密

含
有
物
等

B区
上
師
器
養

(5
4)

昏
滅

ナ
デ
,磨
滅

浅
黄
橙
7 
5Y
R8
/3
淡
橙

や
や
狂
Im
m以
下
の
石
英
,長
石
を
含
む
良

伍 い

17
0
B区

土
師
器
杯 部

一 尉 不
12
9
(5
4)

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

鈍
い
栓
鈍
い
橙

7 
5Y
R7
/8
や
や
狂
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
を
含
む
良
有
髄 ト

17
1
B区

土
師
器
高
イ
?

Ff
N?

督
滅

磨
滅

浅
東
橙
7 
5Y
R8
/3
鈍
い
黄
橙

宿
lm
m以
下
の
石
英
,赤
色
l‐
を
含
不
良
範 ヽ
健 小

B区
土
師
器
杯 報

一 局 陶
(5
3)

省
土
接
合
痕
,ナ
デ

粘
土
接
合
痕
,ナ
デ

鈍
い
貢
橙
蠅
い
貢
橙
や
や
者
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
を
含
む
良
有
住 い

B区
上
師
器
杯 部

一 局 杯
(2
4)

昏
滅

粘
土
接
合
痕

灰
自

灰
自

や
や
を
とm
m以
下
の
石
実
,長
石
を
含
む
良
有
住 ト

BI
X

土
BT
器
苛
杯
13
0
11
0

デ
,磨
滅

磨
滅
,脚
部
:粘
土
接
合
痕

鈍
い
貢
橙
鈍
い
貢
橙

10
YR
7/
2
や
や
を
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
を
含
む
良
範 小
髄 い

17
5
B区

土
RT
器
高
杯
14
0

昏
i城

磨
滅
,脚
部
:粘
土
接
合
痕

浅
衰
橙
7 
5Y
R8
/4
浅
貢
橙

7 
5Y
R
3/
4
や
や
を
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
を
含
む
良
仙 小
征 〔

17
6
B区

土
信 T
器
霊
口
五

14
1

ナ
テ

橙
5Y
R6
/6
橙
5Y
R
7/
6
や
や
癌
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
を
含
む
良
有
艇 ヽ

C区
SD
7
+天
亡
跡

弥
生

土
器

明 縁
小 日
15
8
(1
9)

審
滅

磨
滅

灰
黄
褐
10
YR
6/
2
褐
灰
10
YR
4/
1
粗
1～
2m
mの
石
英
,長
石
を
含
む
良
銀 ＾
征 （
角
閃
石
を
含
ま
な
ヽ

C区
弥
生

上
器
甕
?

(4
8)

ケヽ
後
タ
タ
キ

ナ
デ

鈍
い
黄
橙

10
YR
6/
4
褐
灰
10
YR
4/
1
や
や
を
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
,赤
色
粒
を
含
む

良
凋
有
征 ＾

C区
削 堺

須
恵
器
杯
身
13
8
32

]転
ナ
デ

氏
を
Б
切
り
離
し
:ヘ
ラ
オ
ヨ
シ

回
転
ナ
デ

鈍
い
策
橙

10
YR
7/
2
鈍
い
黄
橙

10
YR
7/
2
や
や
を
とm
m以
下
の
石
英
,長
石
を
含
む
良
狂
包 ＾
鉦 ヽ
芍
外
而
に
火
4H
E痕

C区
畑 堤

生 器

弥 上
養
11
6
(2
7)

クヽ
ナ
デ

鈍
い
橙
7 
5Y
R6
/4
鈍
い
橙

7 
5Y
R6
/4

密
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,雲

鰍
、
角
閃
石
を
含
む

良
狂
銀 ＾
鉦 ヽ

C区
ＳＲ
‐ 坦

生 器
郷 土
ミ
Ч
`

(2
1)

各
滅

磨
滅

鈍
い
赤
掲

5Y
R5
/3

ft
い
橙

2 
5Y
R6
/4
や
や
を
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

良
有
甑 ト

C区
ＳＲ
‐ 捌

生 器

体 十

杯 部

一 罰 ム
ヨヨ
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ

天
黄
褐
10
YR
5/
2
咲
黄
褐
10
YR
5/
2
や
や
を
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,雲
母

を
含
む

良
舛
延 （
鉦 ヽ
角
閃
石
を
含
ま
な
い

C区
１ 国

Ｓ
Ｒ 卜

生 器

体 十

杯 蔀

一 局 泳
(1
3)

帖
土
接
合
痕

ナ
デ

竜
い
橙
′ 5
YR
6/
4
池
い
橙
'5
YR
6/
4
や
や
窮
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

艮
後 小
鉦 ＾

C区
１ 腐

生 器

体 十

杯 獣

一 品 聞
』
線
1,
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

艶
い
黄
褐

10
YR
5/
3
灰 Ｙ
Ｒ

掲 １
０

や
や
を
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

良
有
健 小

C区
SR
l

生 器

休 十

杯 歎

一 品 脚
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ラヽ
ケ
ズ
リ

飩
い
黄
褐

10
YR
5/
4
疋
褐

'5
YR
4/
2

粗
2m
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

良
有
臣 小

C区
１ 薦

Ｓ
Ｒ ♯

上
側
i器
変

(1
55
)

指
押
え
,ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

屯
い
橙
'5
VR
6/
4
灰
黄
褐
10
YR
6/
2
や
や
を
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,金
雲

母
を
合
む

良
征 〔
有
角
閃
石
を
含
ま
な
い

18
7
CF
X
ＳＲ
‐ 稗

生 器
弥 土

広
口
重

(5
9)

口
縁
部
:ナ
デ

頸
部
:縦
方
向
の
ハ
ケ

口
縁
部
:ナ
デ

顕
部
サ
旨
押
え

池
い
褐
'5
YR
6/
8

褐 Ｒ
６
椰 明

や
や
を
2m
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
,金
雲
母
を
含
む

良
伍 ”
鍾 ト
代
の
痕
有
り

C区
ＳＲ
‐ 弼

生 器
弥 土

広
日
壺
16
4
(3
9)

日
縁
部
:ナ
デ

頸
都
ッ
ケヽ

口
縁
部
iナ
デ

rR
部
サ
旨
押
え

竜
い
褐
′
5Y
R6
/3
蝉 勘

や
や
�
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

良
範 ＾
住 小

C区
ＳＲ
‐ 開

生 器

弥 上
広
日
壺
13
8
(2
6)

曰
縁
端
部
:凹
線
1

日
縁
部
!ヨ
コ
ナ
デ

頸
菩
b:
ハ
ケ

口
縁
音
L:
ヨ
ヨ
ナ
デ

随
い
橙

7 
5Y
R6
/4
鈍
い
橙

7 
5Y
R6
/4
や
や
鶏
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
を
含
む
良
範 ト
虹 ト
角
閃
石
を
含
ま
な
い

CX
SR
l

下
層

年 器
弥 土
広
口
壷
16
0
(1
1)

ヨ
ヨ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

地
い
黄
褐

10
YR
5/
3
灰
黄
掲
10
YR
6/
2
や
や
を
lm
m程
度
の
石
英
,長
石
を
台
む
良
範 ヽ
鍾 （
角
閃
石
を
含
ま
な
い

C区
ＳＲ
‐ 碑

生 器
獅 上
広
口
壷
14
6
(2
1)

日
縁
端
部
:凹
線
2

ヨ
ヨ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

疋
自
15
Y8
/2
天
自
」
5Y
8/
2

密
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
を
含
む
良
′
征 小
煙 （
角
閃
石
を
含
ま
な
い

C医
削 弼

生 器
弥 上
広
口
竜
21
0
(2
3)

』
線
3,
磨
滅

ヨ
コ
ナ
デ

飩
い
黄
褐

10
VR
5/
3
吸
黄
褐
10
YR
5
/2
や
や
を
2m
m以
下
の
石
英
,長
石
,t
l閃

石
を
含
む

良
有
征 ト

C区
ＳＲ
‐ 郡

年 器
不 と
広
口
壺

(4
0)

ヨ
縁
端
部
:凹
緑
2,

茎
,戯

轡
滅

屯
い
褐
生
5Y
R5
/4
灰
太
褐
10
YR
5
/2
や
や
4
」m
m以
下
の
石
英
,長
石
,赤
色

笠
を
含
む

良
範 小
延 ト
ホ
色
顔
料
?付
着

C区
１ 婚

Ｓ
Ｒ 下

生 器
弥 土

長
頸
壷

佃
か
い
ハ
ケ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
,ナ
デ
,絞
り
目

地
い
黄
橙

10
YR
6/
3
鈍
い
黄
橙

10
YR
6
/3
や
や
盛
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,金
雲

母
力
含
tF

良
好
有
筵 ト
角
閃
石
を
含
ま
な
ヽ



文 号

報 番

査 兆

調 区
遺
lh
‐
名
種
類
器
種

法
量
(c
m)

文
様
。 調
整

色
調

胎
土

完
成
里 ト

煤
・
こ
(ず

備
考

日
径
器
高
底
径

外
商

内
雨

外
面

内
面
*R
密

合
有
物
等

C区
１ 隠

Ｓ
Ｒ 下

Иヽ
イと
長
頸
壺

(1
41

ケヽ
勇
部
上
端
:ヨ
ヨ
ナ
デ
,頸
～
体
部
上
端
サ
旨

早
え
後
ナ
デ
体
都
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

灰
黄
褐
10
YR
6/
2
灰
黄
褐
10
YR
6/
2
や
や
を
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
た
含
rr

史
範 ＾
範 ト

C区
１ 瞬

訳 下

生 器

体 十
長
頸
壺

(6
8)

先
線
,縦
方
向
の
ハ
ケ

ナ
デ

灰
黄
褐
10
YR
5/
2
灰
黄
掲
10
YR
5
/2

密
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,金
雲

忌
を
含
tr

良
僅 ト
角
閃
石
を
含
ま
な
ヤ

C区
� 弼

生 器

体 十
甕
12
0
(6
6)

日
縁
端
部
:凹
線
1

鎖
～
体
部
ッ
＼
ケ

踊
音
I:
ハ
ケ

10
YR
6/
3
範
い
黄
橙

10
VR
6/
3
や
や
を
石
英

,
長
石
,角
閃
石
を
含
む

良
伍 小
範 ト

C十
五
１ 屈

球 下

生 哭

体 十
菱

ヨ
コ
ナ
デ

]ヨ
ナ
デ

7 
5Y
R6
/4

It
い
橙
'5
YR
6/
4
密
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
を
含
む
良
好
血 小
伍 〔
角
閃
石
を
含
ま
な
い

C区
１ 層

Ж 下

生 雲

小 十
鍵

(1
9)

口
縁
端
部
:凹
線
2

ナ
デ

褐 7 
5Y
R4
/3
鈍
い
黄
掲

10
YR
5/
3
密
lm
m以
下
の
石
英
,長
石

,

石
歩
合
す
ρ

角
閃
良
伍 小
征 ＾

C区
淑 稲

生 架

小 十
甕

ナ
デ

オ
デ

橙 7 
5Y
R6
/6
臣 7 
5Y
R6
/6
や
や
ヽ
!m
m以
下
の
石
英
,長
石
,赤
色

笠
を
含
む

良
範 小
位 ト
角
閃
石
を
含
ま
な
ヽ

C区
ｍ 騨

生 器

体 上
変

日
縁
部
:ヨ
コ
ナ
デ

体
部
:縦
方
向
の
ハ
ケ

日
縁
部
:ヨ
ヨ
ナ
テ

体
部
:指
押
え

鈍
い
褐
7 
5V
R5
/3
鈍
い
掲

7 
5V
R5
/3
や
や
を
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
金
雲
母
を
含
む

良
飩 ヽ
有

C区
ＳＲ
‐ 柳

化 器
菱

(3
7)

日
縁
端
部
:凹
線
1,
日
縁
部
:ヨ
コ
ナ
デ
,体

部
ッ
ヘ
ケ

日
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ

休
部
:ナ
デ

灰
褐
7 
5Y
R6
/2
鈍
い
褐

7 
5Y
R6
/3
や
や
七
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
雲
母
を
含
む

良
他 ＾
征 ヽ

C区
１ 同

燎 下

生 器

弥 土
甕

ヨ
コ
ナ
デ

,コ
ナ
デ

鈍
い
褐
7 
5Y
R5
/4
鈍
い
褐

7 
5Y
R5
/4
や
や
壮
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

百
を
含
む

良
飩 小
鉦 ト

C区
ＳＲ
‐ 靱

生 器

小 上
甕

日
縁
端
部
:凹
線
1,
口
縁
部
:ヨ
コ
ナ
デ

体
部
:ハ
ケ

頃
部
:指
押
え

本
部
:指
ナ
デ
,板
ナ
デ

鈍
い
黄
橙

10
YR
6/
8
仄
黄
褐
10
YR
6
/2

密
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

良
甑 小
飢 ＾

20
5
C区
ＳＲ
‐ 前

生 器

小 と
甕

(H
7)

ケヽ
本
部
上
半
サ
旨
押
え

本
部
下
半
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

鈍
い
黄
橙

10
YR
7/
3
鈍
い
黄
橙

10
YR
7/
3
や
や
宅
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

良
舛

虹 ＾
角
閃
石
の
含
有
量
少
な
い

CI
ＳＲ
‐ 蒋

弥
生

土
器

一 氏
(3
5)
37
磨
滅

ケヽ
,工
具
痕

褐 7 
5Y
R4
/3
北
い
褐
'5
YR
5/
4
や
や
冦
2m
m以
下
の
石
英
,長
石
,金
雲

母
を
含
む

範 小
虹 ト
角
閃
石
を
含
ま
な
セ

C区
ＳＲ
‐ 穏

弥
生

土
器
氏
=I

(3
3)

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ラヽ
ケ
ズ
リ

鈍
い
美
褐

10
YR
5/
3
鈍
い
黄
褐

10
YR
4
/3
や
や
を
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

有
征 ヽ
角
閃
石
の
含
有
量
少
な
い

C区
削 弼

生 器
か 土

氏
音
L

磨
滅

ラヽ
ケ
ズ
リ

鈍
い
赤
褐

2 
5Y
R5
/4
掲
灰
10
YR
4/
1
や
や
径
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

範 ＾
有

20
9
C区
ＳＲ
‐ 弼

生 器
郷 土
ミ
音
Ь

(5
1)

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ラヽ
ケ
ズ
リ

黒
25
Y2
/1
天
褐
'5
YR
6/
2
や
や
ll
1～
3m
mの
石
英
,長
石
,角
閃

石
,赤
色
粒
を
含
む

虹 ＾
有

C区
ＳＲ
‐ 弼

生 器
弥 土

巨
菩
L

(2
3)

磨
滅

オ
デ

浅
黄
橙

7 
5Y
R8
/3
民
白
'5
YR
8/
2
や
や
対
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
を
含
む
良
征 ＾
有
角
閃
石
を
含
ま
な
い

21
1
C区
湘 麗

生 器
邪 土

三
普
Б

(2
4)

磨
滅

反
ナ
デ

灰
黄
褐
10
VR
6/
2
吹
黄
褐
10
YR
6/
2

密
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

範 （
征 （

21
2
C区
剛 莉

生 器
不 土

巨
菩
Б

(3
3)
78
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

下
明

オ
リ
ー
ブ
黒

5Y
3/
1
飩
い
黄
橙

10
YR
6/
4
や
や
を
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

良
範 ＾
有

21
3
C区
削 弼

祢
生

上
器
壼
音
Ь

(5
3)

ナ
デ

脂
押
え

鈍
い
黄
褐

10
YR
5/
3
叉
黄
褐
10
YR
6/
2

!m
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

aを
含
む

農
有
鉦 ＾

C区
ＳＲ
‐ 駆

赤
生

土
器
壷
部

(4
4)
60
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

黒
25
Y2
/1
疋
黄
15
Y7
/
2
や
や
北
ケ m
m以
下
の
石
英
,長
石
,雲
母

と
含
む

良
範 ヽ
征 （
角
閃
石
を
含
ま
な
し

21
5
C区
ＳＲ
‐ 爾

弥
生

土
器
甍
部

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

鈍
い
褐

7 
5Y
R6
/3
天
黄
褐
10
YR
6/
2

2m
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
歩
合
yP

良
虹 ト
有

C区
SR
l

下
層

弥
生

土
器

詩
杯

不
吉
Б

(3
6)

ナ
デ

ナ
デ

鈍
い
橙

7 
5Y
R6
/4
地
い
橙
/5
YR
6
/4

2m
m以
下
の
石
英
,長
石
,金
雲

冊
,角
閃
石
を
含
む

良
銀 〔
伍 小
角
閃
石
の
含
有
量
少
な
い

21
7
C区
SR
l

下
層

生 器

祢 土
林 部
22
8
(3
5)

日
縁
部
:ヨ
ヨ
ナ
デ

杯
部
:磨
滅

日
縁
部
:ヨ
ヨ
ナ
デ

杯
部
:磨
滅

灰
黄
褐
10
YR
6/
2
鈍
い
黄
橙

10
YR
6
/3
や
や
を
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

良
痴
征 ＾
征 ＾

C区
ＳＲ
‐ 鞄

生 器

弥 土
林 部
30
2
(6
4)

日
縁
部
:ヨ
コ
ナ
デ

杯
部
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

日
縁
部
:ヨ
ヨ
ナ
デ

杯
部
フ
ケヽ

鈍
い
褐

7 
5Y
R6
/3
鈍
い
褐

7 
5Y
R6
/3
や
や
を
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,金
雲

母
を
含
む

良
凋
征 ト
征 ト
角
閃
石
を
含
ま
な
ヤ

C区
畑 商

生 器

弥 土
朴 部

日
縁
部
:ヨ
コ
ナ
デ

杯
部
:ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
,ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

日
縁
都
:ヨ
ヨ
ナ
デ

杯
部
:ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

鈍
い
禍

7 
5Y
R6
/3
鈍
い
褐

7 
5Y
R6
/3
や
や
狂
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
,金
雲
母
を
含
む

良
虹 ヽ
征 ＾
赤
色
顔
料
?付
着

22
0
C区
ＳＲ
‐ 椰

生 器

弥 土

杯 郎
(3
0)

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ベ
ラ
ミ
ガ
キ

鈍
い
黄
橙

10
YR
6/
4
鈍
い
黄
橙

10
YR
6/
4
や
や
半
2m
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

良
征 ヽ
征 〔
粘
土
貼
小
↓
け
痕
有
り



文 号

報 番
遺
1善
名
種
類
器
種

法
量
(c
m)

文
様
・
調
整

色
調

胎
土

暁
肪

r要
:l
・
千
煤
・

こ
げ

備
考

丞
名

日
径
器
高
底
径

外
而

内
ml

外
面

内
面
粗
密

含
有
物
等

C区
剛 前

生 器

弥 土

杯 部

高 脚
(8
3)

告
土
接
合
痕
.ナ
デ
,ハ
ケ
後
指
押
え

ナ
デ
,絞
り
目
?

灰
褐
7 
5Y
R6
/2
鈍
い
褐
7 
5Y
R6
/3
や
や
4
1～
2m
mの
石
英
,長
石
,雲
母

,

角
閃
石
を
含
む

良
如 ＾
征 ＾

C区
剛 弼

生 器

弥 土

杯 都

高 脚
(3
3)
23
6
属
端
を
ほ
〔団
繰
4

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

鈍
い
黄
褐

10
VR
5/
3
鈍
い
褐

7 
5Y
R6
/3

lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
金
雲
母
を
含
む

良
範 ＾
征 ＾

C区
習
位
不
須
恵
器
椀
?
12
2
(1
5)

ナ
デ

ナ
デ

1音
〃
く
N3
/0
灰
N5
/0

密
[m
m以
下
の
石
英
,長
石
を
含
む
良
ダ
範 ＾
征 ＾

CE
XI
詈
位
不

生 器

弥 土
発

(0
8)

ヨ
ヨ
ナ
デ

ョ
ョ
ナ
デ

鈍
い
橙
7 
5Y
R6
/4
鈍
い
橙

7 
5Y
R
6/
4

lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,金
雲

母
を
含
む

良
餌 ヽ
有
角
閃
石
を
含
ま
な
▼

C区
冒
位
不

生 器

弥 土
釜

(4
9)

ナ
デ
,磨
滅

ナ
デ
,磨
滅

褐
灰
10
VR
4/
1
褐
灰
10
YR
4/
1

lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

良
有
征 ト

C区
SR
l

雪
位
不

生 器

弥 土
底
部

(3
2)

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

磨
滅

褐
灰
10
YR
4/
】

1音
り
《
N3
/0
粗
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
を
含
む
農
有
征 （
村
而
に
付
着
物
有
り

C区
,R
l

目
位
不
土
師
器
高
杯
よ 不
吉
∫
17
0

磨
滅

磨
滅

鈍
い
橙

7 
5Y
R7
/4

鈍
い
橙

7 
5Y
R7
/4

密
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
を
含
む
良
範 （
征 （

C区
SR
l

目
位
不

生 器

弥 土
高
杯
ll
Nt
tL

(2
9)

ナ
デ

ナ
デ

鈍
い
橙
7 
5Y
R6
/4
鈍
い
橙

7 
5Y
R
6/
4
や
や
対
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

良
餌 ヽ
虹 ヽ

22
9
C区
SR
I

膏
位
不

生 器

弥 十
不
明
日
緻
を
'

21
0
(1
4)

ナ
デ

鈍
い
橙
7 
5Y
R6
/4
鈍
い
褐
7 
5Y
R6
/3
や
や
患
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

良
餌 （
鉦 （

C区
SR
l

目
位
不
弥
生
杯 欺
一局 聞

(3
8)

督
滅

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

橙
5Y
R6
/6
橙
5Y
R6
/6

1～
2m
mの
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

良
虹 ヽ
延 （

C区
SR
I

層
位
不
弥
生

杯 歎
(5
8)
デ
,穿
孔
1

ヘ
ラ
ケ
ズ
ヅ
,ナ
デ

明
赤
褐
5Y
R5
/6
明
褐
7 
5V
R
5/
6
や
や
者
1～
2m
mの
石
英
,長
石
,角
閃

石
,雲
母
を
含
む

良
餌 ヽ
鉦 ト

23
2
C区
SR
l

層
位
不

生 器

弥 十
14
N部

タ
タ
キ

ナ
デ

灰
白
25
Y3
/1
灰
白
25
Y8
/
1

密
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,雲
母

を
含
む

良
餌 ヽ
有
角
関
石
を
含
ま
な
▼

C区
SR
l

層
位
不

生 器

体 十

杯 歎

一 罰 ス
(3
4)

]ヨ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

鈍
い
褐
7 
5Y
R5
/4
鈍
い
橙

7 
5Y
R6
/4
や
や
を
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,金
雲

母
,角
閃
石
を
含
む

艮
狂
鉦 ヽ
延 ヽ

C区
層
位
不

生 器

杯 ■
大
型
鉢

(3
7)

日
縁
端
部
:凹
線
2,

ナ
デ

ナ
デ

的
い
褐

7 
5Y
R6
/4
随
い
褐

7 
5Y
R
6/
3
や
や
ll

1～
2m
mの
石
英
,長
石
,角
閃

石
,赤
色
粒
を
含
む

良
有
征 〔

23
5
C区
層
位
不

生 器

体 ■
不
明

日
縁
都

(2
3)

審
減

磨
滅

屯
い
橙
.5
YR
6/
4
屯
い
橙
1 
5Y
R
6/
4
粗
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
を
含
む
良
銀 〔
征 ゆ

23
6
C区
SR
ユ

層
位
不

生 器

弥 土
不
明
日
縁
吉
Б

審
滅

磨
滅

随
い
黄
橙

10
YR
6/
4
鈍
い
黄
橙

10
YR
6/
4
や
や
を
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

良
範 小
征 ト

C区
SR
l

層
位
不
生 器
弥 土

鉢
(6
2)

審
滅

ヨ
ヨ
ナ
デ
,横
方
向
の
ハ
ケ

屯
い
橙
′ 5
YR
6/
4
鈍
い
黄
橙

10
YR
6
/3
や
や
ぞ
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
を
含
む

良
髄 小
艇 ＾

C区
SR
l

層
位
不

明

生 器

弥 土
広
口
壺
21
 0
(2
20

口
縁
都
:ヨ
ヨ
ナ
デ

頸
～
体
部
上
半
:縦
方
向
の
ハ
ケ

日
縁
部
:ヨ
コ
ナ
デ
,頸
部
:絞
り
目
,ナ
デ

,

ハ
ケ
,体
部
上
半
iナ
デ
,指
押
え
,体
部
下

半
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

地
い
褐
/5
YR
6/
3
池
い
褐
'5
YR
6/
3
や
や
を
lm
m以
下
の
石
英
,長
石
,角
閃

石
.赤
色
粒
を
含
む

良
好
鍾 ＾
征 ト

A区
SE
2

生 器

体 十
体
部

ケヽ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

灰
褐
7 
5Y
R4
/2
灰 Ｙ
Ｒ

褐 Ю
密
lm
m以
下
の
長
石
,雲
母
,角
閃

石
を
含
む

良
有
有
勺
面
に
赤
色
顔
料
付
着

A区
SE
2

生 器

体 十
体
部

ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ク
ズ
ジ
後
ナ
デ

鈍
い
黄
褐

10
YR
5/
4
鈍
い
黄
褐

10
YR
5/
3

密
lm
m以
下
の
長
石
,雲
母
,角
閃

石
,赤
褐
色
粒
を
含
む

良
餌 ＾
有
勺
面
に
赤
色
顔
料
付
着

A区
S8
2

生 祟

体 十
体
部

(6
8)

ケヽ
後
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

褐 7 
5Y
R4
/3
褐
灰
10
YR
4/
1

密
2m
m以
下
の
長
石
,雲
母
,角
閃

石
,赤
褐
色
粒
を
含
む

良
有
有
勺
面
に
赤
色
顔
料
付
着

A区
SE
2

生 器

体 十
体
部

ヽ
ん
π

ケ
ズ
リ
,磨
滅

黒
褐
10
YR
3/
1
灰
黄
褐
10
YR
4/
2

密
2m
m以
下
の
長
石
,雲
母
,角
閃

石
,金
雲
母
を
含
む

良
死
甑 〔
有
対
面
に
赤
色
顔
料
付
着

A区
SE
2

生 器

体 十
体
部

(5
7)

ケヽ
,板
ナ
デ
?

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
,ナ
デ

灰
黄
褐
10
YR
4/
2
鈍
い
黄
褐

10
YR
5/
4

密
2m
m以
下
の
長
石
,雲
母
,角
閃

石
,金
雲
母
を
含
む

良
延 ヽ
有
村
面
に
赤
色
顔
料
付
着

A区
SE
2

生 器
弥 土

体
音
悟

(7
1)

ヨ
コ
ナ
デ
,ハ
ケ

磨
滅
,ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
?

褐 7 
5Y
R4
/4
鈍
い
褐

7 
5Y
R5
/4

窪
2m
m以
下
の
長
石
,雲
母
,角
閃

石
赤
褐
色
粒
を
含
む

良
π
範 ＾
征 ＾
対
面
に
赤
色
顔
料
付
着

Sl
A区
SE
2

石
器
石
庖
]
長
さ
11
5 
5c
m,
幅
:5
 0
cn
,厚
さ
■
2c
m,
重
さ
■
00
3g
,石
籾
:サ
ヌ
カ
イ
ト

尊
部
に
自
然
面
が
残
る



PL.1

A調査区 SE 2出土土器集合



PL.2

蒔軽玉
,キ  '

イ|=i

li● I二 1‐ i:ご :耳耳
「
:平 TI:=:

A調査区SE 2土器出土状況

ζlュrl:

(第 2検出面)



PL.3

A調査区 SE 2器台・壺出土状況 (第 4検出面)



PL.4

1.A調査区SE 2出土水銀朱付着把手付広片口皿

A調査区 SE 2出土水銀朱付着鉢



PL.5

1.A調査区SE 2出土赤色顔料付着土器

2.A調査区SE 2出土赤色顔料付着底部



PL.6

十一十一一オ一一

ｒ
・

・ｉ
一一ヽ一

ｒ
一賄

イ

1.A調査区調査前状況
(】ヒから)

｀
|,!,it

―慈為

どどことこ」E晉コL====嵐

2.A調 査区北部遺構
検出状況 (南から)

3 A調 査区中央部遺
構検出状況 (南から)



PL.7

l A調査区SE 2
遺物出土状況①

2 A調査区SE 2
遺物出土状況②

3 A調 査区 SE 2
遺物出土状況③

嗚靭
半―,手

:繊可



PL.8

l A調 査区 SE 2
遺物出土状況④

A調査区 SE 2
遺物出土状況⑤

雪T響

甲
どｉ
■
雛
一≡≡

A調査区 SE 2断面
(西から)



l A調査区中央遺
構 (南から)

2.A調 査区
噴礫 。SR l検出
】犬況  (南から)

PL.9

II移
～  I.手′:牛

ⅢⅢ
 Ⅲ'ユ     ~「|

3 A調 査区噴礫断面



PL.10

1.A調 査区 SD l(西から)

「
1″・

A調査区 SE l(西か ら) 6.A調 査区 SE l断面

2.A調 査区 SD 3(北から)

3.A調 査区SD 3(東から) 4 A調 査区 SD 3断面

7.A調 査区 SK 5・ 6(東から)



3.A調 査区 SK10'11(南 から)

5,A調 査区 SK10

PL.11

2 A調 査区南部下層確認状況 (南から)

6.A調 査区 SK10断面

一
，
　

ゞ

1.A調査区南部遺構 (南から)

7.A調 査区中央東壁土層 (北から) 8 A調 査区南端部東壁土層 (南から)



PL.12

輝 |

1.B調査区調査前
状況 (南から)

2.B調査区北部遺構
(】ヒから)

3.B調査区 SD 4
(】ヒから)生(1ト



PL.13

1.B調査区SD 4遺物出土状況① B調査区SD 4遺物出土状況②

3.B調査区SD 4遺物出土状況③ 4.B調査区SD 4遺物出土状況④

5.B調査区SD 4遺物出土状況⑤ 6 B調査区SD 4遺物出土状況⑥

7.B調査区SD 4遺物出土状況⑦ 8 B調査区SD 4遺物出土状況⑥



PL.14

1.B調査区 SD 4断面

2.B調査区南部東壁土層① 3.B調査区南部東壁土層②

為

管

鉦

4.B調査区南部遺構 (北から)



PL.15

l C調査区北部遺構検出状況 (南から) 2,C調査区北部断割調査状況 (南から)

3.C調査区中央遺構検出状況 (南から) 4 C調査区中央遺構 (南から)

5,C調査区下層確認状況 (南から)

7 C調査区 SD l断面 8.C調査区中央東壁土層



PL.16

3 C調査区 SD 7・ 足跡検出状況 (南西から)

。足跡 (北東から) 6 C調 査区 SD 7・ 足跡断面

l C調査区 SD 6検出状況 (西から) 2.C調 査区 SD 6・ SK 3(西から)

4 C調査区 SD 7・ 足跡 (南西から)

7.C調 査区 SR l(北から) 8.C調査区 SR l(東壁)断面



PL.17

66

A調査区SE 2出土土器③



PL.18



PL.19



PL.20

132

A調査区SE 2出土土器④



PL.21

Sl

A調査区SE 2出土土器Э・石器



PL.22

172

B調査区SD4・ C調査区 SR l出土土器
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2008. 5。

1.´～

2008. 6。

17.

1080だ 道路建設

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

おおたしも'すがわいせき

大田下・須 )|1遺

跡

集落 弥生時代

古墳時代

溝

井戸

自然河道

溝

自然河道

弥生土器

石庖丁

須恵器・土師器

井戸より弥生時代

後期前葉の良好な

一括資料。井戸祭

if巳か

古墳時代中期の

須恵器と土師器

要   約

高松平野中央部に位置する弥生時代後期から古墳時代中期を中心とした集落域の

調査。土坑や井戸,溝などを検出し,集落の南北方向の広がりを推定する資料を得た。
A調査区の井戸からは弥生時代後期前葉の良好な一括資料。内面に水銀朱の付着し
た土器を多く含む。出土状況などから丼戸に関する祭祀の可能性が高い。B調査区か
らは高松平野では珍しい古墳時代中期の須恵器・土師器が出上した。



高松市埋蔵文化財調査報告第 124集

国道■号高松東道路関連整備事業に伴う

1田下・須川遺跡
平成 21年3月 31日

編 集  高松市教育委員会
高松市番町一丁目8番 15号

発 行  高松市教育委員会
印 刷 有限会社 中央ファイリング


